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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／シソ




デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと




（ムシカゴグラフィクス）







第一章　冴さえない僕がイケメンを演じることになった件について







　好きな言葉はサービスシーン。

　嫌いな言葉は協調性。

「ふふふっ……ふふ」

　思わず口元が緩む。床に座り込む彼の視線のその先には、白のｉＰａｄ　ｍｉｎｉ４が煌こう々こうと光っている。

　浅あさ井い悠ゆう馬ま。

　エッチなものには目がない高校一年生。趣味はエロ同人誌閲覧だ。

　身長は百七十センチ、現在自宅で水色のパジャマを着用、いつもの黒縁眼鏡をかけて友人の明あ日す香かと自室でこそこそとなにかをしている。

　手元のｉＰａｄ　ｍｉｎｉ４に映し出されるのは、美しい肌色。艶のある黒髪。くりっと大きな黒い瞳。

　白いポンポンのついた真っ赤なポンチョを下着も身に着けず羽織り、深紅のホットパンツを穿はいて恥ずかしそうに乙女座りをした、十六歳くらいの少女────の、イラスト。

「どう？　我ながらうまくいったと思うんだけど」

「いやあ……この見えそうで見えない乳首がいい……」

「うわあ、悠ゆう馬まえろーい」

「そんなエロい絵描いたの誰だよ」

「はあい」

　エロチックな声を出しながらゆっくり手を挙げるのは、児こ玉だま明あ日す香か。

　真っ赤なグロスを塗り、ピンクのシャドウ、チーク。切れ長の二重の瞳には、茶色のカラコン。鼻は日本人の中では少し高め、肌色は血色が悪いのか、白い。くるりとウェーブのかかった黒髪をポニーテールにし、肩を大胆に露出させた、裾に白いファーがついている真っ赤なワンピース。

　ちなみに、彼女は下着を身に着けるのが嫌いで、ノーパンノーブラである。

　高校生とは思えない大人びた顔つきをした彼女の表情は、どこか嬉うれしそうだ。ただし、なにが嬉しいのかは、よく分からない。

「サンタコスは？　コスはどう？」

　悠馬は鼻息が荒い。

「いいよー最高！　ただ……」

「ただ？」

　悠馬は、明日香の洋服に目を落とした。

「だからって明日香までサンタコスをしているのはおかしいと思うけど……」

　それを聞いて、とっても、とっても嬉しそうに、明日香は笑った。

「えへへっ。だって、その方が悠馬喜ぶと思って！」

「喜ぶというより、戸惑いのが大きいかな……」

「えー！」

　そして、さりげなく悠馬の肩に触れ、耳元で囁ささやいた。

「ねえねえ、次描く子も黒髪でいい？」

「なんでそんなに黒髪が好きなの？」

　明日香はもう片方の手で、自分の髪を耳にかけながら言った。

「んー？　だって、私が黒髪なんだもん。これからも染める気ないし。だから悠馬には黒髪属性になってもらわないと。次は、私の裸のイラスト描くね！」

「いや、それは何度も言ってるけど要らないよ」

「年賀状に送った私の裸のイラスト、どこにある？」

「あれ！　僕が一人暮らしだから良かったけど、親に見られたらどうしてくれんだよ！　てか、正月から明日香の裸のイラストとかこっちが戸惑うだけだから要らないってば！」

「でも、私のおしりにほくろが二つあることも知ってるでしょ？」

「そりゃ年賀状に描いてあるからね……見ないようにしても遊びに来ては明日香が見せてくるから」

「えっちー。そんなこと知ってるなんて、悠ゆう馬まえっちー」

「だからっ」

　とろけるような目を向けて、明あ日す香かは悠馬に体を近づけている。

　悠馬の背中に、明日香の胸が当たった。

　その瞬間、悠馬は座りながらぐるっと体を回転させて明日香と向き合う。

「寝る。もう寝るから」

「確かに、もう一時だね」

　部屋の机の上に置かれたデジタル時計は、一時三分を示していた。

「てか、帰らないの？　家近くなんだし」

「深夜一時に家に帰れっていうの？　誘拐されたらどうするの？」

「いや、どこで寝るの？　僕のベッドで寝るの？」

「そう。悠馬のベッドで寝るの。一緒に」

　悠馬のベッドはシングル。男女が同じ部屋で～と言う前に、そもそも二人で寝るようなサイズのベッドではない。

　どうせ、何時であろうと「帰れ」と言ったって帰らないのだ、明日香は。そういう奴なのである。かなり押しが強くて、小学生の頃から悠馬にゾッコン。人の迷惑なんて一度も考えたことがない。

　悠馬自身、小学生の時からずっと、好きな女の子ができたことがないため、明日香の好意を嫌がらなかったこともあり、彼女の行動は年々酷くなっている。

　悠馬は五秒ほど思考を巡らし、言った。

「じゃあ、僕は床で寝るね。明日香はベッドで寝て」

「床に敷く布団ないじゃん。一緒に寝ようよ。重なり合って♡」

「洋服を敷き詰めて布団にするから」

「……なにそれ」

　悠馬は立ち上がり、クローゼットからダウンを二着取り出して、床に敷く。そして掛け布団代わりに、Ｔシャツを三枚。寒いが、「寒い」と言葉に出した瞬間明日香に襲われる。それだけは間違いない。

「ほら。布団完成」

　明日香は、悠馬の即席の布団を見て、口を尖とがらせる。

「ちぇ。つまんないの。あ、私化粧落としたいからお風呂入ってくる」

「うん」

「……一緒に入る？」

　誘惑のポーズなのか、自分の胸元を右手で引っ張る。そのせいで、今にも乳首が見えそうだ。

　だが、悠ゆう馬まは慣れきっているため、冷静である。

「僕はもう入ったから。そもそも一緒には入れないよ。異性なんだから」

「なに？　私がＣカップだから小さくてそそられないってわけ？」

　その発言に、悠馬は真顔で反論する。

「そうじゃないよ。僕は女性の胸の中で一番好きなカップはＣだ。でかすぎても、小さすぎてもダメなんだよ」

「え～？　そうなの？」

「でも、今日は一人で入って。ね？」

「……はーい」

　明あ日す香かは悠馬のつれない態度がつまらないのか、口をへの字にして立ち上がった。

「んじゃ、僕は先に寝てる」

「うん。おやすみー」

「おやすみ」

　明日香は、そのまま部屋を出ていく。

　悠馬はふうっと息を吐くと、パチッ。

　部屋の電気を消して、Ｔシャツの中に体を埋めた。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　それから、二日後。

　いつもは明日香と二人で学校に向かうのだが、今日は隣に明日香がいない。多分、彼女は寝坊している。いつもは悠馬の住むマンションのインターホンを押して「おはよう」と迎えに来るのだが、今日は悠馬が家を出る時間になっても鳴ることはなかった。

　だから、スマホのＬＩＮＥを開いて『起きろー』と送る。十秒経っても、既読はつかない。完全に寝てる。絶対に寝てる。

　蒲かま田た駅に向かって歩きながら、ＬＩＮＥ電話を鳴らす。独特なＬＩＮＥ電話の発信音が、何度も続く。五回ほど鳴った時だろうか、明日香が電話に出た。

『やばーい！　今起きた！』

「だと思った」

『でも、私準備めちゃくちゃ早いから、学校には間に合う！　先行ってて』

「ほーい」

　ブチッ。

　時間がないからだろう、すぐに通話が切れる。

　外は少し肌寒いけれど、過ごしやすい天候。

　十月は、本当に快適だ。コートも着なくていいし、汗もかかない。イチョウの木が、黄色に染まっている。地面に散らばった枯れ葉も、なんだか秋を感じさせる。

　自宅は蒲かま田たにあるのだが、学校は川崎駅の近く。五分くらい歩いて蒲田駅に着いて、一駅だけ電車に乗って、ちょっと歩けば高校に到着する。

　京浜東北線に揺られて、川崎駅。カトレを横目にエスカレーターで下降。モナーズというショッピングモールを通り越して、先。

　大きな商店街で、事件は起こった。

「……うあっ」

　特に転ぶ要素もなにもない、平へい坦たんな道。人にぶつかったわけでもなく、誰かを避けようとしたわけでもなく、悠ゆう馬まはつまずいて盛大に転んだ。

　膝と両手で地面に着地。頭は打たなかったが、膝が痛い。ちょっと、いやかなり痛い。血でも出ているんじゃないだろうか。

　ちらっちらっ。

　通行人が、悠馬を見る。

（なんもないところで転んじゃった……恥ずい）

　悠馬は平静を装ってズボンについた砂をパンパンッと払う。それから両手についた砂を払った。そして、右足のズボンを膝までめくる。

　案の定、血が出ている。想定外の事態だ。日ごろから絆ばん創そう膏こうなんか持っていない。

「はぁ……」

　思わぬ事態にため息しか出ない悠馬に対し────。

「……大丈夫？」

「え……？」

　後ろから歩いてきた同じ学校の制服を着た女子が、声をかけた。

　金髪のロング。耳には白いイヤホン。シャツのボタンは三つ開いている。ベージュのカーディガンは身丈に合っていない。なにせとっても大きいのだ。だぼだぼに着て、スカートを先まで隠している。スカートはほとんどカーディガンのせいで見えていなくて、異様に短い。パンツが見えそうだ。化粧も濃くて、清せい楚そが流は行やる昨今の男ウケは一切無視。赤のグロスがてかてかに光っていて、つけまつげまでして、ずっと見ているとお腹いっぱいになりそうな顔になっている。

　そして悠馬は、その人を前から知っていた。

　荒あら川かわ唯ゆい。

　クラスメイトの中で、一番チャラい容姿をした女。

　顔はそこそこ可愛いんだし、ナチュラルメイクでいいのに。どうでもいいけど。

「怪我してる。大丈夫じゃないね」

　唯ゆいはイヤホンを外すと、当たり前のように悠ゆう馬まの前でしゃがんで、自分のスカートのポケットからピンクと黒のチェック柄のハンカチを取り出す。そしてなんの躊躇ためらいもなく、ハンカチを悠馬の傷口にあてた。

「……えっ。いや、ハンカチ汚れるだろっ」

　ハンカチにゆっくりと、血が滲にじむ。悠馬は、申し訳ない気持ちになっていく。

　だが、唯はハンカチから手を離さない。

「そんなのいいよ。ハンカチ一枚くらい、どうってことないから。あげる」

「……」

「ちょっとハンカチ、持っててくれる？」

「う、うん」

　唯は鞄かばんのポケットからヒョウ柄のポーチを取り出す。その中から、一枚の大きな絆ばん創そう膏こうを取り出すと、ぺりっと紙を剝むいた。

「絆創膏、つけてあげる」

「え。あ、ありがとう」

　ぺたっ。唯は絆創膏を、悠馬の患部に貼る。

　それから彼女はポーチをまた鞄に戻すと、立ち上がって悠馬の肩にぽんっと手を置いた。
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　唯ゆいは、言った。

「んじゃ！」

　くるっと背中を向けて、唯は学校に向かっていく。

　両耳にイヤホンをつけ、何事もなかったように、スタスタと歩いていく。音漏れしているから分かる。彼女が聴いている曲は、ジャスティンの『LET ME LOVE YOU』だ。

（初めて喋しやべった。荒あら川かわさんと）

　彼女はクラスの中心的存在。彼女に逆らう女子はいないし、男子も彼女には一目置いている。

　悠ゆう馬まは唯に渡されたハンカチに視線を落とす。

　ケバケバしいハンカチ。なんとも、彼女らしかった。

　不意に、強い風が吹く。その風は、目の前を歩いていく唯のスカートを────めくった。

「……おっと」

　彼女はきちんと、スカートの下にブルマを穿はいていた。

　サービスシーンは絶対にやらない系女子、荒川唯。

「くそっ！」

　悠馬は思いっきり鞄かばんを地面に叩たたきつけた。




　これが、彼女と────荒川唯と喋しやべった、初めての日だった。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






（あー。やっぱり女の子はパンツ穿はいてないと。最近はノーパンより穿いてる方が好きなんだよなー。やっぱり、明あ日す香かの影響？　明日香が穿いてないから、穿いてる人を求めちゃうのかなー。あ、でもブルマはなし！　夢がない！）

　１‐Ａの教室。机の上には、赤あか本ほんと呼ばれる大学入試の過去問題。そこに載っている英語は、一年生には難しい内容のものばかり。二十分ほど集中して勉強した後、つかの間の『休憩』と称して赤本に囲まれながらスマホをいじる悠馬は、一人で妄想の世界にダイブする。

（やっぱり、パンツは正義！　絶対！　これ絶対！）

「ねえ。またアイツ、一人でニヤニヤしてる……」

「浅あさ井いって本当キモイよね」

　ヒソヒソ。ヒソヒソ。

「知ってる？　アイツが唯ゆい一いつ喋ってる児こ玉だま明あ日す香かも、裸のイラストとか描いてｐｉｘｉｖにあげてるらしいよ」

「あのぼさぼさ頭の児玉が？」

「そうそう。あのどこで買ってきたんだよっていう丸眼鏡の。化粧も一切しないし」

「女子捨ててるよね、児玉って」

「ねー。ちなみにｐｉｘｉｖは『あすかだよ☆』てハンドルネームでやってんの。見る？」

「やだよ！　目が腐る！」

　これらの悪口、すべて、悠ゆう馬まの耳に届いている。

（いやあ、『にくみさん』のイラストは最高！）

　だが、悠馬は現在進行形で、エロ画像に釘くぎ付づけだ。

「あの二人とは、マジで関わらない方がいいから」

「でも、浅あさ井いって成績学年一位なんでしょ？　さっきだってまだ高一なのに赤本解いてたし」

「学年一位ってモテるイメージあるのにね。あ、ただしイケメンに限るｗｗｗ」

「それなｗｗｗ」

　そう言って、悪口を言う二人は、じー。

　エロ画像をスマホで漁あさっている悠馬の横顔を、見つめた。

「……でも。でもさ」

「うん」

「浅井って……よく、よーく見るとさ」

「うん」

「案外、イケメンじゃない？」

「……うーん」

「ほら。眼鏡めがね外したら絶対イケメンだって」

「いや、でも中身死んでるから無理。絶対無理」

「それｗｗｗ」

　キーンコーンカーンコーン……。

　チャイムが鳴って、仕方なくみんな、席に着く。

　カツ、カツ、カツ。ヒールの音とともに、担任の福ふく島しま薫かおる先生が、教室に入ってきた。

　貧相な胸、身長も低く、本人曰いわく百四十四センチ。正直、先生とは思えないほど童顔で、どちらかと言えば同級生である。

　そんな先生が、教壇に立つと、口を開いた。

「みなさん！　おはようございます！　今日は良い天気ですね」

　シーン……。

「そうだねー、先生！」なんて心優しい言葉をかける生徒は、この教室に一人もいない。

「無視しないでよう……」

　ボソッと呟つぶやいて、福ふく島しま先生は見るからにしょぼくれる。

「……」

　だが、誰も慰めない。

　それから、福島先生は思い出したように言った。

「あ、えと、今日は先週のＬロングＨホームＲルーム中に希望調査をした、文化祭でやる劇『彼我の距離は、数センチ』の配役オーディションをします！　放課後、全員集合です！　これはクラスの用事なので、部活動もオーディションが終わるまで行っちゃダメですからね！」

（あー、そういや、そんな用事があった気も……）

　悠ゆう馬まは、完全にその用事を忘れていた。なぜなら、自分はオーディションに出ないから。劇の台本すら読んでいないから。

　というか、劇なんてどうでもいい。

　もっと言うなら、文化祭もどうでもいい。

「では、今日も一日元気に頑張りましょう！」

　ここで、ＳシヨートＨホームＲルームは終わり。次の授業まで、あと五分といったところ。

　悠馬は、先ほどエロを供給したため、再度勉強に取り掛かろうとした。

　そんな時……。

「ゆーうま！」

　顔を隠すほどのもっさりヘアを束ねることもせず、「お前誰だ！　誰なんだ！」とツッコミを入れたくなる姿をしている明あ日す香かがやってきた。

　だが、容姿のことはツッコまない。もう、この姿の明日香にも慣れた。

「おう、明日香。学校間に合ったみたいで良かった」

「うん。急いで来た」

　明日香は、日ごろから学校に一切化粧をしてこない。髪もとかさない。目も良いのにどこで買ってきたんだか分からないビンテージ風の丸眼鏡をして、制服のスカート丈も膝下という田舎少女もびっくりの姿で学校に来る。

　でも、これには理由がある。

　一言で言ってしまえば、悠馬しか知らない事実だが、明日香は美人すぎるのである。

　時は遡り、小学五年生。当時明日香は髪もきちんと結わき、可愛い花柄のワンピースを着て、学校の帰り道を一人で歩いていた。そこへ、三人組の中学生が登場。盛りに盛った彼らに裏道に連れていかれ、洋服を脱がされ、裸にされそうになった……という過去を持つ。結局その時は未遂で終わったのだが、以来明日香は学校にも地味な服装で来て、制服になった今も、男子に目をつけられないよう身を守っているのだ。

　ただし、悠ゆう馬まだけは一連の出来事のすべてを知っているため、彼と遊ぶ時だけ化粧をして、派手な洋服を着てくる。

　とは言っても、さすがに学校で丸眼鏡とボサボサヘアはやりすぎだと悠馬は思っている。

「なあ。明あ日す香かって、文化祭の劇の配役、なにやりたいって出したんだ？」

　話を戻して、劇の話。

「私は、ヒロインをイジメる女の子役！」

「そんなのあんのか……」

「台本読んでないの？」

「だって僕には関係ないし。僕、裏方で出してるんだ」

　裏方とは、大道具を出したり、下げたり、ライトを当てたり……という仕事をする人のことだ。

「でも裏方は三人しかなれないけど、希望者五人くらいいるよね。落ちたら変な役しか残ってないかもよ？」

「落ちることは今のところ考えてない」

「強気ー！」

「じゃんけんだろ？　まあなんとかなるって」

　なれなかったら、その時考えればいいのだ。

「ほとんどの役が人数調整必要ないからオーディションないみたいだしね。私の役もオーディションないからほぼ決定！」

「いいなあ」

　別に、明日香の役が羨ましいとは全く思わないが、じゃんけんをしなくていいのは羨ましい。

「悠馬もじゃんけん嫌だったら、端役に希望出せばよかったのに！」

「僕は劇にすら出たくなかったんだよ」

「なんで？」

「セリフ覚えてる暇あったら、勉強するか漫画読んでる方がいいだろ」

　すると、明日香は声のボリュームを変えずに言った。

「漫画って、えっちな？」

「おいっ。大きな声で言うなって」

　少し慌てる悠馬に、口を尖とがらせる明日香。

「だって、悠馬。えっちなのしか見ないじゃん」

「事実だけどさ……」

　キーンコーンカーンコーン……。

「あ、チャイム鳴っちゃった！　じゃあね」

「おう」

　明あ日す香かは自分の席に戻っていく。

　悠ゆう馬まはお喋しやべりで自習の時間が減ってしまったことを考慮に入れ、今日は深夜二時まで勉強しようと決めた。
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「『私……私は……！』」

「『学校に入ってからずっと、妖怪って呼ばれてた。私がうまく笑えないせいで、距離の縮め方が分からないせいで、誰からも話しかけられなかった。そんな時……入いる間まくんは言ったの』」

「『大丈夫？　って────！』」

「ふわーっ」

「悠馬！　欠伸あくびはヤバいよ」

　放課後。

　学校の講堂には、クラス全員が集まっていた。現在進行形でやっていることは、ヒロイン斎さい藤とう役を決めるオーディション。ほとんどの生徒は講堂のふかふかの椅子に座ってオーディションを見守っているのだが、壇上にはヒロイン役に立候補している園その田だと井いの上うえ、今回の劇の監督らしい石いし田だメイ、とその友達である荒あら川かわ唯ゆい、唐から沢さわ明あき人と、遠とお月つき肇はじめが立っている。

　今は、園田の演技を見ている途中だった。

「だって、どうでもいいじゃん。誰がヒロインになるかなんて」

　隣に座る明日香に、眠たい目を擦りながら言う悠馬。

　一方、明日香は悠馬の太ももをなぜかさわさわと触りながら言った。

「まあね。でも、問題はヒーロー役なんだよ」

「どうして？」

「なんか、立候補者ゼロらしいよ」

「へー。やりたい奴いそうなのに」

　まあ、自分には関係ないが。

「例えば？」

「え？　例えば……」

　クラスで、ヒーロー役が似合う人。

　五秒ほど考えて、悠ゆう馬まの視線はやはり壇上にいる生徒に向けられた。

「このクラスで圧倒的に目立つのは、唐から沢さわと遠とお月つきだよなあ」

　唐沢明あき人と。遠月肇はじめ。

　クラスで一番目立つ男子二人。二人は仲良しで、見た感じは唐沢がジゴロ、遠月が少女漫画に出てきそうな執事。実際の中身がどうかは不明。

　唐沢はサッカー部の……ベンチじゃないだろうな、いつも試合に出てるイメージだ。金髪で、褐色の肌、鼻が高くイタリア人っぽい彫りの深い顔をしている。

　遠月は、どうしてそんなに色が白いんですかとツッコミを入れたくなるほど真っ白で、けれど軟弱そうに見えない。理由は、更衣室で体操着に着替えている時知った、隠れマッチョ。あれが世に言う、細マッチョなのだろう。毎日隠れて筋肉を蓄えて、鏡に映る自分に陶酔しているに違いないのだ、コイツは。黒髪で、二重でキリッとした瞳、鼻筋は通っていて、唇は綺き麗れいなピンク。お前の母親は少女漫画の作者ですかって問いたい。

「あー。遠月くんが入いる間ま役やったら映えるだろうな！　遠月くんのミステリアスな感じ！　大人びてるっていうか！　かっこいいよね」

「なんだ？　遠月のこと好きなのか？」

　悠馬の発言に、ぷりっと怒って明あ日す香かは言った。

「ちっ、違うもん！　私は悠馬一筋！」

　ぎゅっ。抱きついてくる。

　ここは学校だ、とツッコみたい。いや、それ以前に付き合ってないんだからそういうことをしてはいけない。いや、付き合っていても公衆の面前で……もういいや。

「じゃあ、次は井いの上うえさん！　斎さい藤とう役やってみて！」

「はい！」

　監督の石いし田だメイの呼びかけに、井上が返事をする。

　石田メイ。荒あら川かわ唯ゆいの一番の仲良しにして、クラス一のダイナマイトボディの持ち主。

　絶対Ｇカップで、歩くとゆさゆさお胸が揺れる。茶髪のくるくるパーマをゆるくふんわり二つ結びにし、今時のナチュラルメイク。卵形の顔に細い眉、茶色の瞳、日本人らしい嫌味のない高さの鼻、ピンクのグロスが塗ってある唇。全体的に、モテを意識した可愛らしい女の子である。

　園その田だが壇上の後ろに下がると、井上が中央に立った。

「ヒロイン役に立候補してる奴って、園田と井上だけ？」

「みたいだよ。なんで？」

　悠馬にとっては、意外だった。悠馬の頭の中では、勝手にヒロインはアイツがやるんだろう、という憶測があったからだ。

「いやあ。やっぱヒロインっつったら……」

　また、視線は壇上に向かう。

　金髪の、どこにいても目立つ女。彼女はメイの隣で、園その田だの演技を黙って見ている。

「あー。荒あら川かわさん？」

　彼女のハンカチは、まだ悠ゆう馬まのポケットの中に入っている。

　荒川唯ゆい。ギャルでいかにも気が利かなそうなのに、友達でもない自分にハンカチと絆ばん創そう膏こうを渡してきた。人は見た目によらないと言うが、もしかしたら彼女は……。

　まあ、今はそんなことは置いておいて。

「やっぱり、この教室のクラスカースト頂点は、荒川唯、石いし田だメイ、唐から沢さわ明あき人と、遠とお月つき肇はじめじゃん？　この四人がメインの登場人物演じれば完璧じゃね？」

　どんなクラスにも、目立つ奴、目立たない奴がいる。このクラスでは、四人を中心にクラスが回っていると言っていい。だから、彼らがメインの役をやれば、クラスのみんなも納得するだろう。

「でも、今回の役に荒川さんは似合わないんじゃない？」

「どうして？」

　明日香は言った。

「今回のヒロインは、クラスの中でも冴さえない女の子、ていう役だからね。荒川さんは目立ちすぎるんじゃない？」

「ふうーん……」

　台本を読んでいないから全く内容が分からないまま演技を見ているのだが、どうやらヒロインは冴えない子らしい。道理でさっきから妖怪と呼ばれているなどと言い出すわけだ。

　そして、井いの上うえの演技が始まる。

「『私……私は……！』」

「『学校に入ってからずっと、妖怪って呼ばれてた。私がうまく笑えないせいで、距離の縮め方が分からないせいで、誰からも話しかけられなかった。そんな時……入いる間まくんは言ったの』」

「『大丈夫？　って────！』」

　この三つのセリフを見て、どちらが斎さい藤とう役をやるか決めるらしい。

「メイ。どっちにすんの？」

　唯が困った様子でメイに話しかけていた。

　メイも、どちらがいいか決めかねているようだ。

「うーん……園田さんも井上さんも、斎藤と同じで冴えな……ごほ！　ごほん！　役にはまっているし、セリフもきちんと覚えてるし、演技力も申し分ないんだよね……」

　うーん、と口をきゅっと閉じて悩むメイ。

　それを見守る、唯ゆい。

「私一人で決めるのも……アレだし」

　やがて、メイは言った。

「多数決っていうのは、どう？」

　まあ、そうなるのだろうと予測はしていた。せっかくクラス全員集まっているのだ。

　するとメイの隣にいた唯が、大声でみんなに呼びかける。

「じゃあ今から、多数決するよー！」

　途と端たんに、講堂内がざわつく。

　みんな、友達と誰に入れるか話し合っているようだ。

「どっちにいれる？」

　悠ゆう馬まが尋ねると、明あ日す香かはちょっと悩んだ後に言った。

「じゃあ井いの上うえさん」

「んじゃ僕も」

　どっちでも良かった悠馬は、あっさりと井上に投票することを決めた。

「多数決とりまーす！　園その田ださんがいい人ー」

　唯の呼びかけに、ぱらぱらと会場の椅子から手が挙がる。

　そして、壇上にいた唐から沢さわと遠とお月つきも手を挙げた。

「いち、にー、さん……」

　唯はカウントした後、次は「井上さんがいい人ー」と叫ぶ。

　悠馬と明日香は、手を挙げたものの、こちらもぱらぱらとしか手が挙がっていない。

　どうやら唯も井上が良かったらしく、自分もカウントに入れる。

「十七対十七、だね」

　唯は、驚きと困惑が入り混じった声で言った。

　隣にいたメイは、腕を組んで唇を嚙かむ。

「こんなこと、ある？」

　会場が再度ざわつく。どちらがヒロイン、斎さい藤とうを演じるのか。みんなが、興味を持っている。

「くそ……園田にいれとけば早く帰れたのか……！」

　どっちでも良かった悠馬としては、最大のミスだ。いや、そもそもみんな、実はどっちでもいいんじゃないか？

「やっぱ、メイが決めるしかないね」

　唯の一言に、メイは眉間に皺しわを寄せる。

「えー……そうねえ」

　十秒ほど、思案。

　そして、メイは、ぼそっと呟つぶやいた。

「……どっちでも、いいよね」

　まさにその通りである。

「まあ、間とって、じゃんけん？」

　しかし、その発言に当事者の園その田だと井いの上うえが、ぶち切れた。

「なによ！　それ」

「こっちはオーディションのために練習したんだよ！」

　大声を出してメイに突っかかってくる二人を見て、メイは尻込みする。

「はう……ごめんなさい」

「私の方が、斎藤にふさわしいに決まってる！　斎藤のルックスにも似てるもの！」

「でも、演技力でいったら私の方がずっと上よ！　ねえ、石いし田ださん！　そう思うでしょ！」

　そんな彼女たちを静観する、悠ゆう馬まと明あ日す香か。

「でたー。『ヒロインじゃなきゃ嫌だ症候群』の女。自分がヒロインになれないと泣くんだよな、こういう奴って」

「そうそう。で、来年もリベンジするから次は私に投票してねって根回しするんだよ」

「それそれ」

　だが、二人の戦いは続く。

「ねえ、石田さん！」

「石田さんは！」

「な、なにっ」

「「どっちがいいと思う!?」」

「はう……」

　メイは、委縮してしまっている。

　完全に困った状況になったメイを見て……あの人が、立ち上がった。

「み、みなさん！　一度静かにしてください！」

　あの、頼りない、我らが担任福ふく島しま先生だ。

「園田さん、井上さん。石田さんが困ってるじゃないですか」

　福島先生の正論に、真正面からぶつかっていく園田と井上。

「だって、私は今日のために血のにじむような努力をしてきたんですよ？　それをどっちでもって言われたら怒るに決まってます！」

「そうです！　私だって勉強をする時間を削って練習してきたんです。ヒロインになれなきゃ困ります！」

　ギャーギャー。

　その後も二人はなんだかよく分からないことを言って、自分がヒロインにふさわしいことを証明しようとしている。

　二人の様子を見て、福ふく島しま先生は叫んだ。

「分かりました！　二人とも、一度静かにしてください！」

　福島先生が言うと、ようやく二人が黙る。

　福島先生は、続けた。

「園その田ださんの意見も、井いの上うえさんの意見も分かりました。石いし田ださん、貴方はどちらがヒロインか決められないんですね？」

「……はい」

「園田さんも井上さんも、じゃんけんでヒロインが決まるのは嫌なんですね？」

「「はい！」」

　福島先生は、「ふう……」。一度深い息を漏らす。

　そして、落ち着きを払って言った。

「じゃあ、クジで決めましょう！」

　ズテッ！

「じゃんけんもクジも同じです！」

　井上が言うも、福島先生は揺るがない。

「でも、このままじゃ永遠に決まらないので、先生権限でクジで決めるとたった今決定しました」

「なんだそれ!?」

「それと、ヒロインも決まりませんがヒーローも立候補者がいないんですよね？　だったら、いっそのこと」

　福島先生は、「我ながら良い案を思いついたの！」とでも言いたげな表情で、言った。




「すべての配役を、クジで決めます！」




　……。

　…………。

「「「えええええ!?」」」

　講堂内にいた生徒全員が叫ぶ。

　それでも、福島先生は言った。

「園田さん、井上さん。二人ともオーディションのために一生懸命練習してきたのは分かります。きっと、ヒロインをやりたいという気持ちが本物だったら、クジで決めても二人のどちらかがなるに決まってます！」

　それは無理な話である。

　いや。そもそも、その話だと……。

「せんせ……？　待ってください」

「なんですか？」

　園その田だは言った。

「それってここにいる、クラスメイト全員の中から、ヒロインを選ぶってことですか？　私たち二人でクジをするんじゃなくて？」

　福ふく島しま先生は、当たり前だと言わんばかりに頷うなずいた。

「はいそうです。その方がみんなに可能性があって平等でしょう？」

　講堂が、またざわつく。

　福島先生は続けた。

「それでは、監督の石いし田ださんを除く女子十八枚、男子十八枚の配役等を書いたクジを今日中に作って、明日の朝にみなさんに引いてもらいます！　引いた紙に書かれていた役を、演じてもらいますので！　文句は受け付けません！　交換も禁止です！」

「先生！　てことは、私もヒロインになる可能性があるってことですか……？」

　唯ゆいが質問をする。

「そうです。誰もが平等に、ヒロイン、ヒーローになる可能性があります！　分かりましたね？」

「「「えええええ……」」」

　悠ゆう馬まは明あ日す香かに話しかける。

「おい。明日香。これってヤバいんじゃないか？」

「うん……私が主役になったらどうしよう……」

　ずっとオーディションは他ひ人と事ごとだと思って見ていたが、状況が変わった。

　このままでは、悠馬が裏方という安あん牌ぱいになる確率、ざっと見積もって十二分の一だ。

「いや、でもポジティブに考えると、主役になる可能性はたったの十八分の一だ。まずあり得ないんじゃないか？」

「でも……」

　不安そうに俯うつむく明日香。

　悠馬は、舌打ちをした。

「くそっ。こうなるんだったら園田に手を挙げとくんだった」




　そして、この選択ミスが、まさか彼の高校生活まで揺るがすことになるとは……。

　この時、考えもしなかったのである。
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　次の日の朝。

　少し肌寒くなってきたこの季節でも、明あ日す香かは律りち儀ぎに悠ゆう馬まの家のインターホンを押して、扉の前に立っていた。準備をちょうど終えた悠馬は、玄関で靴を履き、扉を開ける。

「おはよう」

「おはよう」

　だが、悠馬は完全な寝不足だ。目の下に少しクマができている。

「そのクマ。昨日はえっちな漫画見てないで、勉強してたんだ」

「僕は最低でも一日十時間は自習してないと不安でそわそわするんだよ」

「どうして？　私全くそわそわしないけど」

「僕は大学受験で国立の医学部狙ってるから、生半可な勉強量じゃ合格できない」

　悠馬には大きな夢がある。

　医者になって、人命を救いたい、という夢が。

　え？　性格に合ってなくね？　と思われがちだが、悠馬は本気だ。元々勉強を始めるようになったのは、漫画の中で無双する男というのはいつだって頭が良いからである。だから、頭が良いと三次元の世界でも無双できるんじゃないか？　という単純な理由から勉強を始めた。

　なぜ中でも医者なのかというと、昔読んだ俺ＴＵＥＥもののライトノベルに影響されたからである。バトルに巻き込まれた時に医療知識があると止血とか心しん肺ぱい蘇そ生せいとか上手だしかっこいいよな、という……。この日本でバトルを仕掛けられる可能性はゼロに等しいのだが。だが……。

　所謂いわゆる、悠馬は中二病だ。しかもかなり拗こじらせている。

　一方、明日香は。

「ふーん。私はイラストレーターになりたい！」

　と言っているが、すでにゲームのイラストや小説の挿絵を描いている明日香は、夢を叶かなえたも同然だ。

「明日香は夢叶えてるもんなー。羨ましいよ」

「えへへ」

　二人はそんな話をしながら、今日もいつも通り、仲良く学校へ向かっていった。
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「はーい！　みなさん！　劇の配役を決めます！　席に座ってー！」

　朝のＳＨＲ。

　福ふく島しま先生が強引に決定した配役の決め方、クジ引きが、今始まる。

「泣いても笑っても、一回勝負です！　自分のやりたい役になっても、ならなくても、文化祭では一生懸命その役を演じきってもらいます！　まずは、女子から引きましょう！」

　そう言って、福島先生はクジの入った二つの箱を取り出す。

「それでは、女子出席番号一番の荒あら川かわさん！　十九番渡わた辺なべさん！　二人がじゃんけんをして、荒川さんが勝ったら出席番号通りにクジを引いてもらいます。渡辺さんが勝ったら、出席番号の後ろから引いてください。いいですね？」

「はーい」

　荒川唯ゆいは、女子の中では出席番号一番だ。

　唯と渡辺は立ち上がると、教室の中でみんなの注目を浴びながら、じゃんけんをした。

「じゃんけーん、ぽん！」

　唯はパー、対する渡辺はグー。

「では、荒川さんからですね。クジを引いてください」

　あっさりじゃんけんが終わると、唯は教壇まで歩いていって、クジを引く。

　箱の中に腕を突っ込みごそごそと動いて、腕を取り出した。

　そして、引いた紙を開く。

「うげっ。アタシがヒロイン引いちゃった……」

「「ええええええええ！」」

　二人して一緒に叫ぶ、園その田だと井いの上うえ。

「では、荒川さんがヒロインですね！　おめでとうございます！」

「「そんなああああ」」

　クジ引き一枚目にして出てしまったヒロインに、うなだれる園田と井上。なんでそんなにヒロインがやりたいのか、悠ゆう馬まには不明だ。

　順番は進んでいき、明あ日す香かの番になる。明日香はすっと腕を入れ、すぐに紙を引いて役を知ると、悠馬のところへ駆け寄ってきた。

「悠馬！　私、元々希望してたヒロインをイジメる沼ぬま田た役だ！　凄くない!?」

「良かったじゃん」

　どうやら明日香のクジ運は良いらしい。

「悠馬も裏方引けるといいね！」

「ああ」

　そして、女子全員がクジを引き終える。

「では、男子いきます！　男子出席番号一番の浅あさ井いくん！　十八番の渡わた会らいくん！　じゃんけんしてください」

　つくづく、自分が出席番号一番であることを面倒に思う。

　なんでもこういう時、じゃんけんをさせられるのだ。

「じゃんけんほい」

　特になにも考えず出したのはチョキ。対する渡会はグー。

（最後か……残り物には福がある、とか言うしな）

　ぞろぞろと、男子がクジを引いていく。

「うおおお！　裏方だ、やったああ！」

　くそ……出てしまったらしい。

　まあ、最初からクジ引きで裏方は引けないとは思っていた。

　通行人とか一言だけセリフある奴とかが当たれば、それでいい。

「ヒロインのことが好きな第二ヒーロー西谷……困ったな……」

「きゃあああああああ！　遠月くんが西谷役だってー！」

　女子がうるさい。体のどこから出しているのかよく分からないほどのけたたましい声を出している。どうやら、遠月が第二ヒーロー役を引いたらしい。

　となると、ヒーローはとてもやりづらいだろう。まさかの、第二ヒーローがテライケメンなのだ。

「ヒーロー入間の友達の悠木って……結構セリフ多い役じゃん……」

　そして、遠月の友人である唐沢も、面倒な役を引いたようだ。

　これで、主要キャラにクラスカースト頂点の三人が軒並み入ったことになる。

　あれ……？　で、ヒーローは誰が引いた？

「じゃあ、最後に浅井くん。どうぞ」

「はあ……」

（あれ？　ヒーロー誰？　目立たない奴が引いたから、まだ言い出せてないだけか？）

　────本当に？　本当に、そうか？

　うるさい教室。誰も、ヒーローを引いたと騒いでいない。

　なんか、嫌な予感がする。

　非常に、嫌な予感がする。

　悠馬は、残っていた最後の一枚のクジを、開いた。




『ヒーロー　入間徹』




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ん？」

　あれ……見えなかった。よく見えなかったんだ、本当に。

　なんかとっても不吉な文字が見えたのだが、きっとそれは昨日深夜二時まで勉強していたせい。

　目が疲れているのだ、きっと。

「悠ゆう馬ま！　なんだった？」

　明あ日す香かが話しかけてくる。

「…………」

「悠馬？　悠馬ー」

　明日香は手をひらひら～と悠馬の顔の前であおぐ。

　ちょっとだけ異世界にトリップしてレベル１００になって無双していた悠馬は、明日香のひらひら～で帰ってきた。

「お、おう。明日香。僕は今、おかしなものが見えたようだ」

「どうしたの？」

「いや、この紙に書かれた配役がさ…………うわああああああああああああ！」

　やっぱり書いてある！　ヒーローって！

　幻覚じゃないよこれ！　どういうこと!?

「見せろよ浅あさ井い！」

　思わず大声を出した悠馬の手から、斜め後ろに座っていた吉よし田だが紙を奪う。

　そして紙に書かれた役を見て、

「……ぷっ。ぶははははははっ」

　吉田は大爆笑した。




「おいみんなー！　ヒーロー入いる間まくんは、浅井が演じるぞー！」




「「「きゃああああああああ！」」」

　湧き上がる悲鳴に近い声。

　男子はゲラゲラと面白がり、女子はゴキブリを発見した時みたいな顔をしている。

「ちょっ、返せよ吉田！」

　普段から人間扱いされないことには慣れているが、これ以上見世物になるのは御免だ。

　自分だって、やりたくて引いたわけではないのだから。

「せいぜい頑張れー！　入間くん？」

「────っ」

　吉田を含む、男子のバカにした顔。女子の、不愉快な表情。

　ムカつく。ムカつく。ムカつくうううう！

　悠ゆう馬まは顔を真っ赤にして席から立ち上がると、先生に向かって叫んだ。

「先生！　僕が入いる間まなんて無理です！」

「浅あさ井いくん、それはさっきも言いましたが──」

「僕は受験勉強で忙しいんです！　僕の進路に影響が出ていいんですか？　僕の偏差値が下がって進学実績に響いたら先生一人の問題では済まされないですよ？」

　どうだ！　勉強に託かこつけて学校行事を逃げる術！

　日ごろ勉学を欠かさない人間がこれを言うと、先生という生き物は弱いと知っているのだ……！

「そ、それは……！　でも、みんな勉強の時間を削ってやるんですから、浅井くんだけが例外というわけには……」

　困った顔をする福ふく島しま先生。これはイケる。押せばイケる……！

　悠馬は、口を開いて──。




「いいんじゃない？　浅井がヒーローやるの」




　その一言に、教室中が静まり返った。

　彼女の一言はいつも、クラスを動かす力がある。
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　なぜかは分からないけれど、彼女の一言は、いつもクラスの総意になるのだ。

「荒あら川かわさん……」

　荒川唯ゆい。

　クラスのイジメっ子、吉よし田だも彼女の前では、ふざけるのをやめる。

「そんな面白がって言うことでもないっていうか。だって入いる間まは成績学年一位なんだよ？　浅あさ井いと境遇一緒じゃん。それに、役と本人の性格が違うのなんて当たり前じゃん？」

「そりゃ、そうだけどよ」

　吉田の声が、心なしか小さい。

　先ほどまでの威勢は、全くと言っていいほど感じられない。

「みんな、この劇成功させたいでしょ？　だったら、もう決まったことなんだしみんなで浅井のことサポートしてあげようよ！　ね？」

「まあ。あ、荒川が言うなら……」

　この、吉田の変わりっぷり。

　でも、こういう空気になると悠ゆう馬まの「ヒーローやりたくありません」宣言を続けにくい。

「唯。さすがっ」

「ナイスフォローだよ、唯！」

　メイと唐から沢さわの一言に、唯は笑う。

「えへへ」

「っ」

　悠馬は言いたい。

　お前らは、キマッた！　とか思ってんだろ？　浅井を助けてやった！　とか思ってんだろ？　そういうの、めっちゃ迷惑なんだよ！　と。

「悠馬……大丈夫？」

　明あ日す香かが、心配そうにこちらを見ている。

　もう、唯のせいで悠馬が役を降りるのは無理な雰囲気だ。

　となると、知るべきことは。

「大丈夫だけど。あのさ、僕台本読んでないから入間がどういう奴なのかもストーリーも知らないんだけど、どういう話なの？　これ」

「ああ、それはちゃんとあらすじが一ページ目に書いてあるから。読んでみて？」

「うん」

　自分の台本は多分、家のどこかにごみとなって埋まっているから、ひとまず明日香から台本を借りる。

　台本の一ページ目には、こんなことが書かれていた。

『主人公、斎さい藤とう麻ま里りはクラスで妖怪と呼ばれ、暗い風貌のせいでみんなから恐れられている。そんな彼女が転んで膝を擦りむいてしまった時、傍にいた入いる間まが駆け寄って言った。「大丈夫？」と。それから、爽やかなルックスと知性溢あふれるクラスの中心人物、入間と徐々に距離を縮めていく麻里。次第に彼女にも友人ができて、気づく。自分は、入間が好きだ、と……』

「なんか、見たことあるストーリー……というか！　すげえ嫌な予感がするんだが……」

「最後まで読んでみて？」

　悠ゆう馬まはあらすじを追う。

『やがて、二人は互いの気持ちを確かめ合い、告白をする。果たして、麻里の初恋はうまくいくのか!?　要するに』

　要するに？

『クラスの人気男子、入間に恋した目立たない女子斎藤が、入間の言動にきゅんきゅんする少女系恋愛ストーリー』

　……。

　…………。

　………………きゅんきゅん？

　入間＝自分に？　きゅんきゅん？

「ふっざけるなああああああああああああああああああああ！」

　盛大に机をひっくり返してやった。

　明あ日す香かの物じゃなかったら、今頃台本もズタボロに引き裂いている。

「どうしたんです？　浅あさ井いくん」

　福ふく島しま先生の、大丈夫かな？　という表情。

　女子の、ヒソヒソ声。

　男子の、ニヤニヤと笑った顔。




（この僕が、劇でイケメンを演じるのか──────!?）




　悠馬の、波乱に満ちた学園生活が、今始まる……かも？
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「ねえ、悠馬。体調悪そうだけど、大丈夫？」

「大丈夫じゃない。全く大丈夫じゃない」

　放課後。

　悠ゆう馬まは腹いせに枯れ葉をクシャクシャと踏みつぶしながら帰り道を歩いていると、彼女は尋ねてきた。

「台本、全部読んだ？」

「読みたくないから読んでない」

「ダメだよ。これからセリフ全部頭の中に叩たたき込こまなきゃいけないんだから」

「僕は！　台本じゃなくてエロ漫画が！　読みたいんだ！」

「大声で言うことじゃないよ」

　その通りである。

「このままじゃ、明日からクラス中の笑われ者だよ。はあ……どうしたらいいんだ」

　今日という一日は実に散々だった。みんな悠馬の顔を見ただけで、思い出したように笑うのだ。小さく、にやっと。ある者はくすっと。ムカつくったらありゃしない。

「今日、悠馬の家行っていい？　台本一度全部読もうよ」

「いいけど、拷問に近い苦行だな」

「でも悠馬、記憶力半端ないから、一日あればセリフ全部覚えられるんじゃない？　だってほら、悠馬はスキャニング？　できるんでしょ？」

「写真的記憶法な。紙面の情報をカメラで撮ったようにそのまま覚える方法だ」

　悠馬は小学生の時から毎日欠かさず勉強していたため、自然と写真的記憶法ができるようになった。こういうものは、生まれた時からできるのではない、練習してできるようになるのだ。

「それがあったら、セリフ楽勝じゃん」

「だけど！　どうして僕がそんなことしなくちゃいけないんだ」

「悠馬がクジでヒーロー役引いたから」

「クジは最後の一つだったんだぞ!?　僕には選択権すらなかったんだ！」

「だって悠馬がじゃんけん負けたんだもん」

「くう……！」

　さっきから明あ日す香かが正論しか言ってくれなくて、寂しい。

「とにかく！　家に帰って台本読もう！　悠馬、一人じゃ絶対最後まで読まないから！」







「あがってくれ」

　悠馬の住むマンションに到着すると、明日香と一緒に玄関に入る。

「おじゃましまーす」

　ちなみに、悠馬は一人暮らしだ。親はしょっちゅう海外に赴任になるため、日本にいたい悠馬は一人で暮らすことに決めた。外国の方が医療は発展しているから医学の勉強をするには持ってこいなのだが、どうしても日本の二次元の世界から離れたくなかったため、一人暮らしは致し方ない。多分。

「お菓子持ってくる」

「はーい」

　明あ日す香かを自分の部屋に入れて座らせると、悠ゆう馬まはキッチンの冷蔵庫からお茶と、引き出しから柿の種を取り出す。おっさん的お菓子しかないのは、悠馬の好みである。

　部屋に戻ると、眼鏡を外し、髪を後ろに束ねた明日香がいた。

「髪、束ねたんだな」

「だって邪魔なんだもん。ついでに眼鏡と下着も外した。きついから」

「普段からそうすればいいのに」

「え？　ノーパンノーブラで学校行けってこと？　悠馬……そのプレイは過激だよ」

「髪を束ねろって意味！　なんでちょっと引いてるんだよ！」

　学校の時の明日香は正直、貞子である。

　だが今の明日香は体をぷるぷるとさせて、上目遣いでこちらを見ると、隣に座ってきた悠馬に、ぴとっとくっつく。

「だって……怖いんだもん。小学生の時、私が……ゴウカン、されそうになったの、知ってるでしょ？」

「でも小学生の時のことだろ？　いつまでも怖がったら勿もつ体たいないぞ。せっかく……び、美人、なんだから」

　刹那、明日香はにんまあー！　と顔を綻ばせる。

「うふふーっ。悠馬！　今なんて言った!?」

「もう二度と言わない。死んでも言わない」

「えー。もう一回！　次は録音するから」

　やめろ。

　完全に口を閉ざした悠馬を見て、明日香はだらりんと頭を悠馬の肩に乗せる。

「決めてるの。悠馬の前で以外化粧もしないし、髪も束ねない。悠馬の前でだけ、可愛い私でいようって」

「……そう」

「うふふっ。さあ、台本読もう」

　悠馬の部屋のごみ箱に、台本が突っ込んであった。

　明日香はそれを拾い上げると、悠馬に渡す。

「大丈夫。オ〇ニーの精子ついてないよ」

「うるせえ」

　少なくともオ〇ニーの時のティッシュは臭いからビニール袋に入れて……うるせえ！　言わせるな！

　気を取り直して、台本。

　二ページ目をめくると、話が始まる。

「んじゃ、読むぞ」

「うん」

斎藤『私は妖怪。そう呼ばれている。友達なんて一人もできないし、まともに人と話せたこともほとんどない』

「闇深いなー」

　一行目からとんでもない闇を感じる。

「私たち、ここまで暗くないよね」

「うん」

　そして、台本に視線を戻す。

　場面は変わり、通学路。ヒロイン斎藤はなにもないところでつまずき、怪我をする。

入間『大丈夫？』

斎藤『……入間、くん？』

　ここで、入間初登場。

入間『怪我してる。保健室行かないと』

　そっと、ハンカチを患部にあてる。

斎藤『あ、そのハンカチ……汚れちゃう』

入間『いいんだよ。ハンカチは汚れるためにあるんだから』

　なんだろう。この、どっかで経験がある話。

「……デジャブ、だな」

「ん？　どうして？」

「いや、最近同じことがあった……」

　明あ日す香かは、叫ぶ。

「えー！　私を差し置いて誰とこんなことしたの！　怪我したの!?　手当てしたの!?　言いなさい！　怒らないから！」

　そう言って本当のことを言ったらネチネチ怒るんだ、明日香という生き物は。

「まあまあ、先進もうぜ」

　場面が進み、いつの間にか斎藤と入間は仲良くなっている。

入間『おはよう。斎藤さん』

斎藤『お、おはよう。入間くん』

　当然、入間には友人がいる。そいつが斎藤に話しかけた。

悠木『おはよー斎藤さん！　俺の名前、憶えてる？』

斎藤『はい。悠ゆう木きくんですよね』

悠木『あっ。邪魔しちゃったな、二人のこと。仲良くなー』

　二人が仲良くなったことが、気に入らない女もいて。

沼田『なんだよ～アンタ。最近入いる間まと仲良くしやがって。妖怪のくせに！』

「あ、この役私がやるの！」

　嬉き々きとして明あ日す香かが言う。

「うわ～嫌なギャル役かあ」

「やってみたかったんだよね。いっつも馬鹿にされてるから、劇の中だけでもクソギャルになりたかったの！」

「……」

　理由がなんとも言えない。

　そして、話は進む。

斎藤『入間くん。私……もう入間くんとお話しすることは、できない』

入間『どうして？　俺……やっと斎藤さんと仲良くなれて、嬉うれしかったのに！』

斎藤『なんで？　なんで私にそんなに優しくしてくれるの……？　私、妖怪なんだよ？　クラスのみんなから、妖怪って呼ばれてるんだよ？』

入間『だからなに？　俺は……知ってるんだ。毎日放課後に、誰よりも一生懸命に勉強している姿とか、怪我をした猫を見つけたら、野良猫であろうと病院に連れていってあげる姿とか……何事にも一生懸命で、誰に対しても優しくて、そんな……そんな斎藤さんの姿に、俺はっ』

斎藤『ダメ……！　それ以上言わないでっ。それ以上言われたら、私……！　入間くんのこと、忘れられなくなっちゃうから！』

入間『忘れないでいい！　ていうか、忘れないで！』

斎藤『きゃっ』

『（キス）』

「え」

　キス、という二文字に思考が一度停止する。

「キス、シーン、あるの？」

　明日香はふんっと鼻を鳴らす。

「フリでしょフリ。悠ゆう馬まが荒あら川かわさんとキスするなんて私が許さない」

　声がマジである。

「だよな。はは」

　また、お話の場面は変わる。

西谷『斎藤さん、俺のこと、誰か分かる？』

斎藤『分かります。同じクラスの、西にし谷たに和かず樹きくん、ですよね？』

西谷『おっ。下の名前まで覚えてくれてたんだ？　で、突然なんだけど、俺に勉強教えてくんない？』

「でたよ第二イケメン彼氏候補～」

　少女漫画のお決まり。

　ヒロインを取り合う第二イケメンヒーローの登場である。

「しかもこの役、あの女子一番の人気を誇る遠とお月つきくんがやるんだよ……」

「どう考えても西谷のがいいな。入いる間まより」

「え～私は悠ゆう馬ま派！　要するに入間派！」

　ぴとっ。これ以上ないくらい体をくっつけてくる明あ日す香か。

　明日香の胸は決して大きくはないが、ここまでくっつかれるとさすがに膨らみを感じる。

「てか無理あるだろ。第二候補が超絶イケメンとか話、破綻してるし。絶対西谷のが良いじゃん」

「まあまあ」

　明日香のことは気にせず台本を読み進める。

西谷『俺、斎藤さんのこと……好きだなー。なんちって』

「これ遠月くんが本番で言ったら女子が悲鳴上げること間違いなし！」

「西谷役も演じるの罰ゲームレベルに辛いな」

　遠月には正直同情する。

「えー。でも、見たいかも……遠月くんの西谷役！」

斎藤『え……でも、私には入間くんがっ』

西谷『付き合ってんの？　入間と』

斎藤『そういう、わけではないですけど』

西谷『遊ばれてるだけかもよ？　入間モテるから』

斎藤『……（確かに）』

「どいつもこいつもイケすかねー男ばっかだなこりゃ」

　こんな男、現実にいるんだろうか。

「それが少女漫画風の台本の鉄則だよ。でもこの台本、正直有名な恋愛漫画ツギハギしただけで、オリジナリティ感じないんだけどね」

　明日香の辛辣なコメント。

入間『ねえ、最近、西谷と仲いいんだね。斎藤さん』

斎藤『そんな、でもないよ？（目を伏せる）』

入間『俺じゃ、ダメなのか……？』

斎藤『え？』

入間『いや、なんでもない。なにも言ってないから』

「いやぜってー聞こえてんだろ！　いいところだけ聞こえないフリすんじゃねーよ！　あり得ねーだろ死ね！」

「まあまあ。落ち着いて悠ゆう馬ま」

入間『ねえ、斎藤さん。俺か西にし谷たにか、どっちか選んで。花火大会、俺は待ってるから』

西谷『俺と行きたいだろ？　ははっ。入間と行くとか、言うんじゃないだろうな？』

斎藤『私……どうすればいいの？　入間くんのことも、西谷くんのことも、どっちも大切で……私ってなんて悪い女なんだろう。どちらかを選ぶなんて、そんなことできないの。本当に、最低な女』

「本当最低な女だな！　はっ！」

「悠馬落ち着いて」

石井『麻ま里り！　どっちか選びな！　選べないなんて、それこそ最低な女だよ！　二人の想いに応えなきゃ！　二人が勇気を振り絞って、告白してくれたんだよ？　花火大会だって、待ってくれてる。たとえ二人のうちどちらかの想いに応えられないとしても、それが礼儀だよ！』

「うるせー何様だお前は！　てか誰だお前！」

　いきなり友達面づらしてくる石いし井いとかいうキャラの登場に戸惑いしかない。

斎藤『私……私は……！』

斎藤『西谷くん！』

「え？　まさかの西谷エンド？」

　悠馬は読み進める。

斎藤『私っ！　やっぱり貴方の想いには応えられない！　私、やっぱり忘れられないの。入間くんに、初めて話しかけられた時のこと。誰にも話しかけてもらえなかった私のことを、クラスの仲間として迎え入れてくれた。入間くんのおかげで、教室でも馴な染じめるようになって、それで……』

西谷『全部言うんじゃねーよ。ははっ』

斎藤『え……』

西谷『敗北感で押しつぶされそうになるだろ？』

斎藤『西谷くん……』

『西谷、抱きしめる』

西谷『最後。これが、最後だから』

西谷『早く行ってやれよ、入間のとこ。花火、始まっちゃうぜ？』

斎藤『はぁ……はぁ……はぁ』

『ヒュードドンッ　ドンッドドンッ（花火開始）』

斎藤『私……私っ』

斎藤『入いる間まくん！』

入間『もう、来ないんだと思ってた』

斎藤『ごめんなさい……私……』

『（抱きしめる）』

入間『おかえり。麻ま里り』

『（キス）』

　……。

　……はあ。

「どっと疲れた。なんだこのコテコテの少女漫画は」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。何度読み飛ばしたいと思ったことか。いや、要所以外は読み飛ばしているのだけれども。

「まあアマチュアが考えた台本なんだから、こんなもんじゃない？」

「で？　僕がこの、ムカつくイケメン入間を演じるのか？」

　明あ日す香かは頷うなずいた。

「そうだよ。で、冴さえないヒロイン斎藤麻里役が、荒あら川かわ唯ゆい」

「なんか、なにからなにまでおかしな配役だな……」

　金髪ギャルの唯が、冴えない女の子？

　で、自分がイケメン胸むな糞くそ男おとこ？

「明日から、劇の練習と大道具制作が始まるから、台本忘れずに持ってきてね」

「明日が憂鬱だな」

　悠ゆう馬まは渋い顔をしながら、柿の種を三粒、口の中に放り込んだ。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　次の日の放課後。

　教室の机をすべて後ろに下げると、先生は言った。

「みなさん！　文化祭に向けて、準備をしたいと思います！　今日は主要メンバーの方は劇の練習を、それ以外の人は大道具を作りましょう！」

　早速、憂鬱な劇の練習が始まった。

　ヒーローを演じる悠馬は、教室の中心で劇の練習をするために集まっただろう、メイ、唯、遠とお月つき、唐から沢さわのところへと歩いていく。

「あ。よろしくね。浅あさ井い」

　早速、唯ゆいに話しかけられる。

「よ、よろしく」

　すると、ぼそっと物憂げな表情で遠とお月つきが言った。

「俺、西にし谷たに役やりたくないんだけど……」

　遠月が言うと、マイナスな発言もかっこよく聞こえるのはなぜだろう。

「まあまあ肇はじめ！　そう言わずっ！　絶対肇が西谷役やったら女子の観客増えるって！」

　唯が必死に励ます。

　と、そんな時、大道具の準備を始めようとした女子たちが、ヒソヒソと会話しているのが聞こえる。

「ねえ、あの浅あさ井いが、入いる間まやるんでしょ？」

「マジでウケるんだけどｗｗ　ビデオ撮りたいわ」

「つーか、誰が見ても遠月くんのがイケメンなんだから、遠月くんが入間やれば良かったのにね」

「それね！　その方が見ててきゅんきゅんするのに！」

（そんなの、僕が一番思ってるよ）

　むしゃくしゃする。

　やりたくて、やっているわけじゃないのに。やらされているのに。

「悠ゆう馬ま！　がんば！」

　明あ日す香かは、大道具の準備の中でも遠くの方でガッツポーズをしている。

「～～～～っ」

　彼女の屈託のない笑顔を見て、応援してくれる人もいると思うと同時に、余計に恥ずかしくなってしまう。

「じゃあ、始めるよ。まずは、台本を見ながらやろう」

　唯のかけ声で、五人は台本に目線を落とす。

「じゃあ、最初からやるよ」

　そう言って、唯は、演技を始めた。

「『私は妖怪。そう呼ばれている。友達なんて一人もできないし、まともに人と話せたこともほとんどない』」

　続けて、こけたフリ。

「『いたっ……』」

　ここで、入間が登場する。

　悠馬は言った。

「『だ、だいじょ……うぶ？』」

「『……入間、くん？』」

「『けが、してる。ほけんしついかないと』」

「カーット！」

　メイが叫んだ。

　凄く大きな声で言うから、うるせえと思ってしまう。

「浅あさ井い！　棒読みすぎ！　それじゃただの朗読！　もっとイケメンオーラ出しながら余裕たっぷりの表情で言ってよ！」

「……はぁ」

　そもそも、いきなり「お前、たった今からイケメンになれ」と言われても無理があると思うんだが。

「じゃあもう一度最初から！」

　唯ゆいは立ち上がると、また演技を始める。

「『私は妖怪。そう呼ばれている。友達なんて一人もできないし、まともに人と話せたこともほとんどない』」

　そして、また転ぶ。

「『いたっ……』」

　余裕たっぷり。余裕たっぷり……。

「『だいじょうぶ？』」

「『……入いる間ま、くん？』」

「『けがしてる。ほけんしついかないと』」

「カーット！　カットカットカット！」

「なんだよ」

　メイがいちいちカットしてくることが、なんだかイラッとする。

　せっかく役になりきってセリフを読んだというのに、カット！　と否定されると非常にムカつくのだ。

「ただつっかえなくなっただけでさっきとほとんど変わってないじゃない！　しかも無表情だし！　悟り開いたみたいな顔してるし！」

「はいはい」

　こういう文句が言いたいだけの奴には、言わせておけばいいんだ。うん。

「ねえ、浅井」

「ん？」

　君もなにか文句があるんですか？　荒あら川かわ唯さん。

　唯は、少し怒っているようだった。

「アンタ、やる気あんの？　アタシたち、暇じゃないんだけど。放課後の時間使ってやってるんだから、もっと本気でやってくれない？」

「……はあ」

　自分なりに本気にやっているのに、心外だ。そんなに自分の演技は下手くそなのだろうか。

「じゃあ、先に進もうよ。浅あさ井い、セリフ」

「うん。えー……えっと、『さいとうさん、だいじょうぶ？』」

「『大丈夫、かな。心配しないで』」

「心配なんかしてねーよ（ボソッ）『じゃあ、きょうしつもどろう。あるける？』」

「カーット！」

　なんだよなんだよ。

　今のなにがいけなかったって言うんだよ。

　メイは言った。

「心の声が出てる！　今は台本読み合わせの時間でツッコミの時間じゃないの！」

「あー、うん。はい。すいません」

　どうやら、心の声が出ていたらしい。これは不覚だ。

　すると、唯ゆいはイラッとした様子で、叫んだ。

「浅井！」

　唯は言った。

「アンタ……やる気あんの？」

「……」

　ない、と言ったら殺される。

　ある、と言ったら噓うそになる。

「この劇に、三十七人の思いが詰まってるんだよ!?　アンタのやる気がないせいで酷い劇になったらどうしてくれんの!?」

「それは……」

　本当に三十七人の思いが詰まってんの？

「今、必死に大道具作ってるのも、すべては劇の成功のためなんだよ!?　みんなの労力、無駄にさせないでよ！」

「……」

　荒あら川かわ唯。

　コイツはギャルみたいな服装してるくせに、いっつも自分がクラスの中心みたいな顔をして正論ばっか言って、スクールカースト頂点にのさばる女。

「ふう……」

　今までなんとも思っていなかったけど、自分は。

　この女が────苦手だ。

「じゃあ、降りる。この役」

「……降りることはできないって、先生から前に話があったわよね？」

　唯ゆいがキッと睨にらみつけてくる。

　まただ。またそうやって、正論をかざしてくる。

　自分が正しいみたいな顔して。いつも、いつも。

「僕はこんな、入いる間まみたいなキラキラ系スクールカースト頂点のイケイケ男子の気持ちなんて分からない。演じるなんて、無理だ」

「無理っつったって、アンタ以外やる人はいないのよ？」

　そうやって正論をかざしてくるなら、こっちだって言ってやろうじゃないか。

　そこで悠ゆう馬まは、本音を吐露した。

「そもそも、僕はイケメンボイスで『いいんだよ。ハンカチは汚れるためにあるんだから』なんて、言わないっっっ！！！！！　死ねっ！！！！！！」

「……確かに、キャラは多少無理があるかもしれないけど──」

「多少じゃないから！　相当無理あるから！」

「じゃあ、どうすればこの役やれるのよ」

「だから僕は降りるって言ってるだろ」

　メイも、唐から沢さわも、遠とお月つきもなにも言わない。

　別に降りたければ降りてもいい、そんな顔をしている。

　だが、唯だけは、唯だけは────諦めていなかった。

「あっ。分かった！」

　唯は、唐突に手をパンッと叩たたいた。

　彼女は、なにか閃ひらめいたように、口を開いた。

「入間と浅あさ井いの違いは、スクールカーストだけよ！　多分！」

「なに……急に」

　なにを言い出すんだ。

　悠馬が怪け訝げんな顔をすると、唯は言った。

「だって学年一位なのも、顔がイケメンなのも、他は全部そっくりじゃない！」

「ん……？」

　顔がイケメン？

「要するに、浅井をスクールカースト頂点の男にしたら、入間になるのよ！」

「……は？」

　さっきから、なにが言いたいんだ？　話が見えてこない。

　だが、唯はすっきりした様子で続ける。

「あー！　こんな簡単なことに今まで気づかなかったなんて。アタシって馬鹿ね」

　自分の頭を右手でぽんっと叩たたくと、そのまま右手で悠ゆう馬まを指さし、言った。




「浅あさ井い！　アンタを、スクールカースト頂点の男にしてあげる！」




　唯ゆいは、本当になにを考えているか分からない。

　多分この時、誰もがそう思ったはずだ。

　唯は、本当に本当に────変わった奴なのである。




「アタシが！　浅井をスクールカースト頂点の男にして、劇を成功させるのよ！」




　唯は目を爛らん々らんと輝かせ……。

　周囲の人間はなにを言っているか分からず、ぽけーっと口を開け……。

　悠馬は、ゆっくりと首を傾げた。





第二章　スクールカースト頂点に下ネタが通じるか試してみた件について







　昨日の劇の練習をなんとか終え、次の日の朝。

　いつものように教室に到着し、悠馬は自分の席で勉強を始めようとしたら、金髪のギャル……荒あら川かわ唯が、席までやってきた。

「浅井！　ちょっと来なさいよ！」

「いや……あの」

　強引に腕を引っ張られ、連行される。向かう先は、唯の友人たち────クラスを牛ぎゆう耳じる三人が立っている教室の中心だった。

「どうしたの？　唯」

　メイが、悠馬を連れてきた唯を見て、不思議そうな顔をした。

「……誰、だっけ」

　遠とお月つきに至っては、もう十月だというのに悠馬の名前すら覚えていない。

　唯は、三人の前に悠馬を突き出すと、紹介した。

「コイツは、浅井悠馬！　ぶっちゃけ『いっつも一人でニヤニヤしててなに考えてるかサッパリ分からないけど、成績学年一位でよくよくよーく見るとイケメン？』という次世代のクラスのスターだよ！」

「……はぁ」

　それでも遠とお月つきは、全く興味がなさそうだ。

「つーか、なに？　俺たちにどうして今更浅あさ井いのこと紹介したの？」

　唐から沢さわの問いかけに、唯ゆいは元気よく頷うなずいた。

「うん！　アタシ、考えたの！　浅井が入いる間ま役を演じるのに足りないのは、クラスカーストの頂点に立つ度胸と気合だって！」

「え……？　唯、一体なにがしたいの？　なんか昨日も似たようなこと言ってたよね」

　メイの困惑は正しい。

　だが唯は、それでもめげない。

「だ・か・ら！　アタシたちが、浅井をクラスで一番目立つ男にするのよ！　そうしたら、入間の気持ちが分かって、浅井も無理なく演技ができるってわけ！」

　その役作りの方法はプロもびっくりするほど遠回りだと思うが、唯は本気だ。

　当然だが、メイと唐沢は苦笑する。

「えー。なにそれ、超ウケるんですけど」

「唯、それ本気？　それともウケ狙い？」

「本気よ！　本気！」

「どうしてそんなに劇に本気になるわけ？」

　遠月は、冷めた表情で尋ねる。

　一方唯は、熱く語る。

「だって、将来ドラマの脚本家になりたいメイが書き下ろした、新作だよ！　これで劇が成功して、プロデューサーとかの目に留まったら最高じゃん！」

「えー唯！　そんなこと考えてくれてたの！　嬉うれしい！」

「んな簡単に脚本家デビューできたら苦労しねーわ（ボソッ）」

「浅井なんか言った!?」

　唯に睨にらまれた。なぜだ。

「アタシは、メイの夢を応援したい。だから、劇のためなら頑張るよ！」

「唯～ありがとう！」

「当たり前でしょ？　アタシ、メイの親友だよ？」

　メイは唯にぎゅっと抱きつく。

　そして唯は、悠ゆう馬まを指さし言った。

「だから！　浅井に失敗されるわけにはいかないの！　浅井には、入間になりきってもらうから！」

　すると、遠月は唯が一度言い出すと止まらない性格を知っているのか、特に否定はせず言った。

「で？　具体的にどうやって、浅あさ井い……くん？を入いる間まに近づけさせるの？」

「肇はじめ、良い質問だよ！　まずは、私たちと仲良くなって、続いてクラスのみんなと仲良くなって、『クラスの中心人物』がどういう一日を過ごすのかを知ってもらう！」

「いや、僕はそんなの望んでないんだけど」

　正直いい迷惑である。

「でも、浅井がクラスでモテモテになったら、ウケるｗｗｗ　面白そうだからやってみようよ！」

　メイは面白半分といった感じだ。

「俺はいいぜ？　友達が増えるのは良いことだしな！」

　唐から沢さわも、あっさり同意する。

「俺は、どっちでもいいかな」

　遠とお月つきは、興味そのものがなさそうだった。

　そして、四人は勝手に悠ゆう馬まに向かって自己紹介を始める。

「私のこと、知ってると思うけど！　石いし田だメイ！　好きなものは唐沢明あき人と！　好きな人は明人！　愛する人は明人！　よろしくね？」

「は、はあ」

　なんちゅう自己紹介だ。

「俺は、唐沢明人。サッカー部に入ってて、フォワードやってる！　こう見えてレギュラーなんだぜ？　今度一緒にサッカーやろう！」

「はい……」

「遠月肇、です。特に部活動はやってなくて、バイトはダーツバーで軽食運んだりしてます。よろしく」

「よろしく」

「で！　アタシが荒あら川かわ唯ゆい！　部活はやってなくて、いっつも帰りは遊んでる！　自慢は胸かな！　あ、今えっちな目でアタシのこと見たっしょ？　サイテー」

「見てないから（Ｆだな）」

　しかしブルマを穿はいているという点でアウトだ。

　唯は、続けた。

「じゃあ、今日からアンタは、アタシたちと一緒に行動してもらう！　分かった？」

「てか……それ本気で言ってるの？」

「本気よ！　当たり前でしょ！」

「で、でも、僕には明あ日す香かが……」

　そこでちら、と明日香を見る。

　明あ日す香かは、不安そうに口をきゅっと噤つぐみ、悠ゆう馬まに「やだやだ」と視線を送る。

「あー、明日香って、児こ玉だまさんのこと？　だったら、児玉さんも一緒に行動しようよ！」

　唯ゆいが、明日香のいる方に向かって「児玉さんー！」と話しかける。

　明日香は、走って悠馬の隣に来ると、小さくキッと唯を睨にらみつけた。

「嫌、です」

「え？　なんで？」

　意外だったのか、唯は驚いていた。

　明日香は、はっきりと告げた。

「私、貴方あなたたちみたいなタイプ────嫌いなんで」

「……」

　そのまま、明日香は走って教室を出ていってしまう。

「明日香っ」

　悠馬は追いかけようとしたが、その時唐から沢さわが言った。

「なんだよ。感じ悪いなー」

「ね！　友達になろうって言っただけじゃん！」

　メイも不愉快そうに口を歪ゆがめる。

　彼らは、分かっていないのだ。明日香の気持ちを、一つも。

「……っ」

　悠馬は、これ以上自分の築き上げてきた平穏な生活を壊されたくなくて、そして、人の気持ちを一つも考えず強引に話を進める彼らへの怒りを込めて、静かに言った。

「強引なんだよ。お前ら」

「え？」

「僕たちには、僕たちの世界があるんだ。荒あら川かわさんたちには分からないかもしれないけど」

「なに？　僕たちの世界って」

「ずっと言いたかったんだけど！　荒川さんは自分たちが一番偉いって思ってんだろ。自分たちを中心に学校生活は回ってるって。こうとも思ってるんじゃないか？　自分と仲良くなる権利が与えられた奴は、幸せ者だって。みんな自分と仲良くなりたいと思ってるって、考えてるんだろ」

「……」

　唯は、なにを言っているか分からない、といった様子だ。

　きっと、悠馬が怒り出すようなことはなにもしていないと思っているからだろう。

「そんなこと、ないよ？」

「信じられないな。僕たちみたいな奴のこと、内心でバカにしてるんだろ？　いっつもコソコソ明あ日す香かと一緒にいる、友達の少ない奴って」

　悠ゆう馬まの鋭い眼光が怖いのか、唯ゆいは目を伏せる。

「アタシは……劇の成功のためにも、自分が力になれることがあればって……アタシは、少しでも自分が役に立てればって……そう思っただけで」

「劇、劇、劇！　このクラスの奴が全員、荒あら川かわさんみたいに劇なんかに本気出すと思うなよ！　分かったら、僕たちにもう関わらないでくれ！」

　これぐらい、強く言った方がいいのだ。クラスカーストが低い人間は、カーストが高い人間には抵抗しないと思ってるような奴には。

　悠馬は、明日香を探すために教室を飛び出した。

　悠馬は、明日香さえいれば、それでいいのだ。今までずっと、明日香と二人でいたのだから。これからもずっと、それでいい。

　それで、いいんだ。

「唯」

　教室に残った四人。メイは、唯の肩に手を置く。

「ん……？」

　唯は、悠馬に強い口調で言われたことが怖かったのか、今にも泣きそう……というより、人差し指で目頭を押さえている時点で泣いているのかもしれない。

「泣かないの。唯」

「泣いてなんか、ないよ」

　メイは、またも唯を抱きしめる。

「ねえ。唯は、本気で浅あさ井いと一緒に行動する気あんの？」

　唯は頷うなずいた。

「うん。少しでも、劇の成功のために、アタシが力になれるなら……」

　すると、にやり、とメイは口角を上げる。

「じゃあ、私に良い考えがある」

「え？」

　唯は、顔を上げた。

　メイは、親指を立てて、言った。

「私に任せて。ちょっと行ってくる」







「明日香ー？」

　明日香はどこに行ってしまったのだろう。すぐに追いかけなかったから、分からなくなってしまった。屋上にでも行ったのだろうか。

「浅あさ井いっち！」

　屋上に向かう階段を上ろうとしたところで、メイに呼び止められる。

　無視することもできたが、彼女と鬼ごっこをするのもダルい。

　悠ゆう馬まは言った。

「……なんだよ、石いし田ださん」

　そもそも『浅井っち』ってなんだ。

　メイは言った。

「アンタ、なんっっにも分かってない。唯ゆいがほんっっっっっっとうに恐ろしいくらい良い子なことも……私たちと一緒に行動することで、アンタにとっても大きなメリットがあるってことも」

　メリット、というところを強調して言う。

「は？？？」

　すると、メイは悠馬のすぐ目の前まで来て、悠馬の腕にぴっとりとくっついた。

「浅井っち！」

　はち切れそうなほど大きなメイの胸が、もろに右腕に当たる。

「ちょっ、やめ」

　メイは、悠馬の耳元で囁ささやく。
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「私、マジックが得意なの。知らないかもだけど」

「は、はあ」

　だからなに、と思っていたところに……。

　メイが、スカートのポケットから、あるものを取り出した。

「ここに二つのトランプがあります」

「え？　マジック始めんの？　この状況で？」

「うん」

　本当に始めるらしい。

　メイは悠ゆう馬まから離れると、トランプの箱を開けて、カードを取り出す。

「この二つのトランプ、計百四枚を、適当にシャッフルします」

　そう言って、簡単にカードを切る。シャッシャッシャッ。二十秒ほど切った後、メイは真ん中らへんにあったカードを適当に一枚、引いた。

　そして、シャツの三つ目のボタンを開け、ぽろん。

　胸を露あらわにさせる。それからきゅっと腕を寄せて、ただでさえくっきりできている谷間をより一層強調させた。

「このカードを、私のおっぱいの谷間に入れます」

「なんで？？？」

　予想外の行動に思わず首を傾げる。

「ちなみに、私のおっぱいは、唯ゆいより大きなサイズです」

「は、はぁ（Ｇでしょう？）」

　悠馬の眼鏡に搭載されたサイズ計測機能を舐なめないでほしい。

「お店でブラを探すの、とっても大変です」

「だろうな」

　ふむふむ。

「どのお店もＥまで、たまにＦカップまでなのです」

「で？　マジックの続きは？」

　いつの間にかわくわくしてしまう悠馬。

　そう。彼はおっぱいが絡むと────とんでもない阿あ呆ほうと化す。

　最も早はや、明あ日す香かを探すという当初の目的は忘れていた。

「さあ。では残った百三枚の中から、一枚カードを引いてください」

「じゃあ、これで」

　特に理由もなく、端の方にあったカードを、一枚引いた。

　こういうマジックだと大体、自分の引いたカードと、あらかじめ引いたメイのカードが同じだった、というやつだろう。

「ではそのカードを、ひっくり返してください」

　悠ゆう馬まは、持っていたカードの数字を見る。

「ハートの、４だな」

　メイは、にんまりと笑った。

「さあて。お待ちかね。私のおっぱいの谷間に入っているカードは、なんでしょう？」

「なになに～？」

「……（ノリッノリだよ）」

　メイの胸の谷間の奥の方にすっぽりと入ったカード。

　だが、メイは自分の胸を突き出したまま、取ろうとしない。

「え？　取らないの？」

「……早く」

「ん？」

　メイは、自分の胸を両手で寄せ上げ、言った。

「浅あさ井いっちが取って……？　私の谷間に挟まったカード」

「……」

　さあ。みなさん。ついにボーナスステージが始まりました!!

　どうする、どうする！　どうするんだ自分……！

（そりゃ、取る一択でしょうが〈キリッ〉）

「じゃあ、取ります」

「あ、少しも迷いはないのね……」

　やっぱおっぱいは巨乳派！　でかけりゃでかいほど良いよね！　このダイナマイトボディに顔を埋めた日にゃ人生勝ち組一直線だよこりゃ！

「では、いざ！」

　メイのお胸目がけて右手を持ち上げた、その時。

「待って」

　咄とつ嗟さに右手を摑つかまれる悠馬。

「な、なんだよ。自分が取れって」

「このカードを取るには、条件があります」

「……ほう。なんでしょうか」

　おっぱいに触るためなら、多少の犠牲は払おうではないか。

　メイは言った。

「唯ゆいに、『さっきはごめんなさい。僕、これからは荒あら川かわさんと一緒に行動します』って言ってくれるなら、取っていいよ？」

「……」

「さあ。取る？　取らない？」

　なるほど。それでこのマジックを始めたのか。

「浅あさ井いっちなら、取るよね？」

　自分、なら??

　心外だな。

「まっ、まるで、僕が変態であるかのような物言いだな。そうやって、胸を見せつければ僕がなんでも言うことを聞くと思ってるんだろ」

　全くもってその通りだよチクショウ。

「いいんだよ？　私は、どっちでも。取りたくないなら、無理に取らなくても」

　くっ……。卑ひ怯きような奴だ。

　おっぱいと学校生活を天てん秤びんにかけさせるとは。全くもって卑怯である。

「さあ。どうする？」

　メイは試すようにこちらを見ている。

　〇・一秒ほど悩んで、悠ゆう馬まは顔を上げた。

（おし！　決めた！）

　悠馬は、眼鏡を押し付けながら言う。

「ぼ、僕はマジックの結果を知りたいだけで、やましい気持ちがあってトランプを取るんじゃないからな！」

　やっぱり、触れるおっぱいは触っておくべきである。絶対。これは絶対。

「じゃあ、唯ゆいとこれからは一緒に行動してくれる？」

　ふっ……。

「し、仕方ないなー。僕は一度起こった事象については徹底的に解明しないと気が済まないんだ。断じてやましい気持ちがあるわけでは……」

「うん。いいから早く取りなよ。ほら」

　メイはちょっと呆あきれている。

　んじゃ、お言葉に甘えて。

「し、失礼します……」

　親指と人差し指を、メイの谷間にちょっと入れる。

　あ、これは触っても潰れないゆで卵だ。

　そしてこの背徳感！　肌触り！　甘い香り！

　最高じゃないか！

「んっ」

　メイは、恥ずかしそうに声を上げた。

「ちょ、ちょっと、早く取ってよ」

「う、うん……分かってはいるんだけど」

　カードが案外奥の方まで入り込んでいて、取れない。

　そこで、もう少し指を奥まで入れてみる。なんだか、メイの胸が熱くて、ふにふにと柔らかい。

（これが谷間か……！）

　感動で泣きそうになるのを、ぐっとこらえる。

「ちょっ、さ、触んなっ。そこは……」

「不可抗力だ！　僕は悪くない！」

　と言いつつ、ちょっと余計に指を突っ込んで、カードを引き抜く。

「ぬ、抜けた！」

「浅あさ井いっちはマジの変態だわ……（ぼそっ）」

「ん？」

　聞こえているが、聞こえないフリをしてみる悠ゆう馬ま。

　メイは、こほん、と咳せきをすると、気を取り直して続けた。

「じゃ、じゃあ、そのカードの数字を、ご確認ください」

　悠馬は、カードに書かれた数字を、確認する。

「ハートの、４……！」

「凄いでしょ。ふふん」と鼻を鳴らすメイ。

「美女の体を張った手品、いかがでしたか？」

　手品が得意なエッチ系女子、石いし田だメイ。

「いやあ……とっても良かったです」

　特におっぱいが。おっぱいの谷間が素晴らしかったです。

「種、知りたい？」

「いえ結構です」

　興味があるのは胸だけだから！

　手品の結果なんてぶっちゃけどうでもよかった！

「てなわけでっ！　浅井っち。アンタ今日から、私たちと一緒に行動すんだからねっ」

「うー……ん」

　ずいっと顔を近づけるメイ。

「なに？　今更逃げるわけ？」

「……いえ。滅相もございません」

　かくして────悠馬は唯ゆいたちと一緒に、行動することになった。
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「てなわけで！　浅あさ井いっちが本日より！　正式に私たちの仲間になったよー！」

　教室に戻って、唯ゆいたち四人と向かい合った悠ゆう馬ま。

　もう、逃げることができない状況に追い込まれた。

「あ、荒あら川かわさん」

「な、なによ」

　腕を組んで、ふいっとそっぽを向く唯。

　悠馬は、素直に謝った。

「さっきは、ごめんなさい」

　すると、唯はようやく悠馬を見る。彼女は不思議そうに尋ねた。

「……どうして、アタシたちと一緒に行動する気になったの？」

「まあ、色々ありまして」

「色々？」

　色々あったんです。色々。

「まあ！　いいじゃねーか！　これから、よろしくな！」

　唐から沢さわは、元気よく言う。続けて遠とお月つきも言った。

「よろしく。浅井」

「よ、よろしく」

「……悠馬？」

　そこで、ようやく教室に帰ってきた明あ日す香かが、怒り心頭の様子で腕組みして立っている。

　彼女の背後には、怒りの炎が見える。

「明日香……」

「どうして！　一緒に！　行動することになってんの!?」

　彼女は怒っている。悠馬が迎えに来なかったことを。今の状況を。

　悠馬は、必死に言い訳を考える。

「いや、これには深い、とっても深い事情がありましてですね」

「まさか、ハニートラップ仕掛けられたとかじゃないよね？」

　ＨＡＨＡＨＡ。

「なんでそう思うんだよ。僕はそんなトラップに引っかかるような男じゃないだろ？」

　明日香は悠馬の様子を見て、肩を落とす。

「はぁ……やっぱりそうなんだ。悠馬ってどうしてそんなにスケベなの？」

「僕はスケベじゃない！」

「そんなに、私の体だけじゃ物足りないの……？」

「いや、それは誤解を生む発言でして」

　ここには唯ゆいたちもいるから。二人きりじゃないから。

　だが、明あ日す香かは続ける。

「私、悠ゆう馬まとなら……エッチしても、いいんだよ？」

「いや、そういうことは軽々しく口にするもんじゃないぞ」

「荒あら川かわさんたちと一緒に行動しない！　って宣言してくれたら、エッチしてあげる」

　明日香は最終兵器「エッチ」を繰り出した。

「どっちにする？？？」

「いや、明日香。あの、な」

　そこで、唯たち四人を見る。

　彼らは、死んだ魚のような目をして、悠馬を見ていた。

　唯は、

「浅あさ井いと児こ玉だまさんって、前から仲良いなーとは思ってたけど、まさかそこまでとはね……」

　と言い、唐から沢さわは、

「女子にそんな発言させるなんて……」

　と啞あ然ぜんとしている。

　メイも、うんうんと頷うなずきながら言った。

「浅井っち。さすがの私も、ドン引きだよ」

「えっ……えっ??　ええええ？？？」

　別に言わせたわけじゃないのに！

　明日香が勝手に言っただけなのに！

「ぼ、僕が！　こんな誘いに乗るわけないじゃないですか！　荒川さんたちと、一緒に行動します！　これからよろしくお願いします！」

　頭を下げる悠馬。しかし、四人は固まったまま。

　みんな無反応なのが怖くて、笑ってみる。

「あは、あはは……」

　すると、四人も一緒に、苦笑いを浮かべた。

「「「「あはははは……」」」」
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「浅井！　一緒にお昼食べよ！」

　そのまま昼休みに突入し、様々な事情があって唯たちと行動することになった悠馬は、四人の集まる教室の中心に向かう。

「明あ日す香かも来いよ」

「むー。なんで私まで……」

　明日香は不機嫌そうだ。なんで自分が唯ゆいたちと仲良くならなければならないのか分からない、とご立腹の様子。

「高校入ってから、教室でこんな大勢で食べるの、初めてだな」

　唐から沢さわは、集まった六人を見て、なんだか嬉うれしそうだ。吞のん気きな奴である。

「でも、明あき人とは部活入ってるから、大勢で食べること多いんじゃない？」

「まあなー」

　悠ゆう馬まはとりあえず唯の隣に椅子を持ってくると、話しかける。

「荒あら川かわさんは、なんで部活入ってないの？」

「そういうアンタは入ってんの？」

「一応。写真部の幽霊部員やってる」

　唯は、持ってきた焼きそばパンを頰ほお張ばりながら、言った。

「まあ、部活入ったら、遊ぶ時間短くなるじゃん??　アタシとメイは、放課後毎日遊んでんの！　だから部活はいいかなって」

「例えば、なにして？」

「うーん。肇はじめの働いているダーツバーに行ったりとか！」

　そう言えば、遠とお月つきはダーツバーでバイトしていると朝に言っていた気もする。

「そこのマスター、とっても優しくてね！　高校生のアタシたちでも、ダーツバーに入れさせてくれんの！　もちろん、お酒は飲めないけど！」

　すると、とっても凝った栄養バランスの良さそうなお弁当を食べるメイも話に入ってくる。

「ソフトドリンクもあるから、いっつもそれ飲むんだよね」

「そうそう」

　唯は、続けた。

「ねえ。今日行こうよ！　ダーツバー！」

「いいねー」

　メイも同意する。

「すまん。俺は今日部活だー」

　どうやら唐沢は行けないらしい。

「じゃあ、五人で！　ちなみにジュース一杯三百八十円なんだけど！　浅あさ井い来るよね？」

「……はあ」

　どうせ行かないって言っても、連れていかれるに決まっている。

「肇はじめ、今日シフト入ってる？」

「入ってるよ」

「じゃあ、バーテンダーのベスト着てる肇見れるよ！」

　遠とお月つきの、バーテンダー姿。きっとイケメンすぎて、目ん玉が腐り落ちるに違いない。

　明あ日す香かが、「私も行くの？」と小声で言ってきたので、「すまん、付き合って」と小声で返しておいた。

　そしたら明日香は、とっても不機嫌そうにふんっと息を漏らした。
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　その日の放課後。

「どこにあんの？　ダーツバー」

　学校を出て、五人でダーツバーに向かう。

　悠ゆう馬まの質問に、唯ゆいは言った。

「川崎駅の、仲なか見み世せ通どおり商店街！　ひっそりとあるんだけど、そこそこ客来るんだよ」

　どうやら商店街の中らしい。てっきり川崎のいかがわしい通りにあるものだと思っていた。

「浅あさ井いっちは、児こ玉だまさんと川崎で遊んだりすんの？」

　メイが尋ねてくる。

「僕たちは、たまに映画見たり、アニメイト行くくらいだけど」

「ん？　あにめいとってなに？」

　ふっ……。それも知らないとは。笑止。

「アニメイトは、そこにいるだけで心が浄化される神聖不可侵の場所のことです」

「なにそれー！」

　ゲラゲラ笑うメイ。メイには、一生無縁の場所なのだろう。

「あ、ここ！　着いた！」

　学校から、五分も歩いていない。商店街は学校への通学路なので近いな、とは思っていたが、ここまで近いとは。

『ＢＡＲ　ＫＡＯＲＩ』。

　かおりさんが経営するバーなのかな～というのが第一印象。確かに、看板にはダーツの絵が描いてある。

　三階建てくらいのビルの地下一階にあるらしく、看板のすぐ横には地下へ向かう階段がある。唯はこの階段を当然のように下りていく。どうやら、何度も来ているという話は本当のようだ。

　悠ゆう馬まは高校生だから、このようなお店に行くのは初めて。少し、きょろきょろと挙動不審になりながら階段を下りていく。

　ガラスの透明な扉を開け、唯ゆいは言った。

「マスター！　遊びに来た！」

「あ、唯ちゃん。久しぶりね。あら、今日は初めて見る顔もいるわね」

　この人が、かおりさん？　すらっと長い脚、白い肌。長い茶髪をポニーテールにして、艶っぽい唇に、ナチュラルメイク。黒い瞳は大きく、ほんのり色づいたチークは大人の女性、という雰囲気である。そして、バーテンダーらしく、白のシャツに黒のタイトスカート……ドキッとするかっこよさだ。

「うん！　浅あさ井いと、児こ玉だまさん！　クラスメイトで、今日から友達なの！」

　かおりさんに、悠馬と明あ日す香かを紹介する。

　かおりさんはクスクスと笑って、

「あらあら。楽しそうでいいわねー」

　と言った。

「なーに頼もうかなあ」

　唯は早速、カウンターに置かれたメニューを見る。

「メイ、なににする？」

「私はピンクレモネードかなあ」

「んじゃアタシはジンジャーエール！　浅井と児玉さんは？」

　ちらっとメニューを見る。なんでもよかった悠馬は、適当に目に入ったものを頼んだ。

「コカ・コーラで」

「私は、カルピス」

「はーい」

「じゃあ、俺は着替えてくる」

「うん！」

　遠とお月つきはそのまま、ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹと書かれた部屋に向かった。

「浅井、ダーツしたことある？」

「ないよ。荒あら川かわさんは得意なの？」

「ぜーんぜん！　もう七回くらいここ来たことあるんだけど、一向に上達しないんだよね」

　悠馬は、ダーツバーを見渡した。

　入り口を入るとすぐにカウンターがあって、その傍にはいくつか丸い黒テーブルの立ち飲みスペースがあり、その横に、ダーツボードが五つほど並んでいる。

　お店は間接照明で薄暗く、壁は白い。白と黒を基調としているようだ。

　今はまだ夕方の五時ということもあり、客は悠ゆう馬またちを除くと一組の男女カップルしかいなかった。唯ゆいたちは左から二番目のダーツボードの前のテーブルを陣取ると、投げる矢……ダーツを取ってくる。

「これ、お金払うわけ？」

「うん。一ゲーム百円。機械に入れるの」

「へー。ならやってみようかな」

　百円でできるなら、やってみようという気になる。

　するとメイは、テーブルに頰ほお杖づえをついて言った。

「これ、浅あさ井いっちがうまかったら笑う」

「あははっ。まさかだよね！」

「なんだよ……」

　どうせ自分みたいなオタクがダーツうまいわけがないと馬鹿にしているんだろう。今に見てろ。

「お待たせー。ドリンクよ」

「ありがとう！」

　テーブルにドリンクが運ばれてくる。

　悠馬は早速、運ばれてきたコーラを一口ストローで飲んだ。炭酸が、口の中を刺激する。

「あ！　肇はじめ！」

　唯が叫ぶ。

　悠馬は、唯の視線の先を見た。そこには、バーテンダーの衣装を身にまとった遠月が立っていた。

　細いストライプのシャツに、黒のベスト。髪はワックスで上に持ち上げられ、大人な雰囲気が醸し出されている。三次元にこんなイケメンがいていいのだろうか……不安になるかっこよさだ。

「肇、かっこいい！」

　唯はスマホを持ってはしゃいでいる。

　その目はキラキラと輝いていて、鼻息も荒い。

「恥ずかしいよ。大声で言わないで」

「ねえ、写真撮ってよ。アタシと一緒に」

「いいけど」

「じゃあ私が撮ってあげる！」

「ありがとー！」

　メイは唯からスマホを受け取ると、カメラモードで唯と遠月のツーショット写真を撮る。

「はい、ちーず！」

　カシャ。

　遠とお月つきはただ立ってにっこり微笑んでいるだけだが、唯ゆいは顔の前でピースしてノリノリだ。

「キャー。撮っちゃった！」

　唯はスマホに写った写真を見て、まるで芸能人と写真を撮った時のように喜んでいる。

「ねー唯！　私も撮りたい！」

　しかし、遠月は言った。

「俺、仕事しなきゃだから。ごめん」

「ちぇー」

　メイは口を窄すぼめる。

　唯は、ご満悦なのかにっこりと笑顔で、言った。

「じゃあ、ダーツしよっか」

　そうだ。ここへはイケメンを拝みに来たのではない、ダーツをしに来たのだ。

　悠ゆう馬まはお金を投入して、尋ねる。

「なんか、やり方とかあんの？　ルールとか」

「あー。詳しいことはよく分かんない！　適当に投げてるだけ！　アタシたちは」

「はは」

　唯に聞いたのが間違いだった。もっと真面目にプレイしている人はいないのだろうか。

「構え方とかって、あるのかな？」

　明あ日す香かも分からないのか、悠馬に質問する。

　代わりに、唯が答えた。

「うーん。こんな感じじゃない？」

　唯は、テレビの見よう見真似なもどきポーズを取って、ダーツを投げようとする。

「唯、投げてみなよ」

　メイが言うと、唯はそのままの姿勢で、適当にダーツを投げた。

　トンッ。

　ダーツボードの、９と書かれた大きな白い部分に、ダーツが当たる。

「あー。なんかパッとしないところに当たったー」

　得点は、そのまま九点。

　メイは言った。

「次、浅あさ井いっちだよ」

「この矢を投げれば、いいんだよな？」

「そうそう！」

　悠ゆう馬まも、深いことはあまり考えず、唯ゆい同様適当なポーズで投げてみた。

　トンッ。

　今度は、13と書かれたダーツボードの黒い部分に当たる。

　得点は、十三点だった。

「あー。浅あさ井いに点数負けたー。なんかムカつくー」

「円の中でもでかい的に当たると書かれた数字のまんま点数が入るのか。じゃあ、小さい的に当たったら何点なんだ？」

　さっぱりやり方が分からないで困っていたところに、カウンターから歩いてきた遠とお月つきが助け舟を出してくれる。

「ダーツにはやり方があるんだよ」

　遠月は悠馬のすぐ隣まですっ……とやってくると、ダーツを持って、説明を始めた。

「人差し指の上にダーツを乗せる。で、他の指で押さえなくても、水平に、落っこちない場所を探す」

　実際にダーツを使いながら、滔とう々とうと説明する遠月。

「そしたら、親指と人差し指で押さえて、他の指を軽く添える」

　それから、正面のラインに立った。

「スローラインには、ダーツボードに対して斜めに立つ。体の力を抜いて、リラックスした姿勢で、投げる」

　遠月は、慣れた手つきで、矢を放った。

　トンッ。

　ダーツは、的の中心に当たる。

「さっすが肇はじめ！　ＢＵＬＬブルに当たったわね」

　そう言ってかおりさんは、カウンターに立ったまま「ひゅ～！」と口笛を吹いた。

「ＢＵＬＬ？」

　すると、遠月が説明を加える。

「ダーツボードの中心のこと。でも、ダーツでの最高得点はＢＵＬＬではなく、20のトリプルなんだけどね」

「20？　トリプル？」

　確かに的には数字が書いてある。でも、20に当てても得点は二十点のはずだ。

「ここだよ」

　トンッ。

　遠月は、20の的の中でも、大きな的と小さな的の間にある、とっても小さな的の部分に、ターゲットを絞った。

　得点は、六十点と表示される。

「すごっ」

「肇はじめかっこいいー！」

　叫ぶ唯ゆいの目がハートになっている。

「肇ってやっぱ凄いなー」

　だが、明あ日す香かはジト目のままだ。

「悠ゆう馬ま。なんなの？　これ。遠とお月つきくんはイケメンだってことを紹介する会なの？」

「いやあ。僕もかっこよすぎてなにも言えない」

　すると、遠月は言った。

「まあ、ダーツは楽しんでやるものだから。あんまり肩肘張らずにやってみて」

「はーい」

　あまりに遠月が完璧すぎて、自分とは次元の異なる世界を生きているんだと、改めて思う。

　そこで、一つ疑問が浮かんだ。悠馬はメイに、聞いてみる。

「遠月って、やっぱ彼女とかいるの？」

　メイは首を横に振った。

「いないよ。でも、片思い中の人ならいるらしいよ」

「えっ。そうなの？」

「うん。でも、誰なのかは教えてくれないんだよねー。肇ってそういう話あんまりしないから」

「ふうーん」

　こんなにかっこよくても、恋は片思い中らしい。

　遠月に思われる女性は果報者だなと思いつつ、悠馬は頼んだコーラをまた一口、飲んだ。







「いやあ。今日は初めての経験をたくさんしたな」

　午後六時半。ダーツバーを出て、家路に向かう。

　悠馬と明日香の二人は蒲かま田た駅で降りる。明日香は言った。

「ねえ。これから、ずっと荒あら川かわさんたちと一緒に行動しなきゃいけないの？」

　そう言って、とっても嫌そうにブスッと顔を顰しかめる。

「劇が終わるまでじゃないか？　あー、そういや、セリフ覚えてないなー」

「今日だって全然劇の練習してないじゃん。荒川さんたちと一緒にいることが、劇の役に立つとは思えないんだけどな」

　その通りだ。今すぐにでも劇の練習をするべきだと思う。普通はそうする。

「でも、案外……荒あら川かわさんたちって、優しいんだな」

「え？」

　悠ゆう馬まは続けた。

「いや、もっとどぎつくて、平気で人の悪口言って、目立たない女子イジメてるような奴らなんだと勝手に思ってたんだけど、そこまで悪そうな奴らじゃないなって。毎日をただ楽しんでるだけっていうか……なんだろうな。人に迷惑をかけるような奴らじゃないんだなってさ」

「そりゃあ、そうかもしれないけど」

　明あ日す香かは俯うつむく。

「ごめんな？　明日香。僕がヒーロー役なんてクジで引いたせいで、付き合わせちゃって」

「本当だよ。いつか、必ず借り返してもらうから」

「ああ。約束だ。なんだってする」

「なんだって～？」

　明日香は、にやあっと笑う。それを見て、慌てる悠馬。

「じょ、常識の範囲なら！　いいぞ？」

　明日香は、クスッと笑った。

「そう。じゃあ仕方ないから、劇までは荒川さんたちと一緒に行動してあげる！」

　そう言って、明日香はちょこんと、悠馬の肩に頭を乗せた。
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　次の日の朝。

　悠馬はひたすら自習をしている。そこに、唯ゆいが登校してきた。

「おはよう～！」

　すると、クラスメイトの多数が、挨拶を返す。

「「「おはよー」」」

　そして、三人の女子がタタタ……と唯に近づくと、言った。

「ねえ唯ちゃん！　チョコフォンデュ一緒に行こうよ！」

「いいねえ～！」

　早速遊びのお誘いを快諾する。

「今、候補が来週の火曜か水曜か木曜なんだけど」

「じゃあ火曜日！」

「了解！」

　唯ゆいは、自分の席に向かう前に、挨拶を返さなかった悠ゆう馬まの席の前まで来た。

「おはよう浅あさ井い」

「あ……お、おはよ」

　人に挨拶することに慣れていない悠馬は、たどたどしい挨拶をする。

「なんで朝から勉強してるの？」

「勉強は朝も、昼も、夜も呼吸と同じようにやるべき行為だから、かな」

　特に意味も理由もなくやっている。

　唯は言った。

「確かに。アンタの日課を否定する権利はアタシにないけど。でも、アンタをスクールカースト頂点にするって言っちゃった以上は、日課にプラスしてもらわなきゃならないことがある」

「え？」

　面倒な予感。

　唯は言った。

「クラスメイトには、毎日挨拶して」

「……なんで」

　そんな面倒くさいことを、しなくちゃいけないのか。

「挨拶が恥ずかしいのは分かる。挨拶返ってこなかったら嫌だなって思うのも分かる。でも、挨拶しなきゃその人との関係は始まらない」

「……うーん、まあ、そうなのかなあ」

　誰かと関係を始めようなんて考えたこともなかったから、そもそも挨拶返ってこなかったら嫌だな、なんて考えたこともなかった。

　すると、唯はため息を漏らす。

「あのねえ。アタシが、なにも行動しないで友達が勝手にできたと思う？　友達が少ないって嘆く気持ちは分かるけど、友達が多い人を見てみてよ。みんな、自分から行動してるの。自分から遊ぼうよって話しかけてるの。待ってるだけじゃダメなのよ」

「僕は……明あ日す香かって友達がいるから、今まで特に友達がほしいと思ったことがない」

　思っているままを口にする。

「……そうね。でも、友達が増えたら、きっと世界が変わって見えるはず。もっと、今よりもずっと楽しい生活が、できるはずよ」

「そうなのかねー……」

　唯は、ずいっと顔を近づけた。

「それを知ってほしいの。劇のヒーロー入いる間まのように、たくさんの人に慕われる人間になってほしいの」

「ふうん……」

　ここまで説得してもつれない悠ゆう馬まの態度を見て、唯ゆいは両手を腰に当ててお怒りモードで言った。

「アンタ、本当になにも知らないのね」

「なにを？」

「────友達と一緒に笑いあえる時間が、どんなに幸せなことか」

　もちろん、悠馬は知らない。だって友達なんてできた例ためしがないのだ。明あ日す香か以外。

「分かった。任せなさい」

　なにが分かったのだろう。唯はそう言うと、あたりをきょろきょろと見渡して、一人の女性に目をつけた。

「王生いくるみさん！」

　二つ結びで眼鏡をかけている、王生紗さ枝え。とっても大和やまと撫なでし子こで、男子からの評判はとても良い。控えめで自己主張が激しくない感じが、草食系男子の間で親しみやすいと人気があるのだ。

　彼女は唯に話しかけられ、自分の席でやっていた作業を中断し反応する。

「どうしたの？　唯ちゃん」

「三人とも忙しそうだからさ。文化祭のチラシ作ってんだよね？　なにか手伝うことはないかなって」

　確かに、王生は自分の席の周辺に宮みや崎ざきと矢や野のを座らせ、なにか作業をしている。

「また手伝ってくれるの？　でも申し訳ないよ」

「いいのいいの！　みんなでやれば早く終わる！」

　唯の言葉に、王生は微笑んだ。

「じゃあ、任せちゃおうかな。ひたすらホチ留めなんだけど。このチラシに、ホッチキスで投票券を留めてほしいんだ」

「おっけ！　他の子にも手伝ってもらっていい？」

「え？　誰？」

　唯は、悠馬の肩にぽんっと手を置き、言った。

「浅あさ井い！」

「……え？」

「僕？」

　王生と悠馬、二人とも驚きの表情。

「やろう！　ね？」

　悠馬は、仕方なく、了承した。

「……はあ」

　悠ゆう馬まと唯ゆいは、王生いくるみの席に近寄る。王生からホッチキスを受け取ると、彼女は言った。

「浅あさ井いくんが手伝ってくれるなんて、驚き」

「そう？」

　王生は頷うなずく。

「うん。いつも、一人で勉強してるイメージが強いから」

　すると、宮みや崎ざきも話しかけてきた。

「浅井って、部活なにしてんの？」

「写真部だけど」

「なにもしないの？　文化祭の準備」

「僕は幽霊部員だから。それに、うちの部はコンクールに出した写真を文化祭で展示するんだけど、僕はコンクールに出してすらいないから」

「写真、ねえ」

　唯が、なぜか反応してくる。

「なに？」

　唯は言った。

「いや、面白そうだなって」

「興味あるんだ」

「まあまあ？」

　王生は言った。

「私たちは手芸部だから、準備大変だよ。手作りの刺し繡しゆうが入ったハンカチをたくさん作らなくちゃいけなくって」

「売れるかも分かんないのにねー」

　矢や野のはふうっと息を吐く。

　唯はホチ留めをしながら、にこやかに言った。

「応援してる！」

　王生は、また微笑んだ。

「ありがとう」

「でも、うちらクラスの出し物もあるから、ホント忙しいよねこれから」

　宮崎は想像しただけでげんなりなのか、肩を落とす。

　王生は言った。

「私、浅井くんのこと、応援してるから」

「……え」

「本当だよ？　私は少なからず、浅井くんがヒーローってなんだか素敵だなって思ってるんだ」

　なんつーいい子なんだ。でも、正直悠ゆう馬まは疑心暗鬼。本当にそう思っているのか、疑問だった。

「どこが？」

　王生いくるみは言う。

「いつもあんなに一生懸命勉強してるんだもん。日ごろからなにかに一生懸命になれる人は、何事も頑張る力があるんだと思うよ」

「あと、紗さ枝えだけじゃないから。私たちも応援してる」

　宮みや崎ざきがそう言うと、矢や野のも口を開く。

「そうそう。浅あさ井いのこと悪く言う奴も中にはいるのかもしんないけどさ。浅井のこと応援してる人もいるって」

　なんだか、恥ずかしい。そう言われると、とっても。

「ありがとう」

　小さく、ぼそっと感謝を伝えた。

　すると、クラスメイトが一人、また一人と寄ってくる。

「唯ゆい、なにしてんの？」

「ホチ留め！」

「唯、部活やってたっけ？」

「やってないよ。手伝ってるだけ」

　すると、男子が言った。

「なんでそんなタルいことしてんの？」

　だが、唯は笑顔だ。

「楽しいよ。みんなとお喋しやべりしながらだったら！　一緒にやらない？」

「えー……」

　唯は言った。

「確かに、やっていること自体は楽しく見えないのかもしれないけど。人のためになるのって、そんなに悪いものじゃないからさ」

　女子が一人、唯の隣に座った。

「じゃあ、私もやろっかな！」

「俺も手伝うよ」

「私も」

　どんどん、立候補者が増えていく。ぞろぞろとクラスのみんなが、唯を囲む。

「みんなホッチキス持ってる？」

「あ、俺持ってるよ！」

「ちょっとすぐそこの部室行って取ってくるわ！」

　唯ゆいが少し呼びかけただけで、人がこんなにも集まる。

　悠ゆう馬まは、ただただ驚いていた。

　人一人の力が、ここまで大きな力になるとは思っていなくて。

「浅あさ井いも手伝ってたんだ」

　クラスの女子に、話しかけられる。

「ま、まあ」

「浅井も、良いとこあんじゃん」

　男子も言った。

「それな。見直したわ」

「浅井、劇の練習頑張れよ？」

「そうそう！　私たちもフォローするからさ！」

　みんなに、親切にされる。

（そうか……）

　誰かに親切にすると、自分も親切にされるのだ。きっと。

　自分の行動が、人の感情を揺さぶるのだ。

「ね？　浅井」

　唯は、悠馬に笑いかけた。

「なんだよ」

　唯は、ニカッと笑って言った。

「人と喋しやべるのって、案外楽しくない？」

　唯は、いつもこんな日常の中で、過ごしているのだ。

「……まあ、そこそこ」

　悠馬はそう言って、パチン。

　ホッチキスを強く押した。
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　次の日の土曜日。午後一時。

　唯は、メイと一緒に川崎駅の時計台前に来ていた。

　理由は、今日女子会が開かれるためだ。女子会……他クラスの女子とも仲良くなれるので、二人はよく顔を出していた。

「おはよーみんな！」

「おはよう！　唯！」

　すでに、みんな到着していた。今日は唯ゆいたちを含む六人で女子会を開く。メンツは、唯、メイ、沙さ也や加か、真ま凜りん、春はる、綾あやだった。

　ちなみに、全員ギャルである。

　沙也加はこの中でも馬鹿筆頭。茶髪でいつもシャツのボタンを三つ開けている。真凜は名前が清純なのに、黒ギャルである。春は金髪ツインテールで、少しアニメ好き。綾は黒髪ロングだが、放つオーラが威圧的で、キリッとした目が正直怖い。

「ウチらで集まんの、超久しぶりじゃん！　てか、今日どこ行くの？」

「カストでいいんじゃん？」

「うちサルゼがいいー、トリュフアイス食べたいー」

「じゃあサルゼな！　どこのサルゼ行く？」

「モナーズっしょ。ゲーセンもあるし」

「そうしよそうしよー」

　みんなであっさりと、サルゼに行くと決まる。唯も別に反対する気はなかったので、流されるまま歩き出す。

　そして近くのサルゼに到着すると、店内に入った。

　ここのサルゼは、あまり並んだことがない。すぐに席まで通されると、六人はメニューを開き、アイスとドリンクバーを頼む。ここまでは、いつも通りだ。

　六人は思い思いのジュースを持ってくると、女子会を開始する。

「てかさ、みんな最近彼氏とどうしてる？」

「うちは順調ー」

「あれ、沙也加付き合い始めて何ヵ月？」

「二ヵ月ー」

「前の彼氏何ヵ月続いた？」

「一ヵ月だよ！」

「一ヵ月とかマジウケるんですけど」

「でもさー。ウチらの中で半年以上彼氏と続いた奴いる？」

「「「…………」」」

「いないじゃーん」

「ウケるｗｗｗｗ」

「ねえ、唯は？　唯は彼氏作らないわけ？」

　唐突に話を振られた。

　唯に恋人はいない。それは周知の事実だった。

　唯は答える。

「えー。アタシはほら、友達と遊んでる方が楽しいからさ」

「でも彼氏いた方が楽しいっしょ」

　唯ゆいは負けじと答える。

「まあ、恋愛は一人じゃできないしねー」

「名言でた！　恋愛は一人じゃできない！」

「どこが名言よ！」

　綾あやが言った。

「じゃあ、今日の議題！　理想の彼氏について！」

「それ前も話したー」

「違う話題ないわけ？」

「うちは断然、イケメンであること！」

「私は将来有望かも大事」

「将来有望であることと、イケメン。どっちが大切か！」

「イケメンで馬鹿はなー。うーん」

「イケメンのヒモはねー」

　沙さ也や加かは、目を細めて言った。

「やっぱ、その点肇はじめくんは良いよね。頭良いし、イケメン。でもって、バイトも頑張る働き者」

　春はるも同意する。

「それなー。でも、肇くんは無理っしょ。落とすの」

「メイ、肇と仲良いじゃん。どうなの？　落とせる？」

　メイはぶんぶんと首を横に振る。

「私は明あき人と一筋だもん！　肇とは友達！」

「明人より肇くんのが有望だと思うけどなー。明人ただのスポーツバカじゃん」

「そこがいいの！　好きなことに一生懸命打ち込む姿とか、明るくてみんなと仲良くしたいって思ってるところとか！　裏表がないところとか！」

「唯は？　唯の好きなタイプは？」

「アタシは……」

　唯は、静かに、言った。

「顔がかっこいいって言うより、行動がかっこいい人が好き」

「えー。どゆこと？」

「イケメンでもさ、馬鹿なことばっかりしてたりとか、弱い男子イジメてたりだとか。そういう奴は嫌いなの。アタシはどちらかと言ったら、イジメを見たら止めたりとか、誰かが困ってたらやり方教えてくれたりだとか、さりげなく人をフォローするような男が好き」

「深いねー」

「それ、ただしイケメンに限る？」

「うーん。言動イケメンが好きなんだよなー。その人がイケメンじゃなくっても……アタシがかっこいいって思ったら、その瞬間、好きになるかも」

「へえー」

　するとメイは、持論を展開する。

「私は、初対面で好きになれるかなれないか、九十パーセント決めちゃう！　見た瞬間、イケメンであろうがなかろうが、ビビッときたら恋人候補になるし、ビビッとこなかったらその先どれだけ仲良くなろうと、面白い人だろうと、付き合わないなあ」

「それはある。女にはビビッとセンサーがあるんだよね」

「やっぱみんなあるもん？　ビビッとセンサー」

「あるある」

「あ、メイ。アタシちょっとトイレ」

　唯ゆいが、席を立つ。

「私も行くー」

　メイも立ち上がった。

　二人は、揃そろってトイレに向かう。トイレの扉をぱたんと閉じて、顔を見合わせた。

「……」

「……」

　そして、思いっきり二人は、

「「はぁ……」」

　ため息を漏らした。

　唯は言う。

「アタシ、みんなのこと嫌いじゃないんだよ？　本当だからね？　でもさ」

　メイは、唯を代弁するように、続けた。

「毎回同じ話題でずっと盛り上がるの、どうなの？」

　唯は激しく同意する。

「そう！　みんな男のことしか考えてない！　あと、付き合ってはすぐ別れるのも意味分かんない！　半年くらい続かないの!?」

　ちなみに、メイは恋愛経験があるが、唯はない。

　メイは冷静に告げる。

「まあねー。でも、半年続けるのはリアルに難しいけどね」

　唯は、衝撃を受ける。

「そうなの？　アタシ誰かと付き合ったことないから分かんないんだけど……でもさ、みんな好きになって、付き合うわけでしょ？　そんなに簡単に別れて、悲しくなんないの？」

「うーん。一時間くらい悲しいんじゃない？」

　メイは残酷な事実を告げる。

　唯ゆいは、またため息を吐いた。

「はぁ……やっぱ、心の友はメイだけだよう。アタシ、こうやって本音を言えるの、メイしかいない」

「ありがとー！　私もだよ！」

「メイー！」

「唯！」

　二人はトイレの洗面台の前で、抱き合った。

「大好きー！」

「私もー！」

　なお、なぜ二人がそれでも女子会に参加するのかは、不明である。
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「明あ日す香か！　お待たせ」

「遅い！　悠ゆう馬ま」

　同日、午後四時。

　川崎駅の改札前の時計台で、明日香と会う。いつもなら遊ぶ時、明日香が悠馬の家を訪ねるのだが、今日は先に川崎駅で明日香がショッピングをしていたらしく、ここで落ち合うことにした。

　見ると、明日香の手には一つのショップバッグがある。

　悠馬は、明日香の顔を見る。なんだか、いつもと雰囲気が違う気がする。

「今日の化粧、なんかいつもと違うね」

「ふふっ。分かる？　最近高い化粧品に手を出したの。イラストの仕事でお金入ったから！」

　そう言って微笑む彼女は、褒められてとても嬉うれしそうだ。化粧の色は特に変わっていないのだが、肌の質感が艶っぽくなっている気がする。

　そんな明日香の服装は、ミルキーベージュの無地の長袖ワンピース。袖にレースのフリルがついている。靴は黒のショートブーツで、ストッキングを穿はいている。

「え？　またなんか仕事したの？」

「ふふふ。ラノベの挿絵やりましたー」





[image: ]





「すごっ！　どんなの？」

「ちょっとエッチな異世界もの。できたら見本あげる！」

「おう。ありがと！」

　最近、明あ日す香かがどんどん遠くの人に感じる。明日香は着々と夢を実現していて、自分も頑張らないとな、と素直に思う。

「今日は下着屋行きたい！」

「はあ？」

　なに言ってんだ。

　しかし、明日香は真顔で詰めてくる。

「私のお願い、なんでも聞いてくれるって言ったよね？」

「言いましたね、はい」

　確かに、唯ゆいたちと行動することを許してもらう代わりに、なんでも言うことを聞くと約束はした。

「じゃあ、オレンジ・ジョン行こ！　下着屋さんなんだけど！」

「……はあ」

　明日香に強引に腕を引っ張られ、悠ゆう馬まは下着屋のオレンジ・ジョンに向かった。







　ラザーナ二階。オレンジ・ジョンにて。

　思えば、女性下着屋さんに入るのは、悠ゆう馬まにとって初めての経験になる。

　当たり前だが、お店にいるお客さん、そして店員は女性ばかり。お店には、下着しか売っていない。

　緊張しつつも明あ日す香かに腕を引っ張られる形で黒い内装のオレンジ・ジョンに入っていくと、早速店員に声をかけられた。

「なにかありましたら、お声がけください」

「はーい」

　悠馬は、ちらっと近くにあったブラを見る。

　なんだかこのお店は、結構派手？な下着が多い。男性の悠馬が下着を想像すると、白だったり、淡いピンクだったりが多いイメージだが、この店内にある下着は赤とか、黒とか、所謂いわゆる勝負下着である。

「ねえ。悠馬はどんなの好き？」

「えー……どれでもいいけど」

「その返答なしだから！　今度どれでもいいって言ったらエッチするよ！」

「……それ脅しなの？」

　彼女の脅しはとっても怖い。

「あっ。これ可愛くない？　黒の！」

　黒のブラ。銀色の糸でバラの刺し繡しゆうが施されている。なんだかとっても大人びていて、高校生がつけていいものだろうかと思ってしまう。

「うーん。でも黒より、赤のがいいなあ……」

　悠馬は、隣にあったクリスマスっぽい赤のブラを指さす。秋にはまだ早い気がするが、雪の結晶の刺繡がしてある。

「赤色が好きとか、えっちー」

「はい、すいません」

　しかし、明日香はその赤のブラジャーを手に取って、にっこり笑った。

「じゃあ、試着してくる」

「分かった。じゃあそこの椅子座ってる」

　このお店は、一緒に来た男性のため用なのか、試着室の前に一人掛けのソファがある。悠馬はそこに座って、明日香を見た。

「試着したブラ姿、見る？」

「見ない！」

　ふふっと笑って、明日香は店員に声をかける。そしてブラのハンガーを外してもらうと、試着室に入っていった。

　悠ゆう馬まはスマホをいじりながら、試着を終えるのを待つ。

「悠馬ー」

「なに？」

　明あ日す香かの声が、カーテン越しに聞こえてくる。

「ホック、引っかからないよー」

　そんなわけがない。

「いや、その手にはのらないから」

　スマホから視線を外さない悠馬。

「このままじゃ、試着終わらないよー」

「平日毎日ブラつけてるんだから、ブラのホックの留め方くらい知ってるだろ？」

「でも、今日休日だから、ブラのホックの留め方忘れたー」

　休日になると、ブラのホックの留め方を忘れる系女子、児こ玉だま明日香。

　……んなの、聞いたことがない。

　悠馬はふうっと呆あきれたため息を漏らして、言った。

「忘れないから！　普通！　高一になってブラのホックの留め方忘れた女子とか聞いたことないから！」

「ねえ悠馬ー。留めてー」

「店員にも変な目で見られてるから！　さっさと試着しろ！」

　なんて会話してるの??　といった表情で店員は試着室をちらちら見ている。

　そして、急に店内が騒がしくなった。ギャアギャアとうるさい客が来たようだ。

「入ってきて？　悠馬」

「それは無理」

「あ、浅あさ井いじゃ────」

「じゃあ、開ける！」

　シャッ。

　唐突に悠馬の目の前のカーテンを開け現れた、真っ赤なブラをつけた明日香が、悠馬を見てにっこり笑った。

　ちなみに彼女は今日ワンピースだったため、下半身も白いパンツしか穿はいていない。

「なんで開けた！」

　Ｃカップでも、ほんのり谷間ができている。真っ赤なブラに、真っ白なパンツ。露にされた明日香の全身。

「見たー。私の下着姿。えっちー」

「見せたんだろ！　たった今！　お前がカーテン開けて見せたんだろ！」

　もう『明あ日す香か』ではない、『お前』だ。

「浅あさ井い？」

　────え？

　なんでここで、明日香でない人物が、自分の名前を呼ぶんだ？

「……」

　おそるおそる、後ろを振り返る。

　そこには、わんさかギャルがいて。

　その中心に立つ荒あら川かわ唯ゆいと、目が合った。

「「…………」」

　シャッ。

　都合が悪くなったからか、明日香はカーテンを閉め、逃げる。

（逃げやがったな明日香！）

「……今の女、誰？」

「……えと」

　そうか。明日香は日ごろ髪を結んでないし化粧もしないし眼鏡をかけている。だから、試着室にいる女子＝明日香だと分かっていないのだ。

「なんで下着姿、見てたの？」

　すると、一緒に来たのだろうギャルたちが、騒ぎ始める。

「ヤバいなコイツｗｗ　女の下着姿見てたんだけど！」

「きしょっ！」

「てかカップル？　じゃなきゃ下着屋なんて来ないよね？」

　ああああああ死にたい。もう消えて灰になりたい。

　じわじわ殺されてく感じがするうう。

　どうすればいい？　どうすれば……。今、自分はどうするべきなんだ……。

「すいませんでしたあああああ！」

　なんでかよく分からないけど、とりあえず謝るという選択肢を取る。

　一体なにが悪いのか、自分が果たして唯に悪いことしたのかよく分からないけど、その場で土下座。もう男のプライドとか意地とか、そういうのないよね。

「……やっぱ浅井っちは、変態だわー」

　メイの一言が、妙にグサッときた。







　結局、唯たちギャルの魔の手から逃げられることなどなく。

　明日香が試着室から出てくるのを唯たちは待ち伏せし、出てきた明日香を質問攻め。

「アンタ誰？」

　明あ日す香かはふふっと大胆不敵に笑った。

「さあ誰でしょう？」

「その声！　やっぱ児こ玉だまさんかー！」

「ちっ（なんで分かったんだよ、チクショウが）」

　明日香の心の声が聞こえる。なんでだろう。

「唯ゆいー。うちら、先にセシルマコビー行ってるー」

　ギャルの一人が、悠ゆう馬またちに興味が失せたのかそう言った。

「あ、うん。先行ってて！　すぐ追いつくから！」

　そして、店内には悠馬、明日香、唯、メイの四人が残る。

「私、下着買ってくるー」

　この状況になっても明日香はゴーイングマイウェイ。試着した下着をレジに持っていく。

「てか、どうして児玉さん、今日は化粧してるの？」

　唯の質問に、悠馬は言った。

「まあまあ、そういう質問は置いといて」

「てか唯！　あれ二人に聞かなくていいの？　明日の！」

　メイの一言に、唯は思い出したように目を見開いた。

「ああ、そうだ！　忘れてた！　あとでＬＩＮＥで聞こうと思ってたんだけどさ」

　そして、続けた。

「二人とも、明日遊園地行かない？」

「急にどうした？」

　すると、今度はメイが言った。

「肇はじめから連絡あって。なんか、片思い中の人？をデートに誘おうと思って入場券買ったんだけど、行けないって断られちゃったんだって。で、チケット余って困ってるっていうから、だったら明あき人とも浅あさ井いたちも誘ってみんなで行こうよ！　みたいな」

「へえ。あの遠とお月つきでも恋愛はうまくいかないもんなんだな」

　意外だ。片思いとは聞いていたが、付き合うのは秒読みなのだと思っていた。

　でも、遠月のようなイケメンに遊園地に誘われて断る……どれほどの美人なんだろう。

　唯は言った。

「で、来るよね？　スクールカースト頂点を目指す上でも、遊園地は攻略するべき！　グループで遊園地を楽しむ！　これはスクールカースト頂点なら当たり前の日常！」

　ここでまたスクールカースト云うん々ぬん絡めてくるか……。

「うーん。明日香、どうする？」

　レジで会計を済ませた明あ日す香かに尋ねる。

　話はレジからでも聞こえていたようで、明日香は口を開く。

「悠ゆう馬まと遊園地デートならいいけど……」

　すると、唯ゆいは言った。

「浅あさ井いと児こ玉だまさんはいっつもべったりなんだから、たまには六人とかで遊園地を楽しむべき！　絶対！」

「うん……まあいいけど」

　勉強もしたいが、たまには遊園地に行くのも良いかもしれない。受験が近づいたら、行けなくなる場所だ。

「決まり！　じゃあ開園時刻の九時に現地集合！　ディズディズランドだから！」

「おう」

　こうして、悠馬たちは六人で遊園地に行くことになった。
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　千葉県、舞浜駅。

　蒲かま田た駅から一時間ほど電車に揺られ、見渡す限り人だらけの駅に到着すると、明日香と二人でディズディズランドに向かう。

　八時五十五分。待ち合わせの五分前だが、入り口には唯たち四人がすでに二人を待っていた。

「やっほー。浅井、児玉さん！　こっちこっちー！」

　唯が二人を呼ぶ。

　彼女の服装に、悠馬と明日香は驚嘆した。

「すげえ臨戦態勢。なんだその洋服」

　唯は自慢なのか、デレっと顔を綻ばせる。

「えへへー。前にディズディズランドにメイと行った時に買ったんだよね。マッキーカチューシャと、マッキーのＴシャツ！　可愛いっしょ」

　うるさいくらいマッキーの顔がＴシャツにプリントされた、紫が基調のカラフルなＴシャツ。どうやらメイとお揃そろいらしい。そして耳には、二人してマッキーのカチューシャ。

「ガチ勢かよ……」

　ちなみに明日香は、明日香の中では悠馬と遊園地デートらしく、歩きやすさを重視し白いシャツ、黒いホットパンツで、靴は黒のシューズ。バッグだけ可愛くピンクだ。もちろん化粧もばっちり決め、髪を束ねている。

「児玉さんって、実はスゲー美人だったんだな！　いつも学校ではなんつーか……個性的な恰かつ好こうしているから知らなかった！」

　唐から沢さわと遠とお月つきは明あ日す香かをじろじろ見て驚いている。

　ずいっと二人を睨にらみつけ、明日香は言った。

「絶対……絶対学校の奴らには言わないでくださいね！」

「お、おう」

　明日香の気迫に唐沢は思わず頷うなずいた。

「ねえ、最初なに乗る？」

　唯ゆいは開園前のディズディズランド入り口で並びながら、配っていたマップを開く。

「スプラッシュっしょ！」

「遠くない？」

「バズ！」

「いいよー」

　ガチ勢のメイと唯の中でどんどん会話が進んでいた。

　そして、一通り作戦を立て終わったのか、悠ゆう馬またちに話しかける。

「あ、うちらスプラッシュのファストパス取ってくるから、開園したら先にバズいてよ！」

　明あき人とは言った。

「え？　そういうのなら男の俺たちがやった方がよくない？」

「だって明人、スプラッシュの場所知らないっしょ？」

「まあ、そうだけど」

「サクッと取ってくるからさ！」

　そして、ぞろぞろと列が動き出す。どうやら、開園したらしい。

　悠馬たちは、入り口を通って中へと入る。目の前にはマッキーと恋人メッキーが両手を広げた置物が飾ってあり、その近くに知らないキャラクターの着ぐるみが歩いていた。

「浅あさ井い！　チケット頂戴！」

「ああ、はい」

　唯とメイは人数分のチケットを回収すると、あっという間に見えなくなる。ファストパスを取りに行ったようだ。そんなに急ぐ理由が分からないのだが、本人たちは必死だ。

　残った四人は、のんびり歩いて近くのバズとかいう乗り物に向かった。明日香は悠馬の隣で、なぜか鏡を見て化粧を確認している。唐沢と遠月はなにやら楽しそうに会話をしていた。

　悠馬は、思い切って普段は喋しやべらない遠月に、話しかけてみる。

「あのさ、遠月」

「ん？　なに？」

　遠とお月つきと唐から沢さわは、同時に悠ゆう馬まを見てくる。

「不快に思ったら申し訳ないんだけどさ。ここに、誰を誘おうと思ってたの？」

「あーそれ」

　唐沢も乗ってくる。やはり、みんな気になっていたことらしい。

　遠月は、しばらく黙っていた。目をふっと一度そらし、またこちらを見て、冷静に言った。

「……教えない」

「なんだよ」

　でもその顔、めっちゃかっこいい。襲われるぞ。

　そして悠馬は、もう一つ、二人に聞きたいことがあった。その前振りとして、悠馬は言った。

「なあ。お前らって、なんでそんなに完璧なんだ？」

「お前らって、俺らのこと？」

「そうだけど」

　それ以外誰がいるのだろう。

「いや、二人とも、女子からモテる要素を持ちすぎなんだよ。それでいて恋人いないんだろ？」

「まあ、いないなー。俺は部活が忙しくて」

　遠月も頷うなずく。

「俺は片思い中だから。本当……早く大人になりたい」

「なんで？」

「早く大人になって、大人に相手にされるような男になりたい」

　物憂げな表情で、目線を床に落とす遠月。

（違う。僕はそんなかっこいい表情が見たくて、この話を振ったんじゃない）

　なんなの？　イケメンってなんでなに喋しやべっても様になるの？

「なあ。ずっと聞きたかったんだ。僕は」

「？」

　悠馬は、言った。




「お前らって、えっちなサイト、見ないの？」




「……」

「……」

　二人は、目がテンになる。

　それから、唐から沢さわは慌てて口を開いた。

「いや、そういうことは児こ玉だまさんがいる前では言えないなー」

「明あ日す香かも興味津々だそうです」

「うんうん」

　明日香は何度も頷うなずいてみせる。

　唐沢は、ぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、言った。

「んー、まあ、見るよ？」

「遠とお月つきは？」

「見ます」

　即答される。

「どんなの見んの？」

「肇はじめはあれだよな。年上もの」

「勝手に言わないでください」

　ふむふむ。

「俺たちこう見えて、ＤＶＤ貸し借りとかしてんだぜ？　学校で密かに」

「どんなのどんなの？」

　唐沢は言った。

「俺は結構ノーマルよ。有名な女優のが好き」

「明あき人とは顔で選ぶんです。内容より」

「肇は変態だから、絶対お姉さんものしか見ないんだよ」

「だから言いふらすなって」

「家庭教師に調教されるのとか好きだよな！」

「だから言うな！」

　ふふ。ふふふふ……。

「なんだ……良かった……」

　悠ゆう馬まは、何度もうんうんと頷く。

　そうさ。男はみんな、エッチなサイトが大好きなんだ。自分だけじゃない。

　ちょっと自分はオープンにエロサイトを見すぎなだけで、どんなイケメンだって本当は中身エロくて、ちょっとアブノーマルにも手を出しちゃうような、そんな……。

「おい浅あさ井い。なんでこの会話で泣いてんだよ……」

　唐沢はジト目で悠馬を見る。

「いやあ。世の中の男は、みんなえっちなことが大好きだったんだ……僕だけじゃなかったんだ……」

「なんかキモいよお前……」

「えっち……万歳……！」

　唐から沢さわは、「あー、うん」と言いながら、遠とお月つきを見た。

「前から思ってたけど、浅あさ井いは正真正銘の変態だわ」

「うん」

　遠月も同意する。

　そして、バズの乗り場の前で二人を待っていると、唯ゆいたちがしばらくしてやってきた。

「お待たせー！　ファストパス十時から！　取れたよ！」

「バズ乗ろバズ！」

　人数が揃そろった六人は、バズに並び出す。

　この乗り物は、どうやら的に拳銃らしきものを向け、当たった得点を競うゲームらしい。悠ゆう馬まはバズという乗り物ができてからディズディズランドに来ていないから、初めての乗り物になる。

「悠馬に勝つから！」

　明あ日す香かは可愛らしくてへっと笑いながら悠馬を独占するためか腕にしがみつく。

「まあ僕が勝つことが決まってるんだがな」

　ちょっとかっこつけてみた悠馬。特に意味はない。

　二十分ほど並んだだろうか、六人は乗車する。

　そして。

「あー負けたあ」

「ははっ」

　悠馬は難なく明日香に得点で勝利する。初めて乗車した感想は、面白かった。それに尽きる。特に、リトルイエローメンがとても可愛い。特徴のある声がなんとも愛らしかった。

「さあ。次はジェットコースター乗ろう！」

　しばらく園内を歩いて、大きな山に向かう。どうやら、スプラッシュ、という乗り物らしい。

　ファストパスを使ったから、すぐに乗車できる。

　この乗り物は可愛らしいうさぎがなんだかよく分からないけど冒険する話らしい。そして最後に急降下するジェットコースターだ。

　唯は話しかけてきた。

「浅井、こういうの得意？」

「ああ」

　悠馬はジェットコースターが大好きなので、明日香と富士山ハイランドに行ったこともある。この程度の乗り物は、余裕だ。

「私、実は苦手」

　ぷるっと唯ゆいが震える。

「じゃあなんであんなノリノリでファストパス取ったんだよ！」

　そのまま水に浮かんだコースターの先頭に乗車。じゃんけんをした結果、今度は唯の隣に座る。

　うさぎが冒険をしている。理由はよく分からない。どうしても冒険がしたいらしい。

　でも弱肉強食の世界で、うさぎは呆あつ気けなく捕獲される。逃げようとして、茂みが怖い！　怖いよう！　と叫ぶ。

　で、馬鹿なクマがせっかく捕獲したうさぎを、茂みに投げる。

　と、ここで急降下。

「キャー！」

　唯は、誰でも良かったのか、なにかに摑つかまりたかっただけなのか……悠ゆう馬まの右手をぎゅっと握ってくる。

（え……？）

　急なことで、ドキッとしてしまう。

　ドキッとしている間に、急降下終了。

　パシャアアアアアンッ！

　先頭に座っていたこともあり、唯と悠馬は一瞬でずぶ濡ぬれになる。

「あははははっ」

　唯は、笑っている。苦手だったんじゃないのか。

　唯は手を放し、悠馬を見た。

「ずっぶ濡れー！　浅あさ井いの眼鏡濡れてて顔が見えないー！」

「……う、うん」

　さっき、手を握ってきたのには、どういう意味があったんですか？

　聞きたいけど聞けない事実に、悠馬は黙った。そして、眼鏡についた水を、シャツで拭く。そしてまた眼鏡をかけると……。

　衝撃的事実。荒あら川かわ唯の洋服が濡れて────透けている？　のか？

　いや、唯はケバケバしいヒョウ柄のハンカチを広げて、自分の胸を隠している。

「おっと、てがすべったー（棒読み）」

　ハンカチを取ろうとすると、唯はがしっとハンカチを右手で押さえつける。

「なによこのセクハラ男！」

「ん？　僕はただ、ハンカチ借りたいなって、思ってるだけだよ？」

　きょとん……とうるうるした瞳で唯を見る。

　バシッ。

　……ビンタされた。思いっきり。

「荒あら川かわさん、髪濡ぬれてるよ。拭かないと風邪ひいちゃうよ？　ハンカチ持ってるみたいだし、それで頭拭いたら？」

「アンタってやつは……！」

　だが、髪から滴る水に耐え切れなくなったのか、唯ゆいは右手で胸を隠してハンカチで髪を拭き始めた。

（ほう……下着は黒ですか。予想範囲内ですね）

　指の隙間から見える下着の色を見て、悠ゆう馬まはにっこりと微笑んだ。

「サイテー」

　ゴミ虫を見るその表情。いいねー。

　そのまま、下車。

「ねー浅あさ井い」

「うん？」

　唯は、ハンカチで自分の顔をポンポンと化粧が落ちないように水を拭き取ると、何気なく、本当に何気なく、聞いてきたのだ。

「肇はじめ、誰とここに来たかったか、知ってる？」

　それは、さっき悠馬が本人に聞いた質問だ。





[image: ]





「知らないけど。どうして？」

　唯ゆいは、笑った。

「いや、なんでもないの。あははっ」

　やはり、遠とお月つきと仲の良い唯も、気になるらしい。

「男子にも教えてないんだなー。本当……肇はじめって口固い」

　唯は、どこか寂しそうに遠くを見て、呟つぶやいた。

「はぁ……誰なんだろ」





第三章　荒川唯ゆいの秘密を知ってしまった件について







　月曜日。

　昼休みにトイレに行くと、廊下で女子たちに囲まれた男性教師が目に入った。

「さとー。文化祭なんだけどさー。さとーも衣装着ようよ！」

「俺は先生なんだから、接客してたら変だろう」

「でもでも！　さとーの執事姿とか見たい！」

「いつもスーツ着てるだろ？」

「眼鏡かけてよ！　あとワックスもつけて！」

　この学校で一番の人気教師、化学を教える佐藤先生。年齢は二十五歳ほど。爽やかで清潔感のあるルックス、明るく活発な性格、そして知性を兼ね備えた男だ。

（なにがいいんかね～この先生の）

　よっぽど遠月の方がかっこいいと思うけど。まあ、そんなことは置いておいて。

　悠ゆう馬まは佐藤先生とすれ違うと、教室に戻る。

　文化祭が近くなってきたことから、今日の昼休みは大道具の制作に充てられた。部活の練習がない人全員で、教室の机を後ろに下げ、できたスペースで段ボールにペンキで色を塗っている。

　悠ゆう馬まは、「クラスカースト頂点の人間」に近づく一環として、唯ゆいに半ば強制的に準備に参加させられていた。

　しかし、当然のことながら、準備なんて面倒くせえ、と思う奴もいて。

「だ～りい～」

　吉よし田だは先ほどから全く手を動かしておらず、ひたすら文句ばかり言っている。

「なんで俺がこんな仕事しなくちゃいけないんだよ」

　そして、近くにいたひ弱な男子……木きの下したと、目が合った。

「おい。木下」

「な、なに」

　ビクッと、木下は反応する。どうやら、吉田が怖いらしい。

　吉田は言った。

「お前が全部やれよ。これ」

　木下は、首を縦に振ることしかできない。

「う、うん」

　その返事を聞いて、吉田はくわーっと欠伸をすると、教室の壁に寄りかかって居眠りを始める。

「こっち塗れたよ！」

　唯が言った。

　彼女はてきぱきと仕事をこなしつつ、ふと吉田がサボっているのが目に入る。

「あれ？　吉田、なにしてんの？」

　唯の呼びかけに、吉田は面倒くさそうに薄目を開けて言った。

「俺たちのノルマは終わったんだよ」

「じゃあ、私の手伝ってよ」

「嫌だよ」

　ダルそうに言うと、また目を閉じる吉田。

　しかし、唯は諦めない。

「いいからいいから！」

　吉田のすぐ隣まで行くと、顔をぺちぺちと叩たたいて吉田を起こす。

「ねえ、ここ塗って！」

　吉田は、心底嫌そうにため息を吐くも、仕方なくハケを手に取った。

　そして、色を塗り始める。

「あっ。吉田。塗るの上手じゃん」

「あ？」

　唯ゆいの褒め言葉に、吉よし田だはかったるそうに欠伸をする。

　唯は言った。

「面倒くさいって気持ちは分かるよ？　こんな準備、逃げちゃいたいって気持ちも。でも、本気でやってみたら、案外良いことあるかもよ？」

「はっ。良いことってなんだよ」

　そこで、唯は教室を見渡す。そして、一人の女子に声をかけた。

「田た山やまさん。順調？」

　その一言に、吉田がぴくっと反応する。

　田山は、アイドルグループにいそうな可愛い女の子で、頭も良いという秀才系美女だ。

「う、う～ん……。まだいっぱいやらなきゃいけないことが、ね」

　それを聞いて、唯は吉田に言った。

「吉田！　出番だよ！」

「えっ……」

「吉田が手伝うらしいよ！　二人でやれば、早く終わるね！」

　吉田は、田山のことが好きだ。

　それを知っていた唯は、恋心を使って吉田をやる気にさせる。

「ありがとう。吉田くん」

　にっこりと田山が微笑むと、吉田は急にキリッとした表情になって言った。

「えっ……お、おう。俺に任せろよ！」

　吉田がやる気を出したのを見届けて、唯は、今度は木きの下したに話しかける。

「木下くんごめんね。一人でこんなに。私も手伝うから！」

　吉田が押し付けた作業を、唯が手伝う。

　木下は、嬉うれしそうに笑って言った。

「ありがとう」

　悠ゆう馬まはその一部始終を見て、たまたま近くで作業していたこともあり、唯に話しかける。

「凄いよね、荒あら川かわさんは」

「どこが？」

　悠馬は言った。

「みんながどういう状況にいるか、いつも周囲に目を配ってる。やる気ない奴にも、やる気出させる方法みたいなの、知ってるよね」

　唯は、ははっと笑う。

「そんな大それたものじゃないよ～。アタシはただ」

　唯は、続けた。

「みんなと笑いあえる今日という日がどれだけ大切かを、知ってるだけ！」





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　次の日、火曜日の朝。

「浅あさ井いっち！」

「ああ。石いし田ださん」

　教室に到着すると、メイが話しかけてきた。メイは、ダイナマイトボディをゆさゆさ揺らしながら、もじもじと恥ずかしそうに言った。

「あのね、浅井っちにお願いがあるんだけど」

「はあ」

　メイは、上目遣いで言った。

「浅井っちにしか頼めないことなんだっ。だから、聞いてくんない？」

「……なにを？」

　メイは、持っていた鞄かばんの中から、こそっと袋を取り出す。

　そして言った。

「私の作ったクッキー、試食して！」

「……え？」

　いきなりなんだ。お菓子を試食？

　見ると、メイの手にはピンクのビニール包装がされたクッキーが五枚ほど入っている。

「明あき人とにあげるために作ったんだけどね……明人にあげて、不ま味ずいって言われて嫌われたら嫌じゃん。だから、アンタに毒味してほしいの！　女の子ってみんなお世辞しか言ってくれないからさ、男に食べてもらいたかったんだけど、肇はじめに頼むのもな～って思ってて」

「毒味……ですか」

　一体どんな味がするんですか……毒味って、体に影響を及ぼすような成分でも入っているんですか……。

「食べて！」

　メイが、大きなおっぱいを揺らしながら、袋を前に突き出す。

　悠ゆう馬まは、仕方なく、その袋を受け取った。

「じゃあ、いただきます……」

「うん！　食べて！」

　ラッピングの袋についた金の留め金を外し、中からクッキーを取り出す。五枚すべて、ハートの形をしている。味はココアとバニラの二種類。まず、バニラのクッキーを手に取った。

「待って！」

　食べようとした瞬間、メイに止められる。

「これ食べて、腹痛起こしても、責任取らないからね！」

「え……」

　責任取ってくれないんですか。

「ま、まあ食べるよ」

「不味くても、保証しないからね!?　お茶の用意した方がいい!?」

「そんなに不味いのかよ……」

「何度も言ったからね！　私は責任取らないから！」

　悠ゆう馬まは、怪しいクッキーを見る。

　一見、普通のクッキー。焼き色も十分。外見上の問題はないが……。

（いや、でも僕が読むラノベではよく、見た目はパーフェクトなのに味が殺人兵器っていうのがよくあるから……）

　おそるおそる、クッキーを、口に運んだ。

「あ……美お味いしいじゃん」

　バターがよくきいた、甘さもちょうどいい美味しいクッキーだ。

「本当!?　お世辞じゃないよね!?」

「お世辞じゃないよ。普通に美味しいって」

「じゃあココアの方は!?　ココア入れすぎちゃったかなとか、焼き加減が元々茶色だから分かりづらくて、もしかしたら生焼けかも……」

「いや、美味しいって。自分で食べたか？」

　もぐもぐもぐ。

「食べたけど……自分で作ったものって過大評価しちゃうから、毒味してほしくて……」

「これなら自信持って渡せるよ」

「噓うそじゃないよね!?　お世辞じゃないよね！」

「僕がお世辞言うようなタイプに見えるか？」

「見えない！　てことは美味しいんだ～。……良かったぁ」

　ほっと胸を撫なでおろすメイ。そんなに不安だったのだろうか。

「じゃあ、これ昼休みに渡す！　明あき人とに！」

「もしかして、僕が食べちゃったから枚数減った？」

「ううん！　明人に渡す用のはラッピング……てあああああ！　明人に渡す用のを毒味させちゃった、間違えたああああ！」

「おいおい大丈夫か……」

　なんだか申し訳ない気分だ。

「いや、タッパーに入ったクッキーを袋に入れて……閉じれば！　おし！　元通り！」

　鞄かばんの中からタッパーを取り出し、そこから二枚クッキーを取り出して、袋に入れた。そして金の留め金をまたつけると、ふうっと息を漏らす。

「あ～焼き色が綺き麗れいなの選別して五枚入れたのに、浅あさ井いっちに食べさせちゃったよ～私のバカ！」

「なんつーか、すまん」

「ううん！　いいの。じゃあ、これを明あき人とに渡して、私にメロメロにさせちゃうんだからねー！」

　メイは、ファイトーオーというかけ声とともに右腕を持ち上げる。

「……そもそもさ、石いし田ださんってなんで唐から沢さわのことが好きなの？」

　メイは、思案顔になる。

「ん～……サバサバしているところ？が好き！」

「サバサバ……？」

　ふふっと、メイは照れ笑いをした。

「よくさ、どういうところが好きなの？　て聞く人いるけど。それって多分一番難しい質問なんじゃないかなあ。ちゃんと明言できなきゃ、その人のことを心から愛していることにはならない……ていう人もいるけど。でも、『好き』っていろんなことが複雑に絡み合って生まれる感情であって、劇的に生まれるものじゃないんだよ。きっと」

「……」

「何回も、何回も、恋するの。その人のいろんな言動に。やがてその人のすべてが好きになるの。その人が言うと、なんでもかっこよく聞こえちゃう。自然に目で追っちゃう」

　悠ゆう馬まは、恋をしたことがない。

　だから、その感情はまだ知らない感情で……。

「その感情は、たまにイラつくこともあるの。絶対に無理だって分かれば分かるほど。でも、私は尊いものだと思う。自分以外の誰かのために自分の時間を削ろうと思えることは、とってもとっても」

「……ふうん」

　メイは、クッキーの袋を片手ににっこり笑って、言った。




「浅井っちも、そんな恋、してるんじゃないの？」




「え…………？」

　突然振られた言葉に、悠馬は返す言葉がない。

（僕が？　恋をしてる？　誰に？）

「はぁ～喜んでくれるかな。明あき人と」

　顔を赤らめていつになく可愛く笑うメイの顔は、とっても幸せそうで。

　悠ゆう馬まは思う。

　羨ましいな、と────。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






「明人ー！」

　昼休み、メイは唐から沢さわに話しかけに行った。

　一方唐沢は、遠とお月つきと一緒に楽しく話をしていたようだった。

「お？　メイどうした」

「ちょっとね！　渡したいものがあるの！」

「なんだなんだ～？」

「はい！　お菓子、焼いたの！」

「え……」

　ピンクのラッピング包装されたクッキーを、唐沢に渡した。

　悠馬は、自分の席に座ったまま、一部始終を見届ける。

「食べて！　自信はないけど！　一生懸命作ったんだ！」

「ありがと。どうした？　お菓子作りなんて、珍しいじゃん」

　メイは、目を泳がせながら言う。

「そ、そう～？　ほら、私の手作り、食べたことないよな～と思って」

「でも、肇はじめの分は？　あるよな？」

「え……」

　メイは、困惑の表情になる。

「明人、のために、作ったから」

「あ……そうなの？　ありがとう」

　ドキドキドキ……。

　メイは顔を真っ赤にして、唐沢がクッキーを食べるところを見届けようとしている。

　唐沢は袋からクッキーを取り出して、ココアのクッキーを一口、食べた。

「あ！　美お味いしいよ。これ」

「本当!?　本当だよね明人！」

　ぱあっと顔を明るくさせるメイ。

「美味しい美味しい。肇も食べてみろよ」

「え……」

「いいの？　じゃあ食べる」

　遠とお月つきは、唐から沢さわからココアクッキーをもらう。

「あ……」

　メイは、口をぱくぱくさせて、うまく言葉を出せていない。

　肇はじめは、ぱくっとクッキーを頰ほお張ばった。

「本当だ。美味しい」

「あ……そう。嬉うれしい」

　すると、唐沢が言う。

「お前、お菓子作る才能あるんじゃねーの？　これ、まだ残ってるだろ？　みんなに食べてもらったらどうだ？」

「いや……そんなつもりで作ったわけじゃないから。はは」

（恋心に鈍感な野郎だな、唐沢は）

　自分に対する愛をここまで向けられて、唐沢は華麗にスルーしている。

「そうだ。唯ゆいとか浅あさ井いとか児こ玉だまさんにも食べてもらえよ。絶対美味しいって言うって。ちょうどあと三枚あるし」

「え……待って！」

「ん？　なに？」

「……いや、なんでもない」

　メイは、目を伏せる。

「おい浅井ー！　来いよ、クッキーあるぞ」

「……うん」

　唐沢に呼ばれる。悠ゆう馬まは立ち上がって、三人のいる場所に近寄った。

「食べてみろよ！　めちゃくちゃ美味いから」

「うん」

　特に否定はせず、クッキーを手に取る。たまたま取ったのは、ココアクッキー。

　別に、メイの気持ちを汲くんであげる義務は自分にはない。だから、このクッキーをどうしようが、自分の勝手だ。

「……」

　悠馬は、なにも言わず、唐沢の口にクッキーを突っ込んだ。

「ん!?　にゃ、にゃにすんだほ」

「てめーは黙ってクッキー食べてればいいの」

　メイは、ようやく顔を上げた。

「浅井……」

「石いし田ださんは、アレだな。明あ日す香かを見習った方がいい。僕がもし明日香の作ったクッキーを他の奴にやったら、撲殺されてるぞ」

「……」

「それぐらい、強引になっていいんじゃねーの？　まあ、僕には関係のないことだけど」

　そう言って、悠ゆう馬まはまた席に戻った。

　メイは、しばらく黙っていた。唐から沢さわはクッキーを食べ終える。残ったのは二枚。

　メイは言った。

「明あき人と！　全部食べて！　今すぐ食べて！」

「……お、おう」

「私！　明人がみんなにあげたくない、独り占めしたいって思うくらいのお菓子作るから！　これからもちょくちょく作るから！　だから！」

「……？」

「もう二度と、他の男にあげたりしないで！　約束！」

　ぎゅっと、唐沢に抱きつくメイ。

　唐沢は恥ずかしそうに、メイを一瞬引ひき剝はがそうとしたが、やめた。

「ああ。分かったよ。ごめんな？　メイ」

「約束！　約束だから！」

　ぎゅううううと、抱きしめるメイ。

　やがて唐沢も、笑い出す。

「分かった。分かったって。な？」

　メイも、唐沢も、笑っている。

　悠馬は一人席に座りながら思う。

（恋とやらは、面倒くせーな……）

　そう思っている自分は、恋をしないと。

　恋をするわけがないと、思っていたのに。
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　放課後。

　今日は、明あ日す香かが出版社の人と新宿で打ち合わせをする日らしい。なんでもまたライトノベルの挿絵を担当するそうだ。だが、学校から直接新宿に向かうと、約束の時間より一時間早く到着してしまう。そのため、悠馬も新宿に向かい、二人で時間を潰すことにした。

　川崎から品川を経由して、新宿駅へと到着する。

　二人は、歌舞伎町付近の家電量販店の前を通り、新宿をうろうろしてみた。

　明あ日す香かは言った。

「知ってる？　新宿はラブホ街があるんだよ」

「歌舞伎町の方だろ？　知ってるよ」

　と言っても、歌舞伎町には行ったことがない。

「なんだー知ってるんだ。値段確かめに今から見に行かない？」

「なんでそうなる」

　明日香は、「行こうよー」と悠ゆう馬まの腕を引っ張る。ホテル街に連行されそうになるのを必死に抵抗していると、二人の男女が目に入った。

　男は爽やかなルックス、黒のスーツ。

　女は長い金髪。洋服は綺き麗れいめの黒のワンピース。だが、持っている鞄かばんには見覚えがある。あの鞄は、悠馬の通う高校の鞄だ。

「あれ……」

「ん？」

　明日香は腕を引っ張るのをやめ、悠馬と同じ方向を見た。

「もしかして、荒あら川かわ……さん？」

　そう。あれは唯ゆいだ。間違いない。

　そして隣にいるのは……。

「佐さ藤とう先生？」

　佐藤先生。

　昨日、廊下ですれ違った、女子に人気な化学の先生だ。

　二人は、並んで歌舞伎町を歩いていく。

「え……そっち、ラブホ街……」

　すると唯は、佐藤先生の手をぎゅっと握りしめて、笑顔で話しかけた。

　二人は、とても親しげに、話をしている。

「「ええええええええ!?」」

　悠馬と明日香は、互いに顔を見合わせた。

「ど、どういうこと!?」

「知らないよ！　僕だって！」

「ちょっと、これは尾行しなきゃ！　悠馬行くよ！」

　明日香は悠馬の腕を摑つかむ。

　だが、溢あふれる好奇心と同時に、尾行なんてしていいのか……と不安になった。

「でも……これついてってどうすんだよ」

「いいから！　ついていかなきゃ分からないことがあるかもしれないじゃん！」

　好奇心に目を輝かせて明日香は二人を見失わないように歩いていく。

　当の二人は、明あ日す香かと悠ゆう馬まが尾行しているなんて思いもしないだろう。仲良く二人で喋しやべっていた。

　だが、不意に唯ゆいが、後ろを振り返る。

「明日香隠れろ！」

　咄とつ嗟さに、近くの自動販売機を盾にする。

「どうした？　唯」

　佐さ藤とう先生に声をかけられ、唯は言った。

「誰か、後ろにいた気がしたんだけど……」

「学校の奴か？」

（や、ヤバいぞ……！　戻ってきたりしたら、バレる！）

「でも、いなさそうだよね。ごめん、アタシの気のせいだと思う！」

「……そうだな。心配しすぎなだけかもな」

　そう言って、二人はまた歩き出したようだった。どんどん声が遠くなっていく。

（とりあえず、危機は脱したか……）

　悠馬と明日香は、また尾行を開始した。

　しばらくして、唯たちはホテル街に到着する。

　悠馬は小声で言った。

「おいっ。これ以上はやめた方が……」

「待ってよ。ホテルに入るのかそうじゃないかまで見届けないと！」

　そして、新宿のラブホの中でも高級そうな黒い外観のホテルの中へと、二人は入っていく。その足どりに、迷いはない。何度も来ている、そんな感じだ。

「ホテル入るところ、激写！」

　きゃっきゃっと騒ぐ明日香に、なぜかどんどん落ち込んでいく悠馬。

　自分でも、なんでこんなに落ち込んでいるのかがよく分からない。

「ねー、こっちのホテルは三千五百円なのに、なんで荒あら川かわさんたち八千円のホテル入ったんだろ？　同じじゃない？　やることやるだけなら同じじゃない？」

「……帰る」

　悠馬は、ぐったりと疲れていた。心労が凄い。

（荒川唯の秘密を知ってしまった……）

　まさか、唯に恋人がいたなんて。しかも教師。

　とんでもない秘密を前に、悠馬は。

　ただ背中を向けることしかできなかった。
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「はぁ……」

　夜の十一時。窓から見える空には月が浮かんでいて、暗い。

　悠ゆう馬まは一人、勉強机に顔を突っ伏した。

　全く、勉強が捗はかどらない。やってもやっても、頭に入らない。このままじゃ、埒らちが明かない。

　そもそも、なぜ唯ゆいのことがこんなに気になる？　最近よく話してたから？　相手が先生だったから？　それとも……。

「聞くか。本人に」

　本人に事情を聞いて、どうして佐さ藤とう先生とそんな経緯になったのか、知りたい。手を繫つないでいたということは、恋愛感情があるということなんだろうけど……。

　でも、なんて聞くのが正解だろう。

「荒あら川かわさん……。佐藤先生と寝ましたね？　なぜですか？　付き合ってるんですか？」

　うーん、死ぬほど言いたい。だけどこれだとド直球すぎる。

　もう少しマイルドに聞こう。

「佐藤先生の前ですっぽんぽん？」

　いやこれじゃただの変態か。

「ああああああダメだああああ」

　自分の頭の中で堂々巡り。だが、やはり答えは一つしかないのだ。

「本人に、聞くしかない」

　なぜ、佐藤先生とラブホに行ったのか、聞く。

　これしか、自分の頭の中を整理する方法がない。

　悠馬は、そのままベッドにダイブした。
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　次の日。

「おはよー」

「「「おはよう！　唯！」」」

　いつも同様、なにも変わらない教室。

　しかし悠馬は、昨日の放課後目撃してしまった衝撃の事実を忘れることはない。

　唯は、悠馬のそんな思いなどつゆ知らず、笑って挨拶をしてきた。

「おはよ。浅あさ井い」

　だが、悠馬は目を合わせることができない。

「お、おはようございます」

「どうしたの？　なんか様子変だけど」

「いや、なんでも」

　すると、唯ゆいは話しかけてくる。

「ねえ。アタシ気づいちゃったんだけどさ……」

「？」

　もしかして、昨日新宿に悠ゆう馬またちもいたことに気づいたのだろうか。ホテルに向かう途中、後ろを振り返っていたし。

「どうした？」

　おそるおそる悠馬が尋ねると、唯は言った。




「アタシたち、劇の練習、してなくない？？？？」




「くっ」

　とうとう気づかれた。面倒な奴に真実を気づかれた。

　そう。全くと言っていいほど、悠馬たちは劇の練習をしていない。おい！　とツッコミを入れたくなる事実である。

「確かに、してねーな。つーか忘れてたわ。劇のこと」

　唐から沢さわはハハッと笑う。いや、笑い事ではない。

「いや、みんな大道具の準備とかしてくれてんのにさ。アタシたち全然練習してないじゃん！　問題じゃない？」

「確かに、問題かもね」

　遠とお月つきまで同意する。

「浅あさ井い、セリフ覚えた？」

「ま、まあ……うーん」

　全く覚えていない。

　もう本番まで二週間を切っているのに、全くセリフを覚えていない。

「やっぱり、ただセリフ覚えるのも大事だけど、浅井の場合は役になりきることも大切だと思うんだよね」

「はあ」

　そして唯は、唐突に言い出した。

「つーわけで、今日一日、入いる間まになりきって」

　…………。

「はあ？？？」

　唯ゆいは続ける。

「アタシたちも浅あさ井いのこと入いる間まって呼ぶから。入間として一日過ごして？」

「そんなっ……」

　すると、唐から沢さわはノリノリで話しかける。

「よう、入間」

「……」

「いや、そこは『おはよう。悠ゆう木き』だろ」

「高度すぎる……！」

　そう言えば、唐沢の配役は入間の友人悠木だった。練習していないから、それすらも忘れていた。

「入間くんのお弁当箱、発見しちゃった」

「あっ、ちょ！」

　唯が、いつの間にか悠ゆう馬まの机に置いておいた弁当箱を持っている。

　メイは言った。

「ようし！　んじゃ、きちんとなりきらなかったら、入間はお弁当抜きね！」

「えっ……」

「沼ぬま田たさんも！　入間に話しかけて！」

　メイに言われ、沼田こと明あ日す香かが悠馬の席までやってきて、胸元のボタンを一つ開けた。

「ねえ、入間くん！　私のおっぱい揉もんで？」

「意味が分からない！」

「入間。勉強教えて」

　悠木こと唐沢が、数学のノートを目の前で開いてくる。

「そうやってさりげなく終わってない宿題を手伝わせることに陰謀を感じるぞ……！」

　今度は唯が、演技なのだろう、少しおどおどした感じで話しかけてくる。

「い、入間くん……おはよう」

「おはよう」

　だが、沼田が妨害してくる。

「ちょっと！　斎さい藤とう！　私たちの入間くんに話しかけないでくれる？」

「ご、ごめんなさい……」

　ちらっと、斎藤が入間を見る。これは、助けろ、という合図だろう。

「ま、まあ、喧けん嘩かしないで」

　すると、メイがダメ出ししてきた。

「そこは『俺は、斎藤さんとも喋しやべりたいんだ。だから、そういうこと言わないでもらえるかな？』でしょ」

「お、俺は、斎さい藤とうさんとも喋りたいんだ。だから、そういうこと言わないでもらえるかな？」

　しかし、沼ぬま田たは折れない。

「なあに？　入いる間まくん。私のおっぱい、揉みたくないの？」

　最早沼田のキャラが崩壊していると思っているのは自分だけだろうか。

　呆ぼう然ぜんとしている入間に、沼田は正面から抱きつく。

「私のおっぱい揉ませてあげるから、斎藤と喋らないで～？」

「カーーーーーーッッッッット！」

　メイは叫ぶ。

「児こ玉だまさん！　そういうの良くない！　分かるよね？　なんで良くないかっ」

「分かりませーん」

　両手を広げ、反省の色ナシ。

　メイは頭を抱えて言った。

「じゃあ、続けるよ！　スタート！」

　今度は、ずっと黙っていた西にし谷たにこと遠とお月つきが、口を開いた。

「なあ、入間」

「なんだよ、西谷」

「俺の斎藤さん、取らないでくれる？」

　言いながら、西谷は制服のボタンを二つ開け、ネクタイを緩ませる。

　キャアアアアアアアアアアッ。

　微かに見えた西谷の上半身の筋肉に、クラスメイトが黄色い声を上げる。

「取ってるつもりなんか、ないよ。でも、斎藤さんが、最後は俺を選んでくれるって、信じてる」

　入間になりきる悠ゆう馬まとしては、かなり恥ずかしいセリフをアドリブで言った……と達成感があったのだが、西谷はこの程度では引き下がらない。

「そんなわけない。俺の方が優しいし、斎藤さんを幸せにできる」

「まあ、最後に選ぶのは斎藤さんだよ。俺たちが決めることじゃない」

「ねえ。斎藤さんは、俺と入間。どっちがいい？」

　西谷は斎藤に寄る。

　斎藤は恥ずかしいのか、俯うつむいてしまう。しかも、なんだかほんのり顔が赤い。

「え、えと……私は、入間くんが好きだから……」

「どうして？　どうして俺じゃダメなの？」

　クイッ。

　西にし谷たには、右手で斎さい藤とうの顎あごを持ち上げると、無理やり視線を自分に向けた。

　キャアアアアアアアアアアア顎クイキタアアアアアアアアアアアア！

　女子が、一斉に叫び出す。

「えっ……あっ、は、肇はじめ……？？？？？　な、なに？」

　斎藤こと唯ゆいは、完全に戸惑っている様子。役を演じていることを忘れ、西谷のことを肇と呼んでしまっている。

「だって、斎藤さんがこっち見てくれないから……」

　そのまま、甘いマスクを斎藤の顔に近づけて、西谷は言った。

「俺、他の男に負けるの嫌いなんだよね。劇だから仕方ないけどさ」

「えっ……えっ？　えっ……♡」

　ハートの形をしていた唯の目がとろんとして、そのまま腰が砕けたのかヘロヘロヘロ、と倒れこむ。

　バタンッ。

　斎藤は、完全に倒れた。

「あちゃー斎藤が脱落かあ。ダメじゃん入いる間まー。西谷に負けちゃー」

　監督のメイはゲラゲラ笑っている。

「いやあ……はは」
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（勝てるわけないだろ）

　悠ゆう馬まは苦笑しながら、唯ゆいを起こそうと、しゃがみこんだ。
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　その日の放課後。

　唯は帰ろうとしていた悠馬に、話しかけた。

「お疲れー。入いる間ま役、できそう？」

　今日一日の悠馬を見て、できそうと思っている方が頭がおかしい。

「はは……絶対入間役と西にし谷たに役の配役をチェンジした方が良いと思い始めたよ」

「もうクジで決まったことなんだから、そういうこと言わない！」

「な、なあ。荒あら川かわさん」

「んー？」

「……いや、なんでもない」

　今日も色々あったが、悠馬は忘れていない事実があった。

　唯は昨日、佐さ藤とう先生とラブホ街に消えていった。

　悠馬には直接的には関係のないことだから、見て見ぬフリをすることもできる。けれど、教師と生徒だ。やはり、不安になってしまう。

　なかなか質問する勇気が持てずにいた悠馬に、唯は言った。

「でも、私は浅あさ井いに用があるんだよね」

「なに？」

　唯は、両手をパンッと顔の前で合わせた。

「友達の沙さ也や加かがさ、この間あった中テスト、ほら、英語の！　あれで赤点取っちゃって、月曜再試らしいんだよ」

「あれ再試なんかあったのか……つーかあれで赤点取る奴いたんだな」

　悠馬は人生で赤点を取ったことがなかったので、赤点というのが何点からなのかさえ知らない。

「で、沙也加のために、今日勉強教えてあげてくれない？　この通り！」

　唯は、顔の前で両手を合わせたまま、悠馬にお願いしてきた。

「いや。友達に教わればいいだろ。なんで僕が」

　その、沙也加？という人物すら、悠馬は知らないのだ。

「うーん。ほら、ね」

　唯は、言いにくそうに口を開いた。

「アンタは知らないかもしんないけどさ、女子には色々あんの！」

「色々ってなんだよ」

　ふうっと息を吐いて、唯ゆいはまた悠ゆう馬まを見た。

「女子には常に、戦争がある！」

「……」

　戦争？

　なんのことだか分からないでいると、唯は説明する。

「受験戦争、就活戦争、彼氏戦争、結婚戦争！　女子は、いつだってこの戦いに勝つために入念な努力をする！　そして、この戦いに敗れた人間のことを、自業自得と呼ぶ！」

「う、ん……？」

　唯は続ける。

「つまりはね？　赤点を取るような人は努力が足りない、要するに自業自得で、そんな人に構っている余裕なんて女子はないのよ。勝手に頑張れ～ってわけ。で、陰でコソコソ再試になったんだって～ヤバくね？　って馬鹿にされんのよ女子は！」

「あー、なるほどね」

　まあ確かに、聞くところによると女子の世界は怖いらしい。

「でも、アタシは沙さ也や加かに、次はテスト合格してほしい！　だけど、アタシも無茶苦茶勉強できるわけじゃないから、教えるってなると心細い！　だから、浅あさ井いに手伝ってほしいの！」

「……」

　だが、悠馬とて自分の勉強がある。人に構っている暇は、正直ない。

　悠馬が黙ったままでいると、唯は必死に言う。

「分かるよ？　面倒くさいとか、自分も勉強しなきゃとかそういう気持ち！　浅井ほど勉強できる人の自習量って、半端ないんだと思う！　だけど、今日だけでいいの！　今日だけで！　それにね？　浅井」

　唯は、力強く、言った。

「人のためになるのって、そんなに悪いものじゃないんだよ……!!」

　唯は続ける。

「その時感謝されても、いつかは忘れられてしまうかもしれない。見返りなんてないかもしれない。自分のためにならないから、振り返れば時間の無駄だったなーって、なるかもしれない」

「……」

「でも私は、誰かのためになるのって、人生という長い時間で見れば、大切なことだと思う！」

　誰かのためになる。

　ずっと自分のことだけを考えて生きてきた悠ゆう馬まにとっては、無縁の言葉だった。

　唯ゆいは言う。

「自分のことだけを考えて、自分のために時間を使う。それも大切だよ？　浅あさ井いが将来なにになりたいかは知らないけど、きっと浅井の夢は、並大抵の努力じゃ叶かなえられないことなんだと思う！　でも、誰かを助けるっていう気持ちを忘れたまま大人になるのと、誰かのためになることの喜びを知って大人になるのとでは、人生変わってくると思う！　アタシは少なからずそう思ってる！」

　悠馬は、思わず笑ってしまった。

「なんか、スゲーのな。人生のこと考えちゃうのか」

「っ！」

　唯はどうやら、その沙さ也や加かという人物のためにここまで考えているのだ。

　本当、お人よしというか……なんでこんなに、真っ直ぐなんだ。

　ここまで真っ直ぐだと、調子が狂う。

　柄じゃないのに、力になろうって、思ってしまう。

「いいよ。荒あら川かわさんの友達の勉強、見るよ」

「えっ……！」

「僕、将来医者になりたいんだ。医者って、誰かのためになる仕事だろ？　だから、荒川さんの言うことも一理あるのかもな」

　というのは、建て前。

　実際は、ここまで必死になっている唯の姿を見てしまうと、助けてあげたくなってしまうのが普通だろう。

　唯は、顔をぱあっと明るくさせて、お礼を口にした。

「ありがとう……！　沙也加、アタシの家にいるから！　浅井も来て！」

「え？　荒川さんの家？」

「そう。嫌？」

　唯の家。それは即すなわち、女の子の家である。

「いや、別に。大丈夫だけど」

　悠馬は少しドキドキする自分がいることに気づきながら、緊張していないフリをするのだった。
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　唯の家にやってきた。そこは、川崎のタワーマンション。川崎民なら誰でも知っている、有名なマンションだ。ラザーナのすぐ近くの駅近マンションで、購入するのはとても勇気がいる値段だとよく聞く。

　まさか、唯ゆいの家が金持ちだったとは……。

　唯は二十六階に到着すると、マンションの鍵を開けた。

「入って」

「おじゃまします……」

　初めてのタワーマンション。渡り廊下を歩き、リビング一歩手前の部屋の扉を開ける。内装は白い壁にフローリングと至って普通だが、唯の部屋の窓から見える景色はとても広大で、この高さだと下を見たら人が米粒みたいに見えるのだろう。

　そして部屋の中心には、茶髪のどこか見覚えがある女子が、丸テーブルの前に座って勉強道具一式を前に頭を抱えていた。

「あ、唯！」

　その少女が、顔を上げる。

　唯は悠ゆう馬まに向かって言った。

「沙さ也や加か！　知ってる？」

「他クラスだよな……初対面じゃないかなあ」

　だが、沙也加は言った。

「私は知ってるよ、浅あさ井いでしょ？　この間下着屋で女の下着姿見てた！」

　くそっ。あの時いたギャルかコイツ！

「そうそう。でも心強いっしょ？　いちおう成績学年一位なんだよ？」

「知ってる！　それ、春はるが下着屋で言ってた！」

　なんか個人情報が洩もれてる……。

　悠馬と唯は、丸テーブルを囲むように座る。

　悠馬は、部屋を見渡した。

　全体的に、可愛らしい部屋だ。白い壁に、茶色のコルクボードがぶらさがっている。そこには友達と撮ったものだろう写真が何枚も飾ってあった。茶色の机の上には、化粧道具も散乱している。白い棚にはマニキュアが何個も飾ってあって、横のベッドの上には、クマのぬいぐるみが置かれている。ピンクのベッドカバーが、女子らしい。本棚に並んでいるのは、三十冊ほどの少女漫画。『私の幼おさな馴な染じみがイケメンすぎる！』とか、『君に届くかな？』など、ラブコメから純愛ものが揃そろっていた。

「で？　中テストの再試って、試験範囲は一緒だけど、試験内容が変わるのか？」

　悠馬の質問に、唯は頷うなずく。

「そうだよ」

「英作文も文章題も確かなかったよな。このテスト」

「文法だけだよ」

「……なにが分かんないんだ？」

　沙さ也や加かは言った。

「仮定法。仮定法過去と仮定法過去完了が分からん！」

「あーそこか。確かに難しいよなあ」

　人に勉強を教えるなんて経験は、ほとんどないから新鮮だ。

　悠ゆう馬まはテキストに目を通し、沙也加に言った。

「んじゃ、一から一緒にやっていくか」

「あざーっす！」







　それから、一時間が経過。

　案外沙也加は集中力がある方らしく、熱心に悠馬の話を聞いている。

　ただ、集中力はあるのだが、理解力……いやそもそも、中学生の英語が理解できていないから、新しい英語の文法の理解が難しいようだった。

　悠馬はとっても嚙かみ砕くだいて文法の説明をする。沙也加は忘れないようメモを取っていて、唯ゆいは思わず呟つぶやいた。

「凄い、熱心だね」

「ん？」

　悠馬は唯を見た。すると唯は、首を横に振った。

「いや、なんでもない」

　きっと唯のことだ。勉強の邪魔になってはいけないと思ったのだろう。

「お菓子持ってくる」

　唯は、そう言い残して部屋を出ていく。

　唯がいなくなったところで、悠馬はこそっと、沙也加に質問をした。

「なんで、荒あら川かわさんと仲良くしてんの？」

「んー？　なに急に」

　確かに急な質問。だが、気になっていたのだ。

「ギャルってコミュニティーでもあんの？　荒川さんとクラス違うじゃん。どうやって仲良くなったわけ？」

　すると、沙也加はうーん、とない頭を振り絞って、昔を思い出した。

「……唯から話しかけてきたかなあ。唯って誰とでも仲良くしちゃうじゃん？　まあぶっちゃけ、うちら……春はるとか綾あやとかは、最初うざがってたかなあ。なんかフレンドリーなギャルきたよ、面倒くせーなって思ってた。うん」

「……なるほどな」

「うちらはさ。ただ楽しけりゃそれでいいやって思ってたわけ。周りがどうなろうが関係ない、うちらが楽しけりゃそれでいいって。でもさ……唯ゆいと喋しやべってると、そんな自分が恥ずかしくなってきちゃったんだよね」

「……」

「唯って、バカかって言いたくなるほどお人よしじゃん？　この前も目の前歩いてたおばあちゃんの荷物とか持ってたし。ありえないっしょ？　いつの時代だよって感じ」

「それは僕も思う」

　沙さ也や加かは続けた。

「でも、唯と話してっと、私も人に優しくしなきゃなって思うんだよね……。唯が頑張ってるのに、私だけ頑張らないのもなって。それに、うちらが喧けん嘩かした時、一番親身に相談してくれんのも、相談しやすいのも、唯なんだよね。唯なら絶対に喧嘩した時、誰の味方もしない。私のことも悪く言わないし、春はると綾あやの悪口も言わない。誰のことも悪く言わないって、分かってるから」

「……信頼されてるんだな。荒あら川かわさん」

　トットットットッ……。

　唯の足音が、廊下の方から聞こえてくる。

「んじゃ、勉強の続きやるぞ」

「うん」

「お待たせ。お菓子持ってきたよ」

　唯が部屋に戻ってくる。

　持ってきたお菓子はカントリーマアムとポテトチップス。王道のチョイスだ。

「ありがと」

「おつありー」

　悠ゆう馬まはカントリーマアムを一つ取ると、ぺりっと包装を破いた。
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　次の週の火曜日。昼休み。

　唯は、とっても嬉うれしそうに屋上にいた悠馬に会いに来ると、元気よく言った。

「浅あさ井いー！　沙也加、再試突破したって！　七割だって！」

「おう。良かったな」

　七割で突破できるのか。案外再試って余裕なんだな、と思っていたのは秘密だ。

「ね！　人のためになるのって、悪いもんじゃないっしょ？」

「……そうかもな」

　唯ゆいはにっこにこだ。

　確かに、ここまで唯が喜んでくれるのなら、誰かのためになるのも良いのかもしれない。

　だが、悠ゆう馬まはずっと、唯にどうしても聞きたいことがあった。これは、忘れちゃいけないことだ。

「なあ。荒あら川かわさん」

「なに？」

「ずっと聞きたいことがあったんだけど」

「うん。なに？」

　唯が、新宿にいた時にしていたこと。ホテルで、なにをしていたのか。

　容易に想像できる。

　だが、悠馬は言った。

「佐さ藤とう先生とは、どういう関係なんだ？」

　唯の笑顔が、固まる。

「えっ……」

「教師と、生徒の関係だよな？」

「……」

　唯の声は、震えていた。

「……どうして」

　悠馬は言った。

「新宿の歌舞伎町で、先生と二人で、その、ラブホ街に行く姿を見たから」

「……」

　唯は冷や汗を流しながら、口を開いた。

「それ、誰かに話した？」

「話してない。明あ日す香かと二人でいたから、明日香は知ってるけど」

　唯は、焦ったのか早口で、悠馬に懇願する。

「誰にも、言わないでっ」

　最初から、言いふらすつもりはない。

　だが、一つ疑問だった。

「荒川さん。佐藤先生のこと、好きなのか？」

「……どうして？」

　悠馬は、素直に答えた。

「そんな感じしないから」

　もしかしたら自分の感知しないところで、二人にはドキドキするようなエピソードがあったのかもしれないが、少なからずここ最近彼女と行動を共にして、本当に佐さ藤とう先生が好きなのか疑問だったのだ。

「関係ないじゃん。浅あさ井いに」

　捨すて台詞ぜりふのように吐いた言葉に、悠ゆう馬まは言い返す。

「いや、これが唐から沢さわとか遠とお月つきだったら、関係ないんだけどさ。教師とだろ？　関係なくても心配になるよ」

「～～～～っ」

　唯ゆいは頭を思いっきり搔かいて、それからふうっとため息を漏らす。

　そして、額に手を乗せ、言った。

「自分でも……よく分かんない」

「……」

「自分でも、なにがしたいのか、よく分かんない」

　唯は、ぽそっと呟つぶやいた。

「佐藤先生は、好きって言ってくれるの。ずっと君が好きだったって。でも、アタシは愛されたかったのかな……分かんない」

　唯は屋上のフェンスを摑つかみ、外の景色に目を向ける。

　イチョウの木が、風に揺れている。

　黄色の葉が、校庭の端の方に積み重なっていた。校庭で遊ぶ生徒の声が、ここまで聞こえてくる。




「もう────追いかけるの、疲れちゃったの」




　彼女は目を伏せ、泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「追いかけるより、追いかけられた方が楽だから……」

　そう言って、潤んだ瞳で悠馬を見て、唯は。

　走って、屋上を出ていった。

「おい！　荒あら川かわさん！」

　悠馬の呼び止め虚しく、唯は行ってしまう。

　悠馬はその場で立ち尽くす。追いかけても、なんて言葉をかけていいか、分からなかったから。

　風が吹く。

　秋の風は、ひんやりとしていた。

　その冷たさが、自分の心まで突き刺さるようで、胸が苦しくなった。
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「メイ！」

　次の日の昼休み、唐から沢さわはメイの座っている席へとやってきた。

　そして、照れ隠しなのか鼻のあたりを搔かきながら、言った。

「良かったら……なんだけど、一緒に行かね？」

　メイは素早く反応し、席を立つ。

「え！　どこ！」

「いや……へへ。この間はクッキーの件で悲しい思いさせちゃったからさ。悪いと思って。俺なりに考えたんだけどさ」

「うん！」

　唐沢は、ズボンに入っていた財布を取り出すと、中から一枚券を取り出した。




「これ、そこのラーメン屋、替え玉無料なんだって！　一緒に行こうぜ！」




「…………」

　メイの目が────死んだ。

「いやあ……誘おうか、無茶苦茶悩んだんだよ……。だって、ほら。替え玉ってことはまず全部食べ終わんなきゃいけないじゃん？　確かメイって、ダイエットがどうとか言ってたから、誘ったら嫌がるんじゃないかな～とか思ってたんだけど、お菓子作るってことは甘いもの食べてるってことじゃん？　だから行けるかな～と思ってさ」

「…………」

「あ、やっぱ無理？　女の子に替え玉はキツイよな……俺は余裕なんだけどさ。じゃあ別の人誘うわ」

「待って」

「え？」

「ま　っ　て」

　ガシッと唐沢の腕を摑つかむメイ。

「誰も、一言も、行かないなんて言ってない」

　唐沢は、笑顔になる。

「てことは、行く!?　替え玉いく!?」

「替え玉は要らない。でもラーメン屋には行く」

「えーそれじゃあこの券の意味ないじゃん」

　メイは、ふうっと息を吐く。

「あのねえ。女の子にラーメン替え玉させるってどういう神経してんの！　そりゃあできる女子もいるけど！　それに、替え玉だけ無料ってことは一杯の価格は払うわけでしょ!?　誰が払うのよ！」

「え……それは……」

「私ってこと!?」

　メイの鬼の形相を見て、唐から沢さわはぶんぶんと頭を振る。

「いや俺が出すって！　だから一緒に食べに行こう！」

「はぁ……実は明あき人とが、女の子が喜ぶようなことをするタイプじゃないってことは知ってたけど、まさかチョイスがラーメン屋とはね」

「え？　ダメだったか？　ラーメン美お味いしいじゃん！」

「美味しいけど！　食べた後鼻水とか出るから女子を誘う店じゃないでしょ！　店内だってほとんど男じゃない！」

「メイならいいかなって思ってさ」

「メイならってどういう意味!?　私ならなんでもいいやってこと!?」

「そうじゃないそうじゃない！　普段から仲いいメイだったら、俺の行きつけの店に連れていってもいいかなっていう……」

　ぶっちゃけ、ここら辺のラーメン屋なんて学生みんなが行ったことあるような店ばかりだから、隠れ家的な存在では全くないし、行きつけとか言われてもかっこよくもない。

「……分かった。明人と行けるなら……どこでもいいし」

　ぷいっと頰ほおを膨らませながら、腕を組んでそっぽを向くメイ。

「じゃ、いつ行く？」

「明日！」

「おっけー」

（こりゃ前ぜん途と多た難なんな恋愛だなあ……）

　悠ゆう馬まはそんなことを思いながら、自習を続けた。
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「さあ！　みなさん！　劇の練習は捗はかどってますかー？」

　次の日の朝。ＳＨＲ。

　福ふく島しま先生は、誰にも反応してもらえないことでぐすん……と落ち込みつつ、話を続けた。

「大道具も完成しましたね！　劇に出るみなさんは、セリフを覚えましたか？　もう文化祭まで残り八日です」

「……」

「明日は、放課後に通し練習をします！　荒あら川かわさんや浅あさ井いくんはセリフが多いので台本を見ていいですが、他のみなさんは台本を見ないでやりましょう！　明日の放課後までに、自主練習をしておいてくださいね！」

　そしてＳＨＲが終わり、授業の準備をしていた悠ゆう馬まの下もとに、唯ゆいがやってくる。

　唯は、最初話しかけるのを迷ったのか、立ち止まった。しかし、自分を鼓舞するように両りよう頰ほおを叩たたくと、悠馬に話しかけてきた。

「浅井」

「なに？　荒川さん」

「今日の昼休み、自主練習一緒にしよ」

「いいけど」

　悠馬がすぐに承諾すると、唯は付け足した。

「────二人で、ね」

　唯は、目を細めて意味ありげに微笑む。

　悠馬は、頷うなずいた。

「うん。分かった」
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　昼休みになって、自主練習を開始する。

　練習場所は体育館なのだが、運動部がコートを使っているため、その横のひな壇の上に二人はいた。

　唯は、練習を始める前に、告げる。

「アタシ、佐さ藤とう先生と別れた」

「え……」

　唯は、小さく笑う。

「凄い、引き留められたけど。でも、教師と生徒はさすがにマズいよね」

「荒川さんが、それでいいなら、いいけど……」

　悠馬は、なんて言えばいいのか分からず、黙る。

「ただ、その。アタシと一緒に写った写真見せられて……これがばらまかれたら、君も困るんじゃないか？　って……」

「脅されてるのか？」

「まあ、そんなことしないと思うけどね。写真ばらまいたら、佐藤先生も学校にいられなくなるし」

「……」

　悠ゆう馬まは、心配になる。

　唯ゆいは、大きくため息を吐いた。

「あー。アタシって本当に馬鹿。どうしても、人恋しくなっちゃって……メイにも、誰にも相談しなかった。佐さ藤とう先生に二ヵ月前に告白されて、流されるまま……今日まで来ちゃった」

　きっと、唯は不安なのだろう。強がりを言っているだけで。

　悠馬は言った。

「いざとなったら、僕が守るよ」

「え？」

　唯は驚いた顔をする。

「僕だって、荒あら川かわさんの秘密知っちゃったんだし。部外者じゃないだろ？」

　すると、唯は小さく頭を下げた。

「あ、ありがとう……」

「じゃあ、劇の練習しようか」

　悠馬は台本を開く。唯はどうやら、すべてのセリフを覚えているらしく、台本は開かない。

　セリフを言いながら、演技をする。彼女の演技は、徐々に上手になっていた。斎さい藤とうらしく控えめな感じで、どこか奥ゆかしさを感じる。

　セリフは進み、キスシーン。

　悠馬は、唯の目の前で立ったまま、動けない。

「き、キス、するのか？」

「フリよ、フリ。当たり前でしょ？」

　フリだと分かっていても、緊張する。

　唯に、近寄った。そして、手を唯の後ろに回す。

　だが、彼女に触れることができない。手を宙に浮かせたまま、抱いたフリをする。

「もっと、ちゃんと抱きしめてよ」

「え？」

「そんな申し訳なさそうに抱きしめてたら、観客が感情移入できないでしょ？」

　そう言われ、悠馬は手を、唯の腰にそっと添えた。

　緊張する。自分の心音が、聞こえる。恥ずかしい。早く、キスをしなければ……。

「アンタ、女の子抱きしめたことないの？」

「……」

　その通りだが、頷うなずけなかった。経験がないんだと知られたら、からかわれると思って。

「ふうん」

　それでも唯ゆいは、経験がないと分かったのだろう。からかいの意味を込めて、顔を近づける。

「んじゃ、キスしたフリ、して」

「っ」

　キス、か……。

　ドキドキドキ……。

　悠ゆう馬まは、思い切って唯の唇に自分の唇を近づけ、キス……のフリをする。と言っても、顔を近づけただけだ。

　三秒ほど、そのまま固まっただろうか。唯は息がかからないように、呼吸をしていなかった。それは、悠馬も同じだ。

　そして悠馬は遠ざかり、セリフを続けた。







　チュー。唯は紙パックにさしたストローを吸う。

　一通り練習を終え、唯は悠馬が自動販売機で購入したいちごみるくを飲んでいた。

「アタシね、劇には関係ないんだけど。ずっと、ずっとずっと後悔していることがあるの」

「ん？」

「誰かのためになるのって、悪いものじゃないけど……どんなにその人が大切でも、その人のことを思っても……どうしようもできないこともある」

　唯は、続けた。

「中学時代、アタシの一番の親友は、薫かおるって子だった」

「……」

「いっつも一緒にいて、楽しかったなー。ディズディズランドとかも二人で行ってさ。あの頃が懐かしい」

　唯の話を、黙って聞く悠馬。

「薫は部活でイジメられていた」

　唯は、言った。

「アタシはずっと知らなかった。馬鹿だから。アタシの目の前にいる薫は、いつも笑っていたから。楽しそうに、笑ってたから」

「……」

「部活の先輩にイジメられて、新しい運動靴とか買ったら、先輩全員が踏んで汚してたんだって。それとか、先輩の体操服洗ってアイロンかけて持ってこさせたり。良く言えば体育会系の風習？なのかもしれないけどさ」

　運動部にありがちな、イジメのやり方だった。

「次第に薫かおるは、同学年の子にもパシリにされたりしてたんだって。あと、悪口言われたり。その間も、一度だって薫はアタシに相談してくれなかった。アタシはただ、教室で一緒に笑ってるだけ。なんにも、なあんにも、知らなかった」

　唯ゆいは、話しながら、時折声が裏返る。

　泣いているのかもしれない。唯は言った。

「薫は、部活に行かなくなった。なんで？　行きなよって何度も言った。アタシは馬鹿だから。なんにも知らないから。薫は笑って、『ちょっと休憩中』って言うだけだった」

「……」

「不意にね？　もの凄く辛そうな表情をする時があった。今思えば、あれは警告だったのに。彼女の『なんでもないの！』って一言に、アタシは安心しきってたの」

「……」

「やがて薫は、学校にすら来なくなった。心配で、何度も家に行った。だけど、お母さんにいつも『今は誰にも会いたくないみたい』って帰らされて」

　唯は、言った。

「手紙を書いた。返事はなかった。そのまま、薫は学校辞めちゃった」

　いちごみるくを自分の横に置いて、唯は言う。

「どこの学校に編入したかも知らない。今、元気なのかも知らない」

　唯は、ふうっと息を吐いた。

「アタシがもっと、薫に信頼されていたら。薫のために、いろんなことをしてあげていたら。薫は、アタシにイジメの相談をしてくれたかもしれない────という、仮定の話」

「泣いて……」

「泣いてない！」

　唯はごしごしと目を擦って、泣いている事実を否定する。

　なんとなく、言いたいことは分かる。彼女が、人の役に立ちたいという今の思いも。

「アタシ、たくさんの人に、信頼されるような人になりたい。相談されるような人になりたい。そうしたらさ」

　彼女は、小さく笑って、言ったんだ。

「もう、二度とこんな思いしなくて済むのかな……？」

　それはどうだろう。違う気がする。たとえ唯がなにをしたって、薫さんを救うことはできなかったんじゃないかって。そうとも思うのだが。

　唯の目を見たら、そんなこと言えない。言えるわけがない。
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　きっと、誰かのためになることが、唯ゆいの罪滅ぼしだから。

『みんなと笑いあえる今日という日がどれだけ大切かを、知ってるだけ！』

　薫かおるさんとの一件で知った、友達と一緒に笑いあえることの尊さ。

（なんで、そんなに真っ直ぐでいられるんだ？）

　今時、友達になにかあったって心配すらしないような奴ばっかりなのに。友達のためになんかしたって、自分に見返りがあることは少ないのに。

　いや、彼女は見返りを求めて動いているわけではないのだ。きっと。

　────みんなに幸せになってもらいたい。

　そんなバカみたいな考えを、高校生になっても持ち続けているのだ。彼女は。

（でも、好きだな。そういうところ）

　他の子にはない、優しい部分。涙を流すほど、叶かなえたい思い。

　自分にはないから。自分には、今まで全くなかった感情だから。




　メイのために、劇を成功させたい。

　沙さ也や加かのために、役に立ちたい。

　薫を、助けたい。




（ぜーんぶ、自分のためじゃない。相手のためなんだ）

　そんなところが。そんな、真っ直ぐなところが。

（────好きだな）

　こんな感情を抱いたのは、初めてのことだった。

　最初は、正論ばっかり言ってうぜー奴だと思ってたのに、いつの間にか唯ゆいの日常に巻き込まれて、彼女に好意を抱く自分。

　不思議な感情だ。とても、とても不思議な感情だ。

　悠ゆう馬まは、くすっと笑う。

「なんで笑うのよ！」

「ごめんごめん」

　そう言って、悠馬は目を細めた。
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　昼休みが終わり、授業。そして、五限が終わり、十分の休憩に差し掛かる。

　唯の席を見ると、彼女は珍しく本を読んでいた。

　ギャルが本を読む。

　なんだか変な光景だ。見たところ漫画ではない。単行本だった。だが、茶色のカバーがかかっていて、タイトルは分からない。

（なに読んでんだろ……）

　彼女に話しかけようかな、と思った。その時。

「唯ー！　ちょっと来て！」

「うん」

　メイが廊下から、こっち来て！　と手招きする。唯は本を置いて、席を立ち上がった。

　本だけが、席に残る。

　悠馬は立ち上がり、唯の席に向かう。そして、密かに彼女の読む本のタイトルを確認した。

　カバーをそっと取る。書かれていたタイトルは、最近流は行やっている映画と同じだった。どうやら映画の原作のようだ。

　そのまま、カバーをそっと表紙にはめて、なにもなかったかのように装うつもりだった。だが、カバーをはめている時、本に挟まっていた紙……栞しおりのようなものが、落ちる。

「あっ……しまった」

　急いで落ちた真っ白な紙を拾うも、どこに挟まっていたのか分からない。

　唯が席に戻ってきたら、栞を落としてしまったことを謝るべきだろう。だが、この栞……しっかりした紙だ。悠ゆう馬まは、栞をひっくり返した。

「……」

　それは、写真だった。

　バーテンダーの服装をした遠とお月つきと、ピースをしている唯ゆい。

　この写真には覚えがある。悠馬が唯たちとダーツバーに行った時に撮っていた写真だ。

「ああ、そうか」

　悠馬は、納得してしまった。

　遠月とスマホで撮った写真を、わざわざ現像して大切に栞にする理由。そんなの、一つしかない。

「そういうことか」

　悠馬は、無表情のまま、呟つぶやく。

『はぁ……誰なんだろ』

　遊園地に行った際、遠月が誰を誘おうとしていたのか、気にしていた唯。

『もう────追いかけるの、疲れちゃったの』

　遠月に好きな人がいるから……それは自分ではないから……。




「────遠月のことが、好きだったんだな」




　そう考えたら、合点がいく。彼女の行動の、すべてが。

　少し考えれば、すぐ分かったことじゃないか。そういう素振りは何度もあった。

　ただ、悠馬が、気に留めなかっただけで。

「はは、ははははは」

　なんでだろう。なんで、心にぽっかりと穴が開いたような気分になっているんだ？

　なんで、なんで……。

「はは」

　悠馬は適当なところに写真を挟むと、そのまま黙って、席に戻った。
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「さとー！」

「佐さ藤とう先生！」

　五限後の休憩に知った事実に、心がそわそわする。六限が終わってから、悠馬は廊下をひたすら一人で歩く。

　上の階に行くと、女子の先輩たちが廊下にいた佐藤先生を囲んでいた。

「ねえ、さとー！　今日の文化祭の準備、手伝ってよね！」

「ああ……分かってるよ」

　その表情は、とても暗い。いつもはもっと明るい先生だった。

（振ったって話、本当だったんだな）

　唯ゆいは、佐さ藤とう先生を振ったと話していた。おそらく、唯に振られたショックでいつもの明るい笑顔が作れないのだろう。

「ねえ、なんかさとー、今日元気なくない？　どうしたの？」

「いや……なんでもないよ」

「なんか、好きな人に振られた時みたいな顔してるよ？」

「……」

「あ、もしかして図星？」

　佐藤先生は、なにも言わない。

　すると、周りの女子たちが騒ぎ出す。

「ええええええ!?　さとー好きな人いたのー!?」

「いや、でも振られてるから大丈夫だって」

「そっかー！」

（佐藤先生って、若いしそこそこかっこいいから女子の人気高いんだよな………）

　若い年上のそこそこかっこいい男。

　そういう人って、この小さな学校という閉鎖空間では異様にモテたり、よく分からないけどバレンタインにチョコを大量にもらったりする存在になるのである。

「さとー元気出してー？」

「あ、私の持ってるお菓子、あげる！」

「さとー誰のこと好きだったの？　誰先生？」

　誰も、佐藤先生が好きな人がまさか一年生の生徒だとは思っていないだろう。

　佐藤先生は、暗い表情のまま右手を顔に置く。

「君たち。ちょっと一人にしてくれないかな……？」

「やだー！　こういう時は、一人で抱え込まないで、誰かと喋しやべった方がいいんだってば！」

「さとーなら他にいい女すぐに見つかるって！」

「見つかるわけ……ないだろう」

　ぼそっと、佐藤先生が呟つぶやいた。

　それから、拳を思い切り強く、廊下の壁に叩たたきつけた。

「あんなにいい子……他にいるわけが、ないだろう！」

「「「…………」」」

　先輩たちが黙る。

　ハッと、我に返った佐さ藤とう先生は、力なく笑った。

「いや、噓うそだよ。はは。君たち、教室に戻りなさい」

「……はあい」

　先輩たちが、散り散りになっていく。

　そこを、悠ゆう馬まは突っ切る。

「……」

（荒あら川かわさんへの想い、マジだったんだな）

　教師が生徒に手を出す。

　人によるだろうが、ここまで生徒にご執心な教師がいるものなのか。

　悠馬はそんなことを考えながら、歩いていった。
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　放課後。

　劇の練習を終え、明あ日す香かとともに家に帰ろうとしていた。

　明日香は、悠馬に話しかける。

「どうしたの？　悠馬、元気ない」

「いや、考え事してて」

「どんな考え事？　えっちなこと？」

「違う違う。もっと真剣なこと」

　明日香は、うーん、と考えて、

「将来の進路のこと？」

　と聞いてきた。

「……いや、さ。例えば、例えばだよ？」

　悠馬は、言った。

「とある女の子がいたとして。その子には好きな人がいるんだけど、その人には、別の好きな人がいたとしたら……明日香はどうする？」

「なにそれ！　悠馬、好きな人できたの!?」

　明日香は目を見開いて悠馬の腕を摑つかむ。

「例えばだよ例えば！　それに僕じゃない！」

「だって、好きな人のことで真剣に考えてたんでしょ！　てことは、好きな人いるんじゃん！」

「だから違うって」

　だが、明あ日す香かは止まらない。

「で、好きな人には別の好きな人がいるのね！　ふむふむ」

「納得しないでいいから」

　それから、当たり前のように明日香は言った。

「私だったら、略奪するけど」

「略奪？」

　彼女は頷うなずく。

「そう。たった今悠ゆう馬まが他の女にうつつを抜かしているから、どうやって略奪しようか考えているところ！」

「いや、だから例えばの話で」

「奪っちゃえばいいじゃん。恋愛なんだし。誰かに引け目を感じることなんてないよ」

　さらっと言う。

　だが遠とお月つきは、見た感じ絶賛片思い中で、ちょっとやそっとでは唯ゆいになびいたりしないだろう。

　唯だって、明日香のようにグイグイいくタイプではない。

「だーくそ」

　なんで、他人の恋にここまでイライラするんだろう。

　今まで、他人のことでここまでイライラしたこと、なかったのに。

　その理由は、すぐ分かる。

　漫画でも何度も読んだし、この想いの意味なんか、一瞬で分かる。

（僕は、少なからず唯に好意があるのだ）

　だから、イライラするんだ。こんなにも。

　だが、自分が告白してどうなるというんだろう。唯は自分に好意があるとは思えない。それに、告白されたところで遠月が好きなのだ。困るだけに決まっている。

　なんだか、そう考えると。

「入いる間まって、凄いんだな」

「どうして？」

　劇中のヒーロー、入間徹とおる。

　コイツは、さらっと凄いことをやってのける。

「好きな人に、好きって言えるのって、素直に凄いことなんだよ」

「……」

「僕は、入間になりたいよ……」

　明日香は、寂しそうに目を細めた。

　しかし、その後、悠馬を見て言った。

「入いる間まじゃん」

「え？」

　悠ゆう馬まは、明あ日す香かを見る。

「悠馬は、入間じゃん」

「ん……？」

「なにに悩んでいるか知らないけど。悠馬は、あの日クジ引きで入間役に選ばれたその時から、入間になる権利があるんだよ。ていうか、ならなきゃいけない」

　明日香は、続けた。




「悠馬は、舞台にいる間はずっと、他の誰もなれない、ヒーローの入間徹とおるなんだよ？」




「……」

　確かに、明日香の言う通りだった。

　羨ましいんじゃない。自分は、入間なのだ。

　クラスメイトに笑われようと。完璧と、ほど遠くても。

　自分は、入間徹だ。

　それだけは、絶対に変わらない、事実なのだ。

「明日香。僕、今日は早く家に帰ってやらなきゃいけないことがあるんだ」

「うん。頑張って」

　悠馬は、走って家に向かう。

　悠馬に手を振る明日香は、なんだかとても。

　とても……寂しそうだった。
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　帰宅し、悠馬は部屋のベッドの上で、劇の台本を広げる。

　そこには、斎さい藤とうと入間の恋愛模様が描かれていて。

「入間……お前は、凄い奴だよ。尊敬する」

　悠馬は、唯ゆいに言われた言葉を、思い出す。

『アンタ、女の子抱きしめたことないの？』

「ないよ。初めてだったよ……」

　勉強。勉強。勉強。たまにエッチなサイトを見て、また勉強。

　自分の世界は、自分だけで完結していたはずなのに。

　ずっとずっと、一人で努力を重ねることだけが、自分を支えるものだと思っていたのに。

　友達なんて、要らないと思っていた。明あ日す香かが優しくしてくれる。それだけで、満足だったはずなのに。

　そんな自分の世界に、ずかずか土足で入り込んで、手を差し伸べて。

　荒あら川かわさんは、笑ったんだ。

『人のためになるのって、そんなに悪いものじゃないんだよ……!!』

　そう。彼女はいつも、人のために行動する。

　決して、自分のためではない。

　誰かのために動き、笑い、涙する彼女を……。

　支えたい。彼女の、役に立ちたい。

　笑っていてほしい──────。

　好きだから。きっと、自分は唯ゆいのことが好きだから。

　しかし、彼女の笑顔を最も支えられる方法は、自分の想いを彼女に伝えることではない。彼女の恋を、応援することだ。

「だから僕は、彼女の恋を、応援する」

　応援したって、自分に良いことは一つもない。

　遠とお月つきと唯が結ばれても、なに一つ悠ゆう馬まの想いは報われない。

　それでも、彼女のためになにかしたいと思う。いや、今行動に移さなければ、きっと後悔する。そんな気がする。

『だって、将来ドラマの脚本家になりたいメイが書き下ろした、新作だよ！　これで劇が成功して、プロデューサーとかの目に留まったら最高じゃん！』

　メイのために、劇を成功させたいと言った唯。

　思えば、彼女はいつも、悠馬の味方をしてくれたように思う。

『絆ばん創そう膏こう、つけてあげる』

『いいんじゃない？　浅あさ井いがヒーローやるの』

　怪我をした日も、悠馬がヒーロー役に選ばれた時も。

　仲良くなって、一緒に行動するようになった時も。ずっと。

　だから。




「僕は、彼女が大切にするこの劇を、成功させる」




　とりあえず、目の前にあるものから、やっていこう。

　彼女が成功させたいと言ったこの劇を、成功させるのだ。
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　次の日の放課後。

「さあ！　みなさん、劇の通し練習しますよ」

　クラスメイト全員が、講堂に集まった。大道具はすでに完成していて、裏方が舞台裏で大道具の確認をしている。

　監督のメイは言った。

「唯ゆい、浅あさ井いっち。準備して」

　二人は、上かみ手ての袖幕の前で、待機する。

　悠ゆう馬まの手に、台本はない。

「台本は？」

　唯は、てっきり悠馬が台本を忘れているものだと思って尋ねた。

　悠馬は答える。

「もう全部覚えた」

「え……？」

「僕の記憶力、舐なめないでよ。こんな薄っぺらい台本、三時間あれば全部の役のセリフを覚えられる」

「では、始めます！　みなさん、よろしくお願いします！」

　福ふく島しま先生が叫ぶ。

「なにがあったの？」

　唯の質問に、悠馬は答えなかった。

「頑張ってね、荒あら川かわさん」

　唯は、不思議そうに首を傾げるが、舞台に上がった瞬間役のスイッチが入る。

　劇は、始まった。

「『私は妖怪。そう呼ばれている。友達なんて一人もできないし、まともに人と話せたこともほとんどない』」

　唯は転ぶ。そこに、悠馬は颯さつ爽そうと現れた。

「『大丈夫？』」

「『……入いる間ま、くん？』」

「『怪我してる。保健室行かないと』」

「『あ、そのハンカチ……汚れちゃう』」

「『いいんだよ。ハンカチは汚れるためにあるんだから』」

　悠馬の演技に、クラスメイト全員が、固まる。

　なにがあった……？

　今の悠ゆう馬まの演技を見て、彼を笑う者は、一人としていなかった。

　悠馬が、舞台からはける。だが、誰もなにも声を出せずにいる。

　そんな時、唐から沢さわは悠馬に近づいて、興奮気味に尋ねた。

「浅あさ井い。お前どうしてそんなにっ」

「？」

「どうしてそんなにっ……堂々としているんだよ」

　悠馬の演技は堂々としていて、見る者を引き付けるものがあった。セリフも完璧で、昨日までのたどたどしさは一切ない。

　今までの悠馬の劇の練習を知る唐沢にとっては、彼の今の演技が不思議でならなかったのだ。

「気が変わったんだ」

　悠馬は、小声で話す。

「僕、尊敬してるから。入いる間まのこと」

　そして、言った。

「僕は、誰がなんと言おうと、笑われようと、役に合ってなくても……入間徹とおるなんだよ」

　そのまま、劇は進む。

　明あ日す香かの演技、唐沢の演技、そして、遠とお月つきの登場……。

　悠馬は、舞台で言った。

「『ねえ、斎さい藤とうさん。俺か西にし谷たにか、どっちか選んで。花火大会、俺は待ってるから』」

　シーンが変わり、遠月も言った。

「『俺と行きたいだろ？　ははっ。入間と行くとか、言うんじゃないだろうな？』」

「『私……私っ』」

　唯ゆいが走る。走って、走って……。

「『入間くん！』」

「『もう、来ないんだと思ってた』」

「『ごめんなさい……私……』」

　悠馬は、唯を抱きしめた。

「『おかえり。麻ま里り』」

　そしてキスシーン。

　劇が終わった瞬間、生徒全員が、沸き立つ。

「ちょっとちょっとちょっとー！　浅井どうしたああああああ」

「浅井、頭おかしくなっちゃったんじゃないの??」

「マジで入間だった」

「え？？？　なんで？？？　なんで浅井が入間完璧に演じられてるの？？？」

　いたるところで歓声が上がる。

　配役が決まった当初、彼らは悲鳴を上げていた。だが今は違う。

　誰もが、悠ゆう馬まの演技を、賞賛していた。

「浅あさ井い。なにがあったの？」

　目の前にいた唯ゆいは、驚きを隠せていない。

　悠馬は言った。

「いや、僕の中で、やらなきゃいけないことがはっきりしたってだけ。てか、文化祭まであと一週間だし、もうできてなきゃヤバいでしょ」

「そうだけど……でも、昨日まで全然やる気なんてなかったじゃない！　どうして急に？」

　その通りだ。昨日まで、やる気なんてなかった。昨日までは。

　でも、考えが変わったのだ。

「応援したい人がいるんだ」

「応援？　誰を」

「うーん。それは言えない」

　悠馬は、ぽりぽりと頰ほおを搔かいて、言った。

「でもその人には、絶対言えない秘密があるんだ」

　遠とお月つきのことが好きな唯。

　誰にも言わない、彼女の秘密。

「僕はその子の、役に立ちたい。その子の背中を、支えてあげたい」

　そして、悠馬は笑って、言ったのだ。




「だって、人のためになるのって……悪いもんでもないからさ」





第五章　好きな人に告白した件について







　文化祭前日。

　今日は文化祭の準備があるため、午後九時まで学校に残っていてもいいことになっていた。各々部活動やら、クラスの催し物の準備に追われる。

　現在午後七時。講堂で、大道具の色付けなどの作業が終わり、あとは劇の練習を残すのみとなった。現在教室は違う部活動が使用しているため、練習ができない。

「一旦休憩しましょう！　お弁当を食べてください！」

　福ふく島しま先生が言うと、みんな講堂に持ってきていたお弁当を手にして、講堂の椅子に座って食べ始めた。

　悠ゆう馬まは、明あ日す香かとメイ、遠とお月つき、唐から沢さわで隣同士の席に座り、弁当を食べ始める。

「あれ？　荒川さんは？」

　唐沢は答える。

「なんか、会いたい人がいるからって言ってたけど」

「ふうん……？」

　その頃、唯ゆいは────。







　────屋上にいた。

「もう、二人で会わないって約束しましたよね？」

　唯は言う。フェンスにもたれかかったスーツ姿の男性……佐さ藤とう先生は、唯を見て微笑んだ。

「覚えてる？　俺が告白した時のこと」

「……覚えてますよ。もちろん」

「君は、どうしてあの時、俺の告白を嫌がらなかったんだい？　教師に告白されるなんて、気持ち悪いことだろう？」

「気持ち悪くなんかなかったですよ。むしろ嬉うれしかった」

「どうして？」

「だって、アタシに告白してくれたのは先生が初めてだったんだもん」

　唯は笑った。あの時のことを思い出して、にっこりと。

「アタシ、誰にも告白されたことなかった。小学生の頃から、モテていろんな人に告白されている女の子が羨ましかった……だって、アタシには男子が見向きもしないんだもん」

「でも君は、俺にモテたかったわけじゃないんだろう？　違うかい？」

「……どうして？」

　空は暗い。風はひんやりとして、冬の訪れを感じる。

「誰彼構わずモテたって、嬉しいことなんか一つもないよ。たった一人、大切な人に振り向いてもらえなければ」

「……」

「そしてそれは、俺ではなかった。違うかい？」

「……」

　なんて言葉を返せばいいだろう。はい？　いいえ？

「……アタシより、いい女、たくさんいるよ」

　言ってすぐ、後悔した。

　一番言ってはいけない言葉を、口にしたような気がした。

「俺の中で一番いい女だと思ったから、告白したんだよ」

「アタシの、どこがいいの……？」

「君ほど、はっきり自分の中の正義を貫こうとする人はいないよ。それって凄いことだと思う。人は現実を前にすると、ほとんどの人がその状況に順応して、正義と悪を曖昧にするんだよ。例えば、大切な人を殺されたら犯人を殺すことは正義なんじゃないかと錯覚するんだ。それが世間でいう悪だったとしても。でも君は、違う」

「アタシはそこまで凄い人間じゃない」

「君は君が思う以上に凄い人間だよ。絶対」




「だって！　アタシは好きな人がいるのに！　佐さ藤とう先生と付き合ったんだから！」




　唯ゆいは叫んだ。

　言ってしまった……。もう、後には引けない。

「……誰が好きなんだい？」

「言えない」

「どうして？」

「アタシの『好き』は、一生口にしないって決めたの」

「なんで？」

「アタシの『好き』は────誰も幸せにしないから」

　唯が何度も悩んで、出した答え。

　自分の想いは、絶対に口にしない。それが、お互いのためにもいいのだ。

「……君にとって俺は、ただ寂しさを紛らわせるだけの、道具だったわけだ」

「……」

「そっか」

「……ごめんなさい」

　佐さ藤とう先生は、フェンスから体を持ち上げると、唯ゆいに詰め寄った。

「許せないな」

「……」

「君は、俺の気持ちを弄もてあそんだんだな？」

「ごめんなさい」

「俺は、こんなにも真剣だったのに！」

「ご、ごめんな……」

「謝って済むと思うなよ！　自分の身勝手さを分かってるのか！」

「ごめんなさい！」

　佐藤先生は、唯を追い詰めた。気迫に押されそうになる。恐怖で、体が動かない。

　でも自分は、昔から肇はじめのことだけが好きだったから。

　告白されたことでちょっと心が舞い上がって、流されるように付き合ってはしまったけれど、心の底から愛している人は佐藤先生ではないから。

　自分でも分かっていた。自分がしていることの愚かさが。けれど、浅あさ井いにバレるまで、この関係を続けてしまった。

　自分はバカだ。だから、責められても仕方ないのだ。

「……アタシが悪いの。全部。だから、先生になにを言われても、反論できないの」

「君の我わが儘ままに俺は付き合ったんだ。だから今度は、俺の我儘を聞け」

「我儘？」

「俺のために交際を続けろ。俺以外の男のことは忘れろ！」

「それはできません」

「なんでだっ！」

「……ごめんなさいっ」

　唯は、走って屋上の扉を開き、逃げる。怖かった。佐藤先生という存在が、恐怖でしかなかった。あの怒りに満ちた表情を見てしまったら、今までの優しかった先生の記憶が、一瞬で消えてしまった。

　怖い。怖い。怖い。

　だが、自業自得なのだ。

　他の人に話したら、みんながそう言うに決まっている。

（誰にも……相談できない）

　そこで、立ち止まった。

　ある人の、言葉を思い出したから。

『いざとなったら、僕が守るよ』

　本当に？　本当に守ってくれるの？

　本当に────？
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「ねえねえ。悠ゆう馬ま、ゲームしない？」

　弁当を食べ終わって、明あ日す香かはうふふ……と笑顔で提案してきた。

　ちなみに、今日は劇のリハーサルがあるということもあり、悠馬はいつも通りの服装だが、明日香はいつものもっさりヘアを束ねて化粧もばっちり決めている。

「どんなゲーム？」

「あっちむいてほい」

「……なんでそんなゲームがしたいの」

「いいから～やろ～」

　こうやって強引にゲームに誘う感じ。嫌な予感しかしない。

　でも、断ってもやるまで強引に誘い続ける。それが明日香の特性だ。

「負けた時の罰ゲームは？」

「んー。なんでもいいよ？」

　なんだ。罰ゲームで変なことをするんだとばかり思っていた。

「じゃあ、デコピンで」

「うん！　じゃあいくよ？」

　明日香は恍こう惚こつな表情で悠馬を見る。

（う～ん嫌な予感しかしない）

「じゃんけんぽん！」

　明日香はチョキ。悠馬はグー。

「あっちむいてほい」

　悠馬は上を指す。対する明日香は俯うつむく。

「じゃんけんぽん！」

　明日香はチョキ。悠馬はパー。

「あっちむいて～」

　明日香はじらす。そして言った。

「ちゅっ！」

　悠馬は右に向く。

　明日香は右手をおろし、その悠馬の左頰ほおに、キスをした。





[image: ]





「はぁああああああああああああああああああああああ!?」

　悠ゆう馬まは絶叫。隣にいたメイと遠とお月つきと唐から沢さわは目がテンになっている。

「だって～悠馬がほっぺ差し出すから～キスしろってことかなって～」

　くねくね動きながら、明あ日す香かは唇を尖とがらせる。

「いやっ。ここどこだと思ってんの!?　いやそもそも！」

　悠馬は、唐沢を見る。

「ああ……うん。いいんじゃない？」

　唐沢はドン引いてる。

「なんでそんなに浅あさ井いっちがいいの……」

　メイは首を傾げている。

「イチャつき方が子どもだな」

　遠月は不愉快そうに顔を顰しかめている。

　だが、明日香は周囲の目などなんのその。明日香は悠馬の耳元で、囁ささやいた。

「あ、あとね～。私、独自に佐さ藤とう先生について調べちゃいました～」

「え？」

「聞きたい？」

　明日香はにっこりと微笑む。

　悠ゆう馬まは身を乗り出した。

「教えてくれ。なに調べたんだ？」

「ふふふ～。名探偵明あ日す香かちゃん、こんな噂うわさを手に入れちゃいました～」

　明日香は、耳元で続けた。

「うちらの二個上の高三の先輩と、佐さ藤とう先生が昔付き合ってたって噂。その子、まさかの転校をしてる。で、その子が親友に漏らしていたのが、佐藤先生は相当な粘着気質で、束縛しいだってこと。高三の先輩は疲れ切っていたみたいだよ。で、なかなか別れてくれないから、佐藤先生の裸の写真撮りまくって、ネットに広めるって脅して、別れたみたい」

「なんだよ……それ。どこで手に入れた情報だよ」

「ネットでしか喋しやべったことないこの学校の三年生の人～。私のＴｗｉｔｔｅｒフォローしてきて、自己紹介文の学校が同じだったからＤＭで話しかけたの。そしたら意気投合してっ。色々情報教えてくれるんだよね！」

　佐藤先生が、粘着質？　束縛？

　でも、そんな感じもする。別れるって言ったって、そう簡単には別れさせてくれなさそうな……。

　じゃあ、唯ゆいは？　確か、一緒に写っている写真を学校に広められたら困るんじゃないかと脅されていたんじゃなかったか？　別れたと唯は言っているけれど、佐藤先生が諦めていなかったとしたら？

「みんな～ご飯食べ終わっちゃった？　ヤバいヤバい休み時間あと何分？」

　そんな時、唯が慌てた様子で講堂に戻ってきた。今までどこに行っていたのだろう。ざっと二十分は席を外していた。

「早く食べなきゃ！」

　持ってきたおにぎりをはむっと頰ほお張ばる。

「みなさーん。休憩終了です！　リハーサルしましょう！」

「ええええ……」

　唯はおにぎりを口に入れられるだけ入れている。そんなに急ぐなら、食べてから外に出れば良かったのに。

　悠馬たちは立ち上がり、舞台に向かっていく。

「唯！　行こ！」

「待って……」

　メイと唯も、ようやく舞台へと、向かっていった。







　そして、リハーサルも終わり、八時。この時刻で、１‐Ａは準備終了。帰宅することになった。

「浅あさ井い！」

「ん？」

「ちょっと、アンタに話があるの。残ってくれない？」

「はぁ。いいけど」

　悠ゆう馬まは、明あ日す香かに「先に帰っててくれ」と話す。明日香はむ～と渋い顔をしたが、疲れたのかそのまま帰っていった。

「どこで話す？」

　悠馬が聞くと、唯ゆいは言った。

「やっぱ屋上かな。人がいないところってそのくらいだし」

「分かった」

　二人は、屋上へ向かって、歩いていった。
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「で？　話って？」

　屋上に着く。本当に誰もいない。今日は九時まで多くの生徒が残っているから、きっと人がいないのは本当に屋上だけなのだろう。

　唯は言った。

「佐さ藤とう先生と、さっき話してたんだ」

「休憩時間中？」

　唯は頷うなずく。

「そう。別れたけど、やっぱ呼び出されると負い目感じちゃって、会っちゃうんだよね」

　先ほど明日香から聞いてしまった、佐藤先生に関する話。

　気になって、話を続ける。

「なに話したの？」

「うーん。ほとんど懺ざん悔げ？　あなたのことは最初から好きじゃなかったから、振っちゃいましたーみたいな」

「本人に言っちゃったのか。ダメージでかいぞそれ」

　唯は、頰ほおを搔かきながら視線を落とす。

「なんか、勢いで言っちゃったんだよね。はは」

「話ってそれ？」

「それもあるけど。お願いがあるの」

「お願い？」

「うん」

　唯ゆいは、頷うなずいてから、目も合わせずに言った。




「劇で、キスシーンあるっしょ？　あの時……本当にキスしてほしいの」




「…………は？」

　悠ゆう馬まは頭が真っ白になる。血の気が、さーっと引いていく。

　唯は、なにを言っているんだ？

「佐さ藤とう先生に、アンタと付き合っているって思われたいの」

「なんで？」

「そしたら、佐藤先生も諦めてくれるかなって……」

　唯はスカートの裾をぎゅっと握りしめてもじもじと動く。

　悠馬は、ため息を漏らした。

「荒あら川かわさんさ……いくら初めての恋人だからって、迷走しすぎでしょ」

「なっ！　なんで初めてって知ってるのよ！」

「分かるよ。そこまで迷走してたらさ！」

「迷走ってどこが！」

「キスしろとか、全部！　恋人のフリしろとか！」

「じゃあどうしたらいいのよ！」

　唯の発言に、呆あきれかえる悠馬。

「あのさあ……なんで日ごろはあんなに白黒はっきりモノ言ってるくせに、恋愛になるとややこしいことするの？」

「ややこしいこと？」

「自分の目の前の課題を放って、佐藤先生に告白されたら流されるように付き合ったり。バカなの？」

　唯は遠とお月つきが好きなのに、彼とどうやって付き合うかを考える前に、佐藤先生と付き合ってしまっている。そしてやっぱり好きじゃないからとすぐ別れて────今、困っている。

　自業自得というやつだ。加えて自分と付き合っていることにしてくれ？　バカなのか。

「ばっ、バカじゃないわよ！」

　ぷんぷんと怒る唯。しかし、いつもの元気の良さはあまり感じられない。

「多分だけどさ……すべての男は、好きな女に彼氏がいるってことが分かったからって『はいそうですか』って諦められるわけじゃねーんだよ」

　現に悠馬は、唯に好きな人がいるからといって唯への恋心を忘れたわけではない。

「しかも佐さ藤とう先生とは短いとはいえ付き合っていたんだぞ？　別れた傷が癒えていない元カノの今カレ見せつけられたら、悲しみ通り越して苛いら立だちと憎しみが湧き出てくるに決まってるだろ」

「だったら、どうすれば佐藤先生は諦めてくれるのよ」

「それは……」

　佐藤先生の噂うわさが本当なら、かなりの粘着質。簡単に諦めてくれはしないだろうが……。

「とりあえず、様子見……かな。現状を把握しきれてないし……」

「アタシには時間がないの！」

「時間？　どうして？」

「そ、それは……」

　唯ゆいは目を伏せる。

　様子が、なんだか変だ。

「なに？　脅されたの？」

「そんなんじゃ、ないけど……」

「本当に？」

「……」

　唯は、黙ってしまう。

「なにがあったんだ？　最初から話してみろよ」

「……無理」

　俯うつむいたまま、唯は呟つぶやいた。

「え？」

「やっぱり言えない。相談なんかできない」

「おいおい。ここまで言っておいてそれは」

　唯は叫んだ。

「だって！　浅あさ井い、アタシのこと守るって言ってくれたのに、キスできないんでしょう？　恋人のフリできないんでしょう？　なにもできないんでしょう！」

「そりゃあ！　事情が分からないんだからそんなことできるかよ！」

　途と端たん、唯はしゅんとして、小声で言った。

「もういい。本当に……大丈夫だから」

「大丈夫ならどうしてそんなに不安そうなんだよ」

　すると、唯は顔を上げて、作り笑いを浮かべた。

　とてつもなくぎこちない笑みで、悠ゆう馬まを見る。

「今までのこと……全部忘れてっ。明日キスしたら怒るから！　じゃっ！」

「待てよ！」

　唯ゆいの腕を摑つかむ。

　しかし、唯は悠ゆう馬まの手をもう一方の腕で摑んで、引ひき剝はがした。

「浅あさ井い」

「？」

　唯は、にっこり笑って、言ったんだ。




「なんでもないの！」




「……」

　唯は、走って屋上を去っていく。

　一人取り残された悠馬は、不安に駆られた。

　だって、その言葉は。その言葉は、かつて聞いたことがあったから。

「荒あら川かわさん……？」

　唯は誰よりも、その言葉が嫌いだったんじゃないのか？

　その言葉に、安心した自分を、悔やんでいたんじゃないのか？

　だってその言葉は。




　かつての親友、薫かおるさんがいなくなる前に、口にした言葉だろう────？




　…………文化祭まで、あと半日。
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　次の日。

　とうとう、その日がやってきた。

「文化祭だー！」

　正門にアーチがかかり、窓にはマスキングテープで部活動や催し物の名前が貼ってある。校庭には屋台が並び、生徒たちが一生懸命準備をしている。他校の生徒や、保護者も来ていて、学校は大勢の人で賑にぎわっていた。

「劇が終わったら、みんなで文化祭回ろうぜ！　サッカー部の当番午後二時からだから少し暇な時間あるし！」

「私は悠馬と二人で回りたいです」

「今年はみんなで回ろうぜー？　児こ玉だまさん」

　なんだか、唐から沢さわと明あ日す香かがすっかり仲良くなっていた。そのことに、悠馬は驚く。

「貴方たち、メイド喫茶とか行くんでしょ？」

「文化祭っつったらそうだよなー」

「私は文芸部とか漫画研究会とか回りたいんです！」

　すると、唯ゆいが話しかけてくる。

「浅あさ井い？」

「ん？　なんだ？」

「なんか、その衣装ウケるなって」

「いや、普通の制服だけど……」

　今日は劇の衣装をみんな身にまとっている。今回は学園物のため、みんな制服なのだが、ヒーローの悠ゆう馬まは唐から沢さわから借りたベージュのカーディガンを身にまとっていた。そして、髪をワックスで持ち上げている。

「うちってブレザーの学校だけどさ、アンタ、ベージュのカーディガンなんて着ないじゃん」

　一方、唯はウィッグを被っていて、いつもの金髪ではなく、今日は黒髪だ。化粧も今日はメイにしてもらったらしく、ナチュラルメイク。制服もきっちりと着こなし、スカートの丈もいつもよりずっと長い膝上だ。

「あー。まず着ないなあ。紺だないつも」

「なんで？　ベージュの方が良いじゃん」

「そうなの？　なんかチャラく見えるから敬遠してたんだよなあ」

「えーいいじゃん。チャラく見えたって」

「あんま外見で目立ちたくないってだけ」

　すると、唯は悠馬の顔をじっと見る。なんだなんだ？　と思っていると、唯はスッと、悠馬の顔から眼鏡を外した。

「眼鏡だって、取ったらカッコいいのに」

「……」

　実は、今日はメイに言われ、コンタクトを持参していた。だから眼鏡は外すつもりだったのだが、唯にそう言われるとなんだか恥ずかしい。

　しかも、唯は恥ずかしげもなく、言った。

「アンタ、眼鏡外したら……イケメンだよ？」

「……」

　好きな人に、イケメンと言われる。この上なく嬉うれしいことだが、同時に死ぬほど恥ずかしい。

　ずっと、クラスメイトからは気持ち悪がられていた。それでいいと思っていた。

　けれど唯に出会った。

　唯ゆいに出会って、少しだけ、考えが変わった。

「あのさ。一週間前にアンタが、アタシに言ったこと覚えてる？」

「え？」

「応援したい人がいるって話。あれさ……もしかして」

「あー。その話ね」

　悠ゆう馬まは、小さく笑った。

　そして、口を開いた。

「その話は、劇が終わったら、するよ」





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　十時四十五分。

　劇の開始時間十一時が刻一刻と迫っている。現在のクラスメイトはみんな、観客がどれほど集まったかに興味が注がれているようだった。

「めっちゃ人来てんじゃん」

「ほとんど知り合いなのがウケるけど」

「まあ文化祭なんて身内で面白がるもんだしさ」

　講堂の椅子の前方には、制服姿の同級生がたくさん集まっている。後ろの方に保護者もいた。講堂の椅子は、半分以上すでに埋まっている。大盛況だ。

「ねえ。荒あら川かわさん、どこかな？」

　クラスメイトの一人が、きょろきょろとあたりを見渡し、唯を探している。

「え？　いないの？」

「噓うそでしょ？　開始十五分前だよ？」

　そう言えば、自分の準備に忙しくて、唯がどこに行ったか気に留めていなかった。

「荒川さん……？」

　悠馬も、不安になる。

　クラスメイトが言った。

「逃げた、とかじゃないよね？」

　メイは、必死に否定する。

「いや、唯に逃げる理由なんてないじゃん！」

　悠馬も言う。

「そうだよ。荒川さんが劇をすっぽかすわけがない」

「じゃあどこ行ったの？　誰か知ってる？」

「トイレじゃないの？」

　遠とお月つきが言った。確かに、その線が一番現実味がある。

「探してくる！」

　クラスメイトが探しに駆け出していく。

　悠ゆう馬まは、そこで一つの不安がよぎった。

（荒あら川かわさんは、佐さ藤とう先生となんらかのトラブルがあったんじゃないか……？）

　昨日の唯ゆいの態度は、明らかに不自然だった。なにかに追い詰められたような表情をしていて。

　十一時から劇が始まることを、佐藤先生が知っていたとしたら。なんらかの妨害をして、脅しをかけているのかも……。

「僕も探してくる！」

　悠馬は立ち上がった。しかし、みんなに止められる。

「待ってよ！　ヒーローいなくなったら劇できないじゃん！」

　だが、唯は佐藤先生と会っているかもしれない、という事実をクラスの人に言ったら、なぜ？　という話になる。そうなれば、唯と佐藤先生の関係性を怪しむ人が出てきてもおかしくない。

　自分しかいないのだ。彼女を探しに行けるのは。

「そもそも！　ヒロインの語りから劇は始まるんだから、荒川さんがいなきゃ劇できないじゃん！」

「でもっ……」

「行こうぜ。探しに」

「唐から沢さわ……」

　唐沢が、悠馬に助け舟を出した。

「俺たちも行く。みんなで唯を探そうぜ」

「そんなっ。主要メンバーみんないなくなるつもり？」

　すると、遠月は言った。

「大丈夫。十五分後、全員がここに集まります。もちろん……唯もね」

　クラスメイトは、当初渋っていたが、遠月の言葉で意見が一致したようだった。

「じゃあ、十五分後、必ず戻ってきてね！」

「おう！」

　そうして、悠馬、唐沢、遠月、メイは走り出す。

　唯を、迎えにいくために。
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　唯ゆいは、まだ佐さ藤とう先生と一緒にいる線が一番濃い。

　となると、唯を探すより佐藤先生を探した方が早いだろう。

　悠ゆう馬まは一階の教員室に走って向かうと、適当に近くにいた橋はし本もと先生に話しかける。

「あの。佐藤先生いませんか？」

　橋本先生は、教員室を見渡す。

「いませんねー。佐藤先生は部活顧問持ってないから、クラスの出し物に付き合ってるのかもしれません」

「佐藤先生のクラスって？」

「２‐Ｂですね」

「ありがとうございます」

　それだけ聞ければ、上出来だ。

　悠馬は二年生の教室のある三階まで上がる。そして、Ｂ組の教室の前に着くと、思い切って廊下で呼び込みをしていた三人組の上級生に話しかけた。どうやら、２‐Ｂはお化け屋敷をやっているようだ。

「あの！　佐藤先生はどこにいるか、知りませんか？」

　息を切らしながら尋ねる悠馬に、上級生の女性は言った。

「そういや見てないなあ。どこ行ったんだろ？」

「なんか、ちょっと用があるとか言ってどっか行ったよ？」

「ねえ。あれ！」

　上級生の一人が、廊下の窓を指さす。

　悠馬は、窓に近寄って指さす方を見た。

「なになに？」

「屋上にいるよ！　さとー！」

　確かに、あのスーツ姿は佐藤先生だ。間違いない。

「分かりました！　ありがとうございます」

　悠馬は、屋上に向かって走り出す。

（荒あら川かわさん……！）

　五階まで一気に上がり、屋上の扉に手をかける。

　勢いよく、悠馬は扉を開けた。

「君の我わが儘ままに散々付き合ったんだ！　今度は俺の我儘を聞け！」

「それは……」

　佐藤先生が、怒っていた。誰に怒っているかは、すぐに分かる。

　黒髪の唯が、屋上のフェンスの前に、立っていた。彼女の目の前に、佐藤先生がいる。

　佐藤先生は扉から背中を向けていて、悠馬が来たことに気づいていないようだった。

　悠ゆう馬まは、叫んだ。

「荒あら川かわさん！」

「浅あさ井い？」

　ようやく、佐さ藤とう先生が悠馬の存在に気づく。

「なんの用だ。俺たちは今取り込み中なんだ。生徒はあっちに行ってなさい」

「いや。こっちだって劇の本番十分前なんだよ」

　悠馬も引き下がらない。

　すると、佐藤先生は言った。

「ふん。だからさっきから言っているだろう。劇に出たかったら、俺の提案を吞のんでもらおうか」

「はぁ？」

　悠馬はブチ切れそうになる。

「俺とヨリを戻してくれるなら、行ってもいいよ。クラスのみんなも待ってる。クラスのみんなのためにも、もう一度やり直そう」

「なに言ってんですか。そんなの脅しじゃないですか」

「浅井っ」

　悠馬がキレるが、唯ゆいはぶんぶんと首を横に振る。

　そして、唯は佐藤先生に向かって、謝るように言った。

「いいですよ。アタシ、佐藤先生ともう一度やり直します。だから……」

「なに言ってんの？」

「浅井は黙ってて」

　この状況で、黙っていられるわけがない。

「最初から、そう言えば良かったんだよ。女は黙って男の言うこと聞いてればいいんだ」

　佐藤先生は、唯のウィッグを引っ張って取ると、綺き麗れいな金髪を強引に引っ張った。

「これからは俺の言うことを聞け。とりあえずこの薄汚い金髪を茶髪にしろ。あといつも着てるカーディガン、あれも買いなおせ。それと……」

　むかつくうううううううううううううううう！

　悠馬は、怒りがピークに達し、叫んだ。

「佐藤先生！　アンタ大人のくせに器小さいな！」

「うるせーな」

「フラれたからって、自分の思い通りにならないからって、脅していいのかよ！　怖がらせていいのかよ！」

「っ」

　佐藤先生は、唇を嚙かむ。

　悠ゆう馬まは畳みかけるように言った。

「好きな人なんだから、不幸にするなよ！　どうせ写真とかで脅してんだろ？　つっまんねー男！　女が裸の写真突き出されたらみんな黙って言うこと聞くと思ってるなんてばっかじゃねーのこの野郎！」

「いや……裸の写真は撮られてないって」

「脅されてんなら一緒！　やられてることは一緒！」

　佐さ藤とう先生は、悠馬を睨にらみつけた。

「浅あさ井い……だったよな。なんで唯ゆいの味方するんだ？　あ？　もしかして、唯のことが好きなのか？」

「ああそうだよ！　悪いか！」

「浅井……」

　唯は、恐怖からか、泣きそうになる。

　今、泣いたらダメだ。劇はこれから始まるのだから。目元が腫れた顔で舞台に立たせるものか。

　ここは、最終手段を、使うしかない。

「なあ佐藤先生。リベンジポルノ……って、知ってます？」

「？」

「アンタに恨みがある女、案外たくさんいるんだな～。良かったよ。あらかじめこういうことがあった時のために調べておいて。僕、ネットのエロ画像検索する腕は超一流なんですよ」

「……」

　悠馬はスマホの画像の中から、一枚の写真を出した。

　明あ日す香かから佐藤先生は粘着質で、束縛が激しいと聞いた時、まさかと思って調べておいたもの。

　綺き麗れいな別れ方をしなかった時、相手は元恋人に復ふく讐しゆうをする。

　リベンジポルノ。

　手に入れた裸の写真は、計四枚。中には全身裸の写真もある。

「これ、佐藤先生ですよね？　あ～あ～下半身も丸出しじゃないですか。いいんですか？　こんな写真学校中に撒まかれて」

　悠馬はスマホを突き出して、佐藤先生を威嚇する。

「……もっと近くで見せろ。なんの写真だ？」

「なんの写真って、アンタの写真だよ！」

　じりじりと、佐藤先生が近づいてくる。

　佐藤先生のあまりの剣幕に、悠馬は体が委縮しそうになる。だが、ここで負けたら、終わりだ。悠ゆう馬まは後ずさりはせず、必死に抵抗する。
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「もっとあるぜ！　アンタ女に恨まれてんなー。今すぐクラスの全体ＬＩＮＥにばら撒まこうか！」

「……っ。アイツ、ばら撒きやがったのか……」

　おそらく、佐さ藤とう先生にも心当たりがあるのだろう。

「アンタの前の女、学校転校したんだってなあ。アンタから離れたくて！　どういう気持ちだ？　好きだった女に逃げられて！　避けられて！　アンタは何一つ変わってない！　そんでこんな裸の写真ネットにばら撒かれてさ！」

「っ」

「大好きだった人に、大嫌いって思われる気持ちって、どんな感情なんだ？　教えてくれよ先生！」

「うっさいな……クラスでもド底辺の分際で……」

「クラスでド底辺？　それがどうした！　僕はずっとド底辺だよ！　友達だって明あ日す香かしかいない。クラスでは煙たがられる。いないものとして扱われる！　そんなの日常茶飯事だよ。でもな……」

　はっきり言ってやるよ。

　この際だから、言ってやるよ。

　はっきりと、高らかに！




「僕は、荒あら川かわさんに出会って、変わったんだ！」




「浅あさ井い……」

　誰がなにを言おうと、これだけは変わらない。

　俺は変わった！　絶対に！

「新しい友達ができた。ずっと明あ日す香かと二人きりで良いって思ってた僕に！　四人も新しい友達ができた！　しかもそいつら、スゲー良い奴らなんだよ。自分が恥ずかしくなるくらい、良い奴らなんだよ！」

「バカバカしい」

「バカバカしくて結構！　っつーわけで！」

　悠ゆう馬まは走り、荒川さんの腕を摑んだ。

「行くぞ！　荒川さん！」

「えっ」

　佐さ藤とう先生の唯ゆいへの関心が薄くなったところで、ぐいっと彼女の腕を引っ張る。

　しかし、佐藤先生は冷静だ。

「はっ。浅井。お前はなんにも分かっていないな」

「はい？」

「写真なんて、コラだと説明すればいくらでも言い逃れできる！」

「だけど実際、アンタは怯んだ！　ばら撒かれたら困ると思った！　だろ？　だから僕の勝ちだ」

「それはどうかな。いくらでもお前らのことを妨害する方法は──」

「あっ、先生。これから劇の妨害とかしたら、今度こそ正真正銘ちっせー男なんで！　それに、うちのクラスの奴らは、なんでか分からないけどやたら劇に本気なんですよ！　だから、アンタがもし劇の妨害なんてしたら、クラス全員が敵になりますよ！」

「浅井……」

「早く！　もう五分前だ！」

　唯の腕を引っ張って、講堂へと走っていく悠馬。

　唯は、ずっと黙っていた。たくさんの人を避けながら、走っていく。

　すると唯は、言った。

「浅井……なんで、助けてくれるの？　噓吐いてまで」

「噓うそ？」

「アタシのことが好き……って、あれ噓でしょう？」

　どうやら唯ゆいは、悠ゆう馬まの好きという宣言を、この場を収めるための噓という判断を下したらしい。

「それに、リベンジポルノとか言って見せた写真、あれ本物？」

　悠馬は答えた。

「……偽モンだよ。もし本物だったら他の奴がとっくのとうに学校に広めてる。でも、真面目に探せば本物もあるのかもな。昨日の夜ちょっと探したくらいじゃ見つからなかった」

「……」

「まあ、あんなに佐さ藤とう先生が怯むとは思ってなかったけど！　汚い別れ方をして、自分がリベンジポルノされていないとは言い切れなかったんだろうな。不安になって、僕のスマホの写真をきちんと見るために荒あら川かわさんから離れた」

「そんな……」

「でも、まさかこの写真が役に立つとは。荒川さんを守るハッタリくらいにはなると思ってたけど」

「なんで、そんなにアタシのために色々してくれるの？」

「クラスメイトなんだから、当たり前だろ」

「でも、アタシの自業自得じゃん。好きでもないのに付き合って、あの人が言ってたこと間違ってない。アタシ、あの人のこと誑たぶらかしたんだよ」

　そうかもしれない。いや、佐藤先生の気持ちを考えたら、唯は酷いことをしたのだろう。

「そう思うなら、これからは自分の気持ちに噓うそ吐つかなきゃいいだけの話じゃないの？　この経験を糧かてにして、次は正直になればいいだけの話じゃないわけ？」

「……でも」

　悠馬は言った。

「誰だって失敗するだろ。恋愛なんて特に。失敗しなかったら、みんな付き合って一人目の人で結婚してるっつーの」

「そうだけど」

「ニュース見てみろよ。毎日誰か離婚してんじゃん。友達見てみろよ。しょっちゅう笑って別れたって話してるじゃん。自分だけじゃないんだよ。失敗してるのは自分だけって思ってんのかもしれないけど」

　悠馬は、持論を言った。

「よくドラマの世界ではさ、運命の恋とかやってるけど！　あんな劇的な恋してるのは本当に少数だよ。この世のほとんどの恋は、苦い記憶になんの。多分！　僕はニュースを考察して、そういう結論に至った！」

　唯ゆいは、小さく、頷うなずく。

「……うん」

「だから、次は、正直になれよ。絶対に！　絶対に正直になれよ！」

「……うん」

　講堂に、到着する。裏口を通って、みんなのいる舞台袖に唯を連れていく。

「あ！　荒あら川かわさん！」

「見つかった！　荒川さん見つかったよ！」

「みんな電話！　電話して！」

　みんなは、ホッとしたのか、わあっと歓声が上がる。

　悠ゆう馬まは言った。

「開始まであと三分だよ。荒川さん、準備！」

「浅あさ井い……」

「今は、劇に集中しろ。劇、成功させたいんだろ？　石いし田ださんのために」

「うん……！」

　唯は、泣きそうに顔をくしゃっとして、首を横に振る。目を瞑つぶり、そして、開いた。

　途と端たん、唯の表情は凜り々りしくなった。どうやら、劇の本番が近づいたことで、集中力を高めているようだ。

（凄いな……女優魂ってやつか）

　誰もが、唯の演技に期待している。緊張が、最高潮に達した。




　ブ────────。




　劇の、幕が上がる。

　唯は、舞台の中心で、演技を始めた。

「『私は妖怪。そう呼ばれている。友達なんて一人もできないし、まともに人と話せたこともほとんどない』」

　何度も練習した、この劇。

「頑張れよな」

　小声で唐から沢さわが声援を送る。

　入いる間まを演じる悠馬は、舞台に上がった。

「『大丈夫？』」

「『……入間、くん？』」

「『怪我してる。保健室行かないと』」

「『あ、そのハンカチ……汚れちゃう』」

「『いいんだよ。ハンカチは汚れるためにあるんだから』」

　悠ゆう馬まは、ふと、唯ゆいにハンカチを渡されたあの日のことを思い出した。

　思えばすべて、あそこから始まったんじゃないか……？

　君に出会ってからたくさんのことがあった。本当に、たくさんのことが。

（僕は、変わった）

　唯と出会って、自分は変わった。

　それだけは、変わりようのない────真実だ。

「ここまでうまくいってるよ……！　小道具変更！　動いて！」

　メイの一言でさっと、裏方が小道具を持っていく。そして、場面は学校の教室へと転換。

「『おはよう。斎さい藤とうさん』」

「『お、おはよう。入いる間まくん』」

「『おはよー斎藤さん！　俺の名前、憶えてる？』」

「『はい。悠ゆう木きくんですよね』」

「『あっ。邪魔しちゃったな、二人のこと。仲良くなー』」

　悠木役を演じる唐から沢さわもなんとか劇には間に合ったようで、舞台に登場する。

　それから、沼ぬま田た役を演じる明あ日す香かの登場だ。

　明日香は学校に、化粧をしてきた。今日はさすがに下着をつけているが、髪を結わき、大人びた顔を隠したりはしない。いつものビンテージ風の眼鏡も外し、まるで女優のようだ。

「『なんだよ～アンタ。最近入間と仲良くしやがって。妖怪のくせに！』」

　沼田の登場に怯ひるんだ斎藤は、入間と距離を置くようになる。

「うまくできたかな？　沼田役！　うふふっ」

　沼田役の明日香と入れ替わりで、悠馬は舞台に上がる。

「『入間くん。私……もう入間くんとお話しすることは、できない』」

「『どうして？　俺……やっと斎藤さんと仲良くなれて、嬉うれしかったのに！』」

「『なんで？　なんで私にそんなに優しくしてくれるの……？　私、妖怪なんだよ？　クラスのみんなから、妖怪って呼ばれてるんだよ？』」

「『だからなに？　俺は……知ってるんだ。毎日放課後に、誰よりも一生懸命に勉強している姿とか、怪我をした猫を見つけたら、野良猫であろうと病院に連れていってあげる姿とか……何事にも一生懸命で、誰に対しても優しくて、そんな……そんな斎藤さんの姿に、俺はっ』」

「『ダメ……！　それ以上言わないでっ。それ以上言われたら、私……！　入間くんのこと、忘れられなくなっちゃうから！』」

「『忘れないでいい！　ていうか、忘れないで！』」

「『きゃっ』」

　入いる間まは、斎さい藤とうを抱きしめる。強く、強く、抱きしめる。

　そして、キスをする。あくまで、フリだけれど。

　観客の生徒が、キャアアアアアアっと声を上げた。

　ちゃんと、キスしているように見えているだろうか。

　そのまま、悠ゆう馬まは舞台袖に戻る。

「入間役お疲れ様！　ここから西にし谷たにの番だよ！　小道具変更！」

　小道具が裏方によって変更され、図書室のシーン。

　変わって、西谷役を演じる遠とお月つきの登場だ。

「『斎藤さん、俺のこと、誰か分かる？』」

「『分かります。同じクラスの、西谷和かず樹きくん、ですよね？』」

「『おっ。下の名前まで覚えてくれてたんだ？　で、突然なんだけど、俺に勉強教えてくんない？』」

　西谷が現れると、観客が「かっこいいー！」と叫び出す。どうやら西谷を演じる遠月のファンがたくさんいるようで、遠月の写真を貼ったうちわを持っている人までいた。

「『俺、斎藤さんのこと……好きだなー。なんちって』」

「『え……でも、私には入間くんがっ』」

「『付き合ってんの？　入間と』」

「『そういう、わけではないですけど』」

「『遊ばれてるだけかもよ？　入間モテるから』」

「『……』」

「お疲れ！　入間、出て！」

　シーンが変わり、学校の廊下で入間と斎藤の会話になる。

「『ねえ、最近、西谷と仲いいんだね。斎藤さん』」

「『そんな、でもないよ？』」

「『俺じゃ、ダメなのか……？』」

「『え？』」

「『いや、なんでもない。なにも言ってないから』」

　話は進んでいき、入間と西谷の直接対決に話は変わっていく。

「『ねえ、斎藤さん。俺か西谷か、どっちか選んで。花火大会、俺は待ってるから』」

　西谷も言った。

「『俺と行きたいだろ？　ははっ。入間と行くとか、言うんじゃないだろうな？』」

「『私……どうすればいいの？　入間くんのことも、西谷くんのことも、どっちも大切で……私ってなんて悪い女なんだろう。どちらかを選ぶなんて、そんなことできないの。本当に、最低な女』」

　そこで、斎さい藤とうの友人らしき人物石いし井いの登場。

「『麻ま里り！　どっちか選びな！　選べないなんて、それこそ最低な女だよ！　二人の想いに応えなきゃ！　二人が勇気を振り絞って、告白してくれたんだよ？　花火大会だって、待ってくれてる。たとえ二人のうちどちらかの想いに応えられないとしても、それが礼儀だよ！』」

「『私……私は……！』」

「オッケー！　順調だよ……今まで失敗ナシ！　小道具、月出して！」

　花火大会の日になって、斎藤は走り出す。

「『西にし谷たにくん！』」

　西谷を前にして、斎藤は言った。

「『私っ！　やっぱり貴方の想いには応えられない！　私、やっぱり忘れられないの。入いる間まくんに、初めて話しかけられた時のこと。誰にも話しかけてもらえなかった私のことを、クラスの仲間として迎え入れてくれた。入間くんのおかげで、教室でも馴な染じめるようになって、それで……』」

「『全部言うんじゃねーよ。ははっ』」

「『え……』」

「『敗北感で押しつぶされそうになるだろ？』」

「『西谷くん……』」

「『最後。これが、最後だから』」

　西谷は、斎藤を抱きしめた。

「『早く行ってやれよ、入間のとこ。花火、始まっちゃうぜ？』」

　西谷に言われ、斎藤はまた走り出す。

「『はぁ……はぁ……はぁ』」

　裏方がここで、花火が上がる音声を流す。それから、背景が、夜空に花火が上がっているものに変更される。

「『私……私っ』」

「入間、泣いても笑っても、これが最後だよ！　頑張ってね！」

　メイの一言に、悠ゆう馬まは笑顔で頷うなずいた。

　そして、舞台に現れた入間のいる場所に到着した斎藤は、言った。

「『入間くん！』」

　入間は言った。

「『もう、来ないんだと思ってた』」

「『ごめんなさい……私……』」

　入いる間まは、また、斎さい藤とうを強く抱きしめた。

「『おかえり。麻ま里り』」

　強く、強く。

　もう二度と、彼女を────唯ゆいを、抱きしめる日は来ないだろうと、思いながら。

　きっとこの恋は、叶かなうことはないのだろうと思いながら。

　そして、最後のキスシーン。

（キス…………か）

　ふわっと、顔が熱くなる。頭がジンジンとして、苦しい。

　こんなにも近くに唯を感じることができる日は、もう二度と来ないかもしれない。

　彼女に触れることも、ましてや、キスすることなんて。

　自分の想いが、溢あふれ出でてくる。堰せき止とめていた想いの、箍たがが外れる。

　今しかない。

　多分、一生で、今しかないんだ。

　彼女を近くに感じることができるのは。

　今なんだ。

　今。

　今。

　今。

　悠ゆう馬まは……。




　唯の唇に、自分の唇を重ねた。




「……！」

　本当に、一瞬だ。おそらく、観客はフリだと思っているだろう。そしておそらく、クラスメイトも。いつも練習では顔の横に向けてキスしていたが、今回はわざと観客席からは後頭部しか見えないようにした。

　彼女の唇は、柔らかかった。本当に、ただそれに尽きるのだ。もっと、キスっていろんな感想が浮かぶのかもしれないけれど。今は、これしか感じない。

　胸が、いっぱいなんだ。心臓の鼓動も激しい。

　唯の目は大きく見開いていた。キスされるとは思っていなかったのだろう。

「浅あさ井い……？」

　そのまま劇が終わり、幕が下りる。

　その瞬間、裏方の沢さわ田だが、叫んだ。

「劇、成功ですー！」

　ワアアアアッと、歓声が上がる。

　そして客席からも、

「良かったねー！」

「入いる間まがすんごく良かった！」

「完成度高くない？」

　そんな声が聞こえてくる。

　そして、すぐ傍にいた唯ゆいは、悠ゆう馬まに言った。

「浅あさ井い……」

「なんだ？」

「キス────したでしょ」

　顔を赤くして、恥ずかしそうに口元に力を入れる唯。

　そこで悠馬は、おどけて見せる。

「う～ん。したっけ～？」

「ふざけんなっ」

　バシッ。

　ビンタされた。

「アタシは本気で話してるの！　だから浅井も本気で喋しやべってよ」

「……」

　と言われても、恥ずかしさが先を行ってしまって、言葉で表現するのは難しい。

　でも、ここで謝ったら終わりだ……。

　謝るくらいなら、最初からキスすんな！　という話になる。

「先に荒あら川かわさんが……キスしろって言ったんだよ？」

　佐さ藤とう先生に、悠馬と唯が付き合っていると思われたくて。唯はキスをしてくれと頼んだ。

「でもっ、でもっ！」

　カアアアアアアアアッと、唯は顔を真っ赤にさせる。

「アタシはっ、キスしたら怒るって言ったじゃん！　昨日！」




「でも、僕は後悔してないから」




　ありのままの想いを告げた。すると、唯は恥ずかしそうに俯うつむいた。

「……な、なによ。後悔してないって……。嬉うれしかったんじゃないの？」

「え？」

「後悔してないってどういう意味って！　聞いてるの！　単純に嬉しかったとか、そういうのはないわけって！」

　急に大声を出した唯ゆいに、悠ゆう馬まはしー、と人差し指を立てる。

「じゃあ、荒あら川かわさんは嬉しかった？」

　途と端たん、唯は黙ってしまう。制服のスカートを両手ともでぎゅっと握りしめると、目線をそらした。

「う、嬉しいわけないじゃないっ！　ふざけないで！」

　けれど、どこか満まん更ざらでもない表情で。

「そっか」

　しばらくして、唯は気を取り直し、言った。

「アタシ……浅あさ井いがいなかったら、絶対この劇成功させられなかった」

「まあ、佐さ藤とう先生に捕まってただろうな」

「そうじゃなくて！　浅井が入いる間ま役じゃなかったら、この劇がとても良かったって心から思えるようなものにはならなかったと思う」

「なんだよ、恥ずかしいなあ」

　悠馬は恥ずかしくなって、唯から目をそらす。

　唯は、悠馬の腕を摑つかんだ。そして無理やり悠馬を自分に向かせると、言う。

「あのさ。劇が始まる前に、聞いたこと。もう一回聞くね」

　唯は、言った。

「浅井が応援したい人って、もしかして……」

（あー言いにくいなあ。本人目の前には）

　でも、言わなきゃいけない。

　決めたから。

　悠馬は────自分は、なにがあっても、唯の味方でいようと……決めたから。

「……荒川さんだよ」

　唯は、分かっていたのか……いや、分かっていても、驚いたように目を大きくした。

「どうして……？」

　悠馬は、小さく笑った。

「うーん。それは秘密」

「なにそれ！」

「荒川さんは、告白しないの？　好きな人に」

　唯は、悠馬の腕から手を放すと、腕組みをする。

「……なに？　アタシの好きな人の名前が知りたいからカマかけようってわけ？　言っておくけど、アタシに好きな人はいません！」

「いるくせに」

　唯ゆいは、眉間に皺しわを寄せる。

「……誰よ。言ってみなさいよ」

　悠ゆう馬まは、わざと大きな声で言ってみた。

「遠とお月つき！」

　唯は、瞬間的に顔を真っ赤にして、悠馬の腕を叩たたいた。

「ばかっ！　肇はじめに聞こえたらどうしてくれんの！」

「いや、言えって言ったの荒あら川かわさんじゃん」

「そうだけど！」

　悠馬は唯の反応が面白くて笑う。

　そして言った。

「告白しないの？」

　唯は俯うつむく。

「したって無駄じゃん。肇には好きな人がいるんだよ？」

「それが付き合っていた佐さ藤とう先生を好きじゃないからって振った人の言うことかよ」

「……意地悪」

「佐藤先生の想いを踏みにじってまで、遠月が好きだって想いを貫いたんだろ？」

「……うん」

　唯は、唇にキュッと力を入れる。

「でも、怖い。もしアタシが告白して、肇に距離置かれたらとか。肇に気を遣われて、今までみたいに接してくれなくなったりとか。そういうの、想像するだけで怖い」

「じゃあこのままでいいの？　友達のままで」

「……やだよ。でも勇気がない。絶望的に勇気がない」

「告白したらいいのに」

「話聞いてた？　勇気がないんだってば」

「相手に自分の気持ちを知ってもらうことで、始まる恋もあるかもよ？」

　知らないけれど。でもよくライトノベルには、そういう展開もある。

　キスから始まる恋愛とか、そんなものが。

　唯は、喜び合うクラスメイトたちに目を向ける。

　みんな、劇の成功を喜んでいて。

　そして唯は、悠馬をまた見た。




「いいよね。アンタは、児玉さんっていう恋人がいて」




　……。

　…………ん？

「はぁあああああああああああああああああ？」

　唯ゆいは、悠ゆう馬まが驚いている理由が分からず、首を傾げる。

「なによ。付き合ってるでしょ？　アンタたち。隠せてると思った？」

「いやいや付き合ってないし！　どこ情報だよそれ！」

「付き合ってないのにあんなにベッタベタしてんの？　信じらんないんだけど」

「それは明あ日す香かがっ……」

「でも、これから付き合うでしょ？　アンタも児こ玉だまさんのこと好きなんじゃないの？」

「僕はっ……！」

　荒あら川かわさんのことが────。

　言いかけて、言ってはダメだと思う。

　唯の恋を、応援すると決めたから。ずっとずっと、彼女の味方でいよう……そう、決めたから。

　なのに、唯はそんな悠馬の想いなどつゆ知らず、笑った。

「応援してる。アンタの恋！」

「っ…………」

　確かに、明日香の日ごろの態度を見ていたら、恋人と間違えられて当然である。

　そのことに、おろかにも今まで悠馬は気づいていなかった。

「アタシも、告白しようかなー」

　唯は、大きく伸びをして、言った。

「お、おう。やってみろよ。何事もやってみなきゃ分からないぞ」

「もしかしたらうまくいったりして」

「そうそう」

「うまくいったら、児玉さんとアンタみたいにイチャイチャ見せつけてやるの！」

「そうしろそうしろ！」

「ふふふっ。なんか気分が乗ってきた。この勢いで告白したらイケるかも！」

「やってみろよ。僕は、応援してるからさ」

　唯は、あははっ！　と大きく笑った。

「うん！　アタシ、やってみる！」

「唯ー！」

　メイが大きく手を広げて、唯を呼んでいる。

「メイー！」

　唯は、メイの立つ舞台袖へと走っていく。

　唯ゆいとメイが、抱き合った。嬉うれしそうに、楽しそうに。

「はは……はははは」

　なんでだろう。笑いが止まらない。

　なんでだろう。こんなに心が苦しいのは。

　自分はなにも、選択を間違えていないのに。どうしてこんなにも、こんなにも……胸が、苦しいのだろう。

　唯がいなくなったのを見計らって、明あ日す香かが悠ゆう馬まの隣までやってきた。

「悠馬？」

　綺き麗れいな顔をこちらに向けて、明日香はにっこり笑う。

「明日香……」

　悠馬と目が合って、明日香は笑みを消した。

　彼の異変に、気づいたから。

「悠馬、泣いてるの？」

　そんなはず、なかった。

　泣くようなことは、していない。

　これは嬉うれし涙なみだではない、でも悲しい現実だってない……はずなのに。

「泣いてないよ」

「いや、泣いてるじゃん」

　悠馬は、眼鏡を外す動作をする。そこで、気づく。

（あ……眼鏡、してないんだ）

　そう。唯が、眼鏡をしない方が良いと言ったから。

　唯が────外したから。

「ははは、はは」

　彼女は……本当に。

（────どれだけ僕の心を、かき乱すんだ）

　右手で両目をごしごし擦る。コンタクトの異物感に、目が慣れない。擦ると、目がジンジンと痛む。

　見ると、手の甲が濡ぬれていた。

　それはきっと、気のせいだ。気のせいに、決まっている。

「泣いてないから」

「……」

　明日香は、寂しそうに微笑むと、ギュッと。

　悠馬を、黙って抱きしめた。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　午後五時五十分。

「一年生の劇、良かったよね～」

「私もあんな恋したいわ」

「無理無理ｗｗ」

　悠ゆう馬まは周囲から聞こえてくる劇の感想が、少し嬉しかった。自分の頑張りを評価してもらえる。その達成感は、この上ない。

　劇を行った講堂に戻ると、脱力したクラスメイトたちがいた。

「文化祭が終わったね」

「疲れた～！」

「でも、まだ私たちには、重要な仕事が残ってるかも！」

「なに？」

　すると、矢や野のは言った。

「ＭＶＰ発表だよ！　この反響！　絶賛の嵐！　絶対狙えると思う！」

（ＭＶＰ？）

「つーわけで！　浅あさ井い！　グラウンド行って行って！　ＭＶＰ発表六時だから！　早く！」

「え……」

　クラスメイトたちに引っ張られ、グラウンドに向かう。

　あたりはすっかり暗くなっていて、グラウンドにはたくさんの生徒がすでに集まっていた。

「それでは！　集計した結果を基に……文化祭ＭＶＰを発表いたします！」

　生徒会の女性が、マイク片手に叫んでいる。

「絶対うちら！　絶対うちらだから！」

「本年度ＭＶＰは……一年Ａ組の演劇『彼我の距離は、数センチ』でーす！　拍手ー！」

「キタアアアアアアアアアアアア！」

「早く早く！　浅井！　壇上に上がって！」

「え？　え？」

　悠馬は言われるがまま、壇上に上がる。すると、どこかにいたのだろう唯ゆいも、遅れて壇上に上がった。

　どうやら、悠馬たちの演じた劇は、学校全体の出し物の中で最優秀賞────ＭＶＰを獲ったらしい。

「それでは、ヒロインとヒーローを演じた方にインタビューをしたいと思います！」

　壇上に立つということ自体、初めての経験になる二人。二人とも恥ずかしいのか、俯うつむきがちだ。

　クラスメイトや他学年の生徒、みんなが騒ぎながら二人に注目している。

「今回の劇、練習大変だったと思いますが、その辺どうでした？」

　悠ゆう馬まはなにも答えない。代わりに、唯ゆいが悠馬を睨にらみつけながら答える。

「大変でしたよ、ええ。特に浅あさ井いが全く練習してくれないから……」

「なっ」

　全校生徒の前で自身の怠慢ぶりを露呈されるのは、なんだか嫌だ。

　すると、フォローなのか、唯は続ける。

「まあ、最後は練習にも本気になってくれて。振り返ってみれば、ヒーローは浅井にしか演じられなかったと思います」

　今度は余計に恥ずかしくなってしまう悠馬。

　生徒会の人は言った。

「ヒーローを演じた浅井さんから、ヒロインを演じた荒あら川かわさんになにか感謝の気持ちはありますか？」

　感謝、か。

　してもしきれないけど、言葉がうまく出てこない。

「……ま、まあ、ヒロインが荒川さんで、良かったんじゃないですかね……」

　なんというふんわりとした答え。

　すると、生徒会の女性はにやっと笑って尋ねた。

「お二人は、本当にお付き合いしている、という事実はないのですか？」

「っ！」

　悠馬は完全に固まってしまったが、唯は冷静だ。

「ないですよ。浅井はすでにリア充ですから」

「!?」

　さらっと虚偽の事実を全校生徒の前でぶっちゃける。

　しかし、唯は続けた。

「いいよなー。ねえ、どっちから告白したの？」

「明あ日す香かとは付き合ってない！」

「そういう噓うそ良くないよ？　児こ玉だまさんが傷つくって」

「だから付き合ってないんだってば！」

「ねえ、これからアタシに、恋愛のいろは教えてよ！」

「だから！　付き合ってないんだってばあああああああ！」

　壇上からも見える。

　明あ日す香かがぺこぺこ周囲に頭を下げながら、「あの人、私の旦那なんです～」とクネクネ動きながら紹介しているのが。

　そこ！　噓吐かない！







　そして、ＭＶＰのインタビューが終わり、後夜祭に突入する。悠ゆう馬まは壇上から降りて、グラウンドの隅で唯ゆいと二人きりだった。なぜか、メイたちはＭＶＰ紹介が終わってからどこかに消えてしまい、合流できなかったのだ。

　後夜祭。

　ライトノベル、漫画でよく見る、アレだ。

（……ついにこの時が来た。作戦を実行する！）

　悠馬は、唯に話しかけた。

「荒あら川かわさん」

「なあに？」

　悠馬は、言った。

「この後夜祭では、最後に告白タイムがあるって知ってた？」

「なにそれ！」

　もちろん、噓うそである。そんな時間を学校が用意していたら、とんだ破廉恥学校だ。

　だが、これは作戦の一環。悠馬は続ける。

「最後にキャンプファイヤーがあるだろ？　その時好きな人に一緒に踊りましょう、と告白して成功すると、二人は一生結ばれる……っていう」

「本当に!?」

　食いついてくる唯。

　予想通りの展開だ。

「ああ。だからこれから、遠とお月つきを踊りに誘うぞ」

「ええええ……それ、ハードル高いよ」

　しなしなしな……と力なく肩を落とす唯。諦めるのが早すぎる。

「でも、後夜祭で一緒に踊らないと！　そのジンクスにあやかれないんだぞ！」

　ぶっちゃけ、異性と一緒に踊れるほど親密度が高かったら、告白も自然と成功するだろう、という悠馬の勝手な憶測から話を進めている。

「……じゃ、じゃあ、さ、誘う？」

　悠馬は唯を鼓舞する。

「そうだ。誘うんだ！」

「アタシが、誘うの？」

「おう。頑張れ！」

「……」

　唯ゆいは、黙ってしまう。

　しかし、拳をきゅっと握りしめると、意を決して言った。

「肇はじめ、どこ？」

　そう言えば、どこだろう。

「ＬＩＮＥで聞くんだ」

「その手があった」

　唯はスマホを取り出し、ロックをさっと解除する。そしてＬＩＮＥ画面を出すと、遠とお月つきのＬＩＮＥを開く。

　なんとトークリストの先頭にいた。ということは、しょっちゅうＬＩＮＥをしているに違いない。

（あの遠月としょっちゅうＬＩＮＥしてるなんて、すげー）

　唯は、指をさささっと動かして、なにかを打つ。そして送った。

「なんて送ったんだ？」

「『どこいる？』とだけ」

　すると、すぐに既読がつく。

「あ、返事きた」

　悠ゆう馬まは画面をのぞき込む。

「『なんで？』だって。どうして質問に質問で返すかなあ」

　唯は少し怒っている。

　だが、ささっと指を動かした。

「『用があるの……』と」

　またすぐ既読がつく。

「『今、取り込み中』……なにそれ。本当に取り込み中ならＬＩＮＥの返事なんてすぐできないっての」

「まあ、地道に探す？」

　悠馬の提案に、唯は頷うなずいた。

「うん」

　その時、悠馬の背中をぼふっと、明あ日す香かが抱きしめた。

「ゆーうま！」

「明日香……」

「唯！」

「メイ、明あき人と！」

　行方不明だったメイと唐から沢さわも現れる。

　メイは言った。

「二人でなに話してたの？」

　唯ゆいは答える。

「え？　……いやその、ちょっと肇はじめのこと探してて」

「本当？　ちょうど私たち、肇が面白いことするから二人を誘おうと思ってたの」

「え？　面白いこと？」

　メイは、にんまり笑った。

「いいからいいから。二人とも、ついてきて」

　ぐいっと、メイは唯の腕を引っ張った。

　明あ日す香かは悠ゆう馬まの腕にしがみつき、唐沢もニヤニヤと楽しそうに笑っている。

　メイ、明日香、唐沢の三人は、悠馬と唯をグラウンドから校舎を通って校門まで連れていく。なにか、面白いものを見せようとしているのだろう。

（嫌な予感がするな……）

　悠馬は、不安が頭をよぎる。この感じ……大丈夫だろうか。

　校門に到着すると、そこには遠とお月つきがいた。

　もう来場者は全員帰ったと思っていたが、校門を出たすぐのところに、この学校の生徒ではない女性が立っている。その女性と、遠月は話をしていた。

「肇？」

　唯は、遠月の名前を呼ぶ。

　メイは、横で人差し指を立てて、唯に言った。

「しー！　私たちが見ていることは、肇には内緒なんだから」

　校門の周辺に植えられた木の茂みの中に、五人は隠れる。悠馬は、遠月と一緒にいる女性の顔をよく見た。

（この女性、見たことがある……多分、ダーツバーにいた人だ）

　遠月が働いている、ダーツバー。カウンターから、ドリンクを運んできた人。

　おそらく、ダーツバーの経営者、かおりさん。

　かおりさんは、遠月に言った。

「今日の演劇、良かったわよ。さすが肇っ」

「かおりさんが見ていると思って、頑張りました」

「ふふっ。なにそれ」

（やっぱり。かおりさんだ）

　様々な記憶のピースを、悠馬は一瞬でつなぎ合わせる。

『俺は片思い中だから。本当……早く大人になりたい』

『早く大人になって、大人に相手にされるような男になりたい』

（まずいぞ……そういうことか）

　唯ゆいを一刻も早く、ここから連れ出さないと────。

　しかし、その前に、遠とお月つきは言った。




「俺、かおりさんのこと、諦めてませんから」




「…………え？」

　唯が、硬直したまま、二人を見ている。

　追い打ちをかけるように、遠月は言った。

「俺、かおりさんに認められる男に、必ずなりますから」

　この言葉を聞けば、誰だって分かる。

　遠月が片思いしている女性は、バイト先のかおりさんだったのだ。

　しかしかおりさんは、遠月の愛の告白に、困った表情を浮かべた。

「高校生は、高校生と恋愛するのが一番いいの！　私みたいなのと付き合ったら、あっという間にしわしわのおばあちゃんになっちゃうわよ？」

「そんなことありません」

「肇はじめ。あなたね」

「俺、かおりさんがなにを言ってもっ」

「……私よりいい女なんて、たくさんいるのよ？」

「あっ……」

　その言葉に、唯は顔を強張らせる。

「なんで、そんなこと言うんですか？」

「だって」

「俺が好きな女性は、かおりさんしかいませんから！」

「……」

　かおりさんは、小さく微笑んで、言った。

「……お店、戻らなくちゃ」

「かおりさっ」

　遠月の呼び止め虚しく、かおりさんは背中を向ける。

　カツ、カツ、カツ……。ヒールの音が、遠のいていく。

　悠ゆう馬まは、唯の顔を見ることができなかった。

（なんつー状況見せちゃったんだ……）

　これでは、後夜祭で遠月と唯をくっつける作戦も、全部ぱあだ。

　いや、それ以上に。

（傷ついている、よな）

　だが、そんなことなどつゆ知らず、メイと唐から沢さわは茂みから飛び出して、遠とお月つきに近寄った。

「肇はじめ～よく言えました！　恋はアタックしてなんぼ！　諦めたら試合終了！」

「……なに。見てたの」

　遠月は不機嫌そうに顔を顰しかめる。

　唐沢は親指を立てて言った。

「友達だからな！」

　明あ日す香かも言った。

「告白シーン見ちゃった！　今度イラストにしていい？」

「イラスト？」

「そう。私イラストレーターになるのが夢なの！」

　すると、唯ゆいが茂みから一歩、また一歩と出ていく。

「荒あら川かわさん？」

　悠ゆう馬まが呼びかけるも、唯は止まらない。

　そして、いつも以上に嬉うれしそうな笑みを浮かべて、唯は言ったのだ。

「肇！」

　その元気な声に、遠月が反応する。

「唯」

「本気、なんだね。かおりさんのこと」

「……うん」

　遠月は、強く頷うなずいた。

「応援してる！　肇の恋！」

「ありがと」

　どうして、そんな言葉が言えるんだ？

　どうして、そんな笑顔で？

　悠馬は、思わず唯に駆け寄った。

「荒川さん……」

　すると、小さな声で、悠馬に言った。

「……言えるわけない」

「……」

「アタシの『好き』は、絶対に口にしないって、決めたんだから」

　その言葉の重さが、悠馬の心を締め付けた。

　その結論にいきつくのに、どれだけの時間がかかったんだろう。

　誰にも言わずため込んだ想いは、誰にも知られないままひっそりと、閉じ込められているのだ。

「ねえ、浅あさ井いちょっと来て」

　唯ゆいの呼びかけに、悠ゆう馬まは頷く。

　唯は走り出した。メイたちは、唯たちがその場を離れたことに気づかない。

　悠馬は、唯を追いかける。

　校門から離れ、校舎に入った。そして、入り口で立ち止まる。

　後ろを振り返って、唯は悠馬を見た。

　そして、叫ぶ。

「でも、どうしてだろー！　涙が止まんない」

「荒あら川かわさん……」

　唯は、泣いていた。

　瞳から、ぽろぽろと涙をこぼして。

　声を出さず、泣いていた。

「ごめん。荒川さん」

「どうして？　どうして浅井が謝るの？」

「だって……」

　唯は、悠馬を抱きしめた。ふわっと、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「少しの間だけでいいの。このままにさせて」

　唯は上ずった声で、そう言った。

　悠馬は、ゆっくりと頷うなずく。

「いいよ」

（また、荒川さんを近くに感じることができるとは、思わなかったな……）

　悠馬は、唯の頭にぽんっと手を置く。

　彼女は、なにも言わなかった。

　ただただ、綺き麗れいな涙を流しながら──────。

　そっと、瞳を閉じた。





♂♀　　　　♂♀　　　　♂♀






　次の日。

　文化祭の片づけを終え、今日は午前で学校が終了した。

　教室には綺麗に机が並べられている。
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　唯ゆいは、その教室で悠ゆう馬まに話しかけた。

「浅あさ井い！　これからのことなんだけどさ」

「うん」

　悠馬の隣には、明あ日す香かもいる。

　いつもの日常。これからも、続いていく日常が、戻ってくる。

「劇終わったけど……これを機に、アタシたちとこれからもつるまない？」

　唯の言葉に、悠馬は口元を緩めた。

「僕はいいけど？」

　すると、明日香は悠馬に話しかける。

「……悠馬。本気？」

「本気だよ」

　その言葉を聞いて、明日香も言った。

「じゃあ、私もいいよ」

「明日香……」

　二人の返事に、唯は笑う。

「そう言うと思ってた！　ありがと！」

　メイがやってくる。唐から沢さわも、遠とお月つきもやってくる。

　唯ゆいは、ビシッと人差し指で悠ゆう馬まを指さすと、言った。




「アタシたち！　これからもずっと、ずっとずっと、友達だよ！」




　────友達。

　いい響きだ。悪くない。

　それは決して、それ以上の関係にはならないという誓い。

　永遠の友情を謳うたう、誓い。

　何度も悩んだ。迷った。

　この想いを、唯に伝えたらどうなるだろうって。

　きっと伝えたその瞬間、友情は破綻する。壊れてなくなる。後戻りできなくなる。

　それはダメだ。絶対にダメだ。

　自分は、唯の笑顔を守ろうと、誓ったから。

　彼女が笑顔にならないような現実を、口にすることはできない。

　決して……決して許されない。

　唯の恋を、応援しよう。彼女の恋も、当分叶かないそうにはないけれど。それでも。

「おう。とことん付き合ってやるよ」

　悠馬は笑う。屈託なく笑う。

（だって、こうするしかないだろう？　僕たちは。全員が不器用なんだから）

　今のところ、誰も恋は実っていない。

　全員が一方通行で、片思い。

　それでも、自分の想いに正直に、前を向いて頑張っている。

　そんな唯たちに出会えたことが、自分を変えたんだ。

　だから、自分はみんなに出会えたことを、誇りに思いたい。

　そして、もっと知りたいんだ。唯のことを。大好きな人のことを。全部。




　だから、教えてくれ。

　君のこと、全部教えてくれ。

　不器用なところも、優しいところも。

　最後の最後まで、見届けるから────。




　だから、教えて？







　────僕が知らない、キミの世界を。








To be continued







あとがき




「清水さんは、こういう作品が向いてるんだと思います」




　と、担当編集Ｉさんに言われました、清水苺です。

『こういう作品』、の定義を聞くと、『キャラもの』らしいです。キャラが勝手に暴走する作品のことでしょう。私はキャラを作るのが好きです。キャラ重視の作品がこれからも書きたいと思ってます。この子可愛かった～と言われると嬉しいです。あと、案外エロ書くの好きだって今回で気づきました。今までエロを混じらせることが難しい作品ばかり書いていたので、気づかなかったのですが。




　そんな『こんな僕（クズ）が荒川さんに告白（コク）ろうなんて、おこがましくてできません』。長い！　略称は『クズコク』です。このタイトルになるまで、ざっと十五個くらい案があったのですが、紆余曲折を経てこのタイトル。ボツ案もなんとなく披露したいので言いますと、『彼女は絶対にサービスシーンをやらない～僕が知らないキミの世界～』とか、『ハニートラップにかかった僕は、今日からスクールカースト頂点に君臨します！』とかです。でも、主人公の性格を鑑みたら、今のタイトルが一番しっくりくるのかなと思います。

　そんな主人公は、趣味エロ漫画読み、教室でまでエロ動画の検索をしてしまうとんでもない馬鹿ですが、なんと成績学年一位でイケメン、やる時はやる子です。主人公を読者の皆様が好きだと言ってくれるような子にしたかったので、今までの主人公とタイプがまるきり違うのですが、すごく書きやすかったのを覚えています。

　あらすじは、一言。『スクールカースト最底辺の主人公浅井悠馬が、文化祭の劇でまさかの少女系物語のヒーローを演じるのをきっかけに、スクールカースト頂点の荒川唯と仲良くなる』というお話です。一言じゃない。

　荒川唯は、見ていて清々しいほど良い子、を目標にしました。こんな子いたらいいな……そんな願望を込めています。

　そして、作中でも出てきますが、一般的に女子は常に戦争をしています。男子が想像もできないほど、小さなこと一つ一つで。けれど、彼女は戦争に参加しているのに、相手を助けてしまう……みんなが幸せであってほしいと願う女の子です。そんな彼女に出会ったただの変態、浅井悠馬は徐々に変わっていく……という作品になっています。




　私は、最近、自分の中で小説を書く理由が変わったので、こういう楽しい作品も書きたいな、と思って書きました。ずっと私は『特定の誰かのため』に作品を書いていました。でも、書く理由を一度は見失って、それでもやっぱり私という人間を支えてくれたのは他でもない小説だと強く感じて、向き合い方が変わったように思います。気づかされてしまったのですよね。私の人生の大半の時間は、小説に費やされていたことに。そしてこれからも、そうであってほしいと願う自分がいることに。

　要するに、私は『読者のため』という大きな括りの中の『きっと読者に作者の思いが届くと良いな────という名の《自己満足》』で小説を書くようになったなと。自己満足ってすごく響きが悪いですが、創作で一番重要なのは、自分の作品を自分が自信を持ってＰＲできる、究極の自画自賛にあると思うのです。だから、私はまず、自分が胸を張って面白いと言える作品を作ろうと考えました。

　そんな私が目標にしたのは、ゲラゲラ電車の中で笑えて、でも心のどこかで、キャラたちが読者の思想に入り込んで、考え方を変える……そんな作品を書きたいと思いました。それがこれです。

　そして、この作品はできたら、できたらでいいのです。二巻の執筆を目標にしています。清水苺って単巻作家だよねえ、と思っている方、二、三人はいると思うんです。それを払拭したい！　二巻だって書けるってことを証明したい！




　それでは、謝辞を。

　担当編集のＩ様。初稿を読んだ際「面白かった」、と言ってくれた時は嬉しかったです。「君の作品が読みたいから担当してるんだよ」など、温かい言葉をかけてくれることは、本当に有難いです。その期待に応えるよう、これからも頑張ります。私の第二のお父さんです。はい。職場の人に、「あ、お父さんです」て言っちゃいました。すいませんんんん！

　そしてイラストレーターのシソ様。まさかイラストを引き受けてくださるとは……大変ありがたいことです。とても忙しい中、私のためにスケジュールを取ってくださり、感謝してもしつくせません。唯も明日香もメイもこんなに可愛くなって……。男性陣もかっこいい！　表紙もらった時の興奮、今でも覚えています！　ありがとうございました。

　また、デザインをしてくださった、ムシカゴグラフィクス様。凄く素敵なデザインをしてくださり、ありがとうございます。

　そして、私が作家をするにあたって、凄くお世話になっている作家さんが何人かいます。

　名前を挙げると、顰蹙を買いそうなので、「あ、俺俺！　俺のことだよね！」と思ってください。そうです。貴方です。私のつまらない愚痴とか世間話を聞いてくださり、時には助言をしてくださり、本当に感謝しております。ありがとうございます。

　それから、家族。お世話になってます。これからもお世話になります。

　最後に、この本を手に取ってくれた読者の皆様。最大の感謝を。

　ありがとうございます！


清水苺
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本作品は、二〇一七年九月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







こんな僕クズが荒あら川かわさんに告コ白クろうなんて、おこがましくてできません。




二〇一七年一〇月一日発行

清し水みず苺いちご

©Ichigo Shimizu 2017


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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